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寺

地

結

界

種

(!) 

と

々

東
大
寺
の

場
合

相

伽
鹿・
僧
坊
及
び
悶
林
な
ど
を
含
む
寺
地
全
体
を
市
浄
な
区
域
と
見
て、
俗
界

と
の
聞
に
俄
然
と
地
境
を
定
め
こ
れ
を
自
ら
も
縫
認
し、
隣
接
す
る
俗
界
の
人
々

（
注
l
）

に
も
認
証
さ
せ
る
の
を
結
界
と
い
う
と、
仏
制
比
丘
六
物
図
に
市一い
か
れ
て
い
る。

結
界
は
仏
教
の
重
要
な
修
法
の
所
作
で
も
あ
り、
受
戒、
布
薩、
悔
過．
訪
雨
な

ど
は
こ
の
結
界
内
の
堂
舎
又
は
但
上
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
に
関
連

す
る
儀
軌
の
類
も
数
多
く、
我
が
仏
教
界
で
も
そ
れ
に
関
連
す
る
行
法
が
普
か
ら

縦
返
し
行
わ
れ、
そ
の
追
跡
造
緋
の
い
く
つ
か
知
ら
れ
た
も
の
が
あ
る。

条
坊
制
に
よ
る
区
制
を
持
つ
古
都、
条
盟
制
に
よ
る
区
別
の
上
に
来
る
山
村
の

平
地
伽
藍
の
ほ
か
に、
奈
良
時
代
か
ら
山
岳
仏
教
関
係
の
寺
地
に
は
顕
著
な
地
形

地
物
を
利
用
し
て
境
界
線
と
し
た
も
の
も
あ
る。
そ
れ
ら
の
多
く
は
密
教
的
色
彩

を
山市
び
た
寺
院
で
あ
っ
て、
そ
う
い
う
傾
向
を
も
っ
寺
地
の
最
古
の
も
の
を
南
部

東
大
寺
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る。

東
大
寺
の
旧
境
内
は
平
城
京
の
外
京
に
あ

り、

そ
の
伽
張
主
要
部
の
西
側
は
京
極
大
路
を
境
と
し、

北
は一
条
通
の
北一

町、
南
は
二
条
通
よ
り
更
に一
町
南
の
小
路
の
延
長
線
上
が
そ
れ
ぞ
れ
限
界
で
あ

る
が、
翻
索
院（
上
院）
部
分
と
そ
の
付
属
地
に
つ
い
て
は、
そ
の
北
限
と
南
限
及

ひ
東
限
は、
こ
の
よ
う
な
直
線
に
よ
っ
て
区
劃
さ
れ
て
は
い
な
い。
正
倉
院
御
物

天
平
勝
宝
八
歳
の
京
大
寺
四
至
山
排
図
に
よ
れ
ば、
東
大
寺
北
方
の
某
寺、

寺
地
と
結
界
の
種
々
相

〈

お
t
て

建

造

物

研

げb
;h, 

...... 
a主

ら
く
伴
守
で
あ
ろ
う）
北
方
の一
堺
道
界
に
は
じ
ま
り、
時
計
廻
り
の
順
に、
二
排

飯
守
道、
三
桝
佐
保
守
道、
四
排
佐
保
川、
五
現
佐
保
川
源、
六
堺
呑
山
京
商
辺、

七
桝
能
登
川、
八
堺
氷
室
谷、
九
州針
興
福
寺
道、
十
堺
寺
山刷
と
な
っ
て
い
て、
西

国
の
京
極
大
路
の
直
線
上
に
あ
る
部
分
を
除
き、
一
界
か
ら
十
堺
ま
で
を
そ
れ
ぞ

れ
河
川
の
水
源、
合
流
点、
道
路
の
交
叉
点
又
は
分
岐
点
な
ど一
見
し
て
判
り
や

す
い
地
点
を
以
て
標
識
と
し、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
道
路、
流
路、
山
稜
な
ど
を
以
て
境

界
線
と
し
て
い
る
の
で
あ
る。
そ
の
う
ち
京
極
大
路
に
而
し
て
昔
は
築
地
塀
が
あ

り、一
条
通
の
中
心
線
上
回
に
向
っ
て
佐
保
路
門〈
転
3
門）
が
建
ち、一
条
二
条
中

間
通
に
回
し
て
中
門〈
俗
に
焼
門）、
二
条
大
路
に
面
し
て
西
大
門
が
建
っ
て
い
た

し

め

は
り

の
で
あ
る
が、
転
害
門
の
み
残
り、
そ
こ
に
は
今
日
で
も
述
注
織
が
か
か
っ
て
い

る
（
第
1
図）。
こ
の
よ
う
な
広
大
な
区
域
を
浄
地
と
し
て
結
界
す
る
と
同
時
に、

京
大
寺
で
は
大
仏
殿
を
中
心
と
し
た
伽
監
部
及
び、
法
務
誌、
二
月
並
を
中
心
と

し
た
上
院
だ
け
に
限
ら
れ
た
小
区
域
を
結
界
す
る
考
え
方
が
別
に
あ
る。

東
大
寺
伽
慌
を
め
ぐ
る
桐
主
に
凶
し
て
は、
東
大
寺
要
録
諸
院
章
第
四
に、

一
八
大
菩
碇

第一
仙
宇

脳内
文
大
菩
薩
在二
紫
彫
金
院
北
方一、

目以
卯
辰
日
天
降

以
下
第
二
輿
成
大
菩
薩
同
性
団
主
四
万一、

第
四
照
明
大

鷲隆

一庶民
法
院
乾
力一、

第
三
興
松
大
菩
薩
在ニ
籾
宗
院
一双
方、

日
午
未
日
天
降

第
五
輿
児
大
菩
院
在ニ
鈍
償
問
方一、

山・
酉
成
日
天
内向

ャ
e
J

－

、

ι
『
月
刊
」

ノ

1 



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

輿
向勝
大
菩
臨

時
一h
M

南
方一 、

』
とr
在ニ
悶
分
御
門
内
南
方一 、

ブ
ヲ

亥
子
五
日
天
下

大
好
手
註
法－
と
あ
り 、
最
後
に
「
祭
文

．
d

－
4
6
E
ト
刊川
開
ν
L
」

叫J

云 、
夫
八
大
升 、
皇
天
史
者
南
舛
史
佐
仙

同
人
大
神 、
是
大
一党
王
之
分
身 、
牟
尼
噂
之

坤
霊
跡
也 、
為レ
髄－一
八
州目 、

為レ
鎮ニ
八

一応
方目 、

為s
表ニ
八
百
万
神
之
上
首一 、

為レ

図
示エ
八
相
成
道
之
本
形－ 、
現エ
八
大
神
仙
＼

引
号ニ
八
大
升一 、
所ニ
天
降－
也
灸（
下
時）
」

と
あ
る 。
覚
禅
抄
で
は
こ
の
「
東
大
寺
八

大
明
神
鋲
事」
を
結
界
の
鋲
図
と
し
て 、

（

弘

法
）

「
大
師
付ニ
噌
益－ 、
京
大
寺
仏
殿
之
八
方ュ

造計
八
大
切
神
桐ザ
給 ．
是
為日
八
方
鋲→
也

云
」々
と
し
て
い
る 。
こ
の
う
ち
輿
児
は
現
在
北
方
に
移
動
し 、
興
剣
は
な
く 、

興
進
も
北
方
に
移
建
さ
れ
て
い
る 。
そ
し
て
こ
れ
ら
八
大
切
神
は
神
名
帳
に
こ
の

ま
ま
の
順
序
で
出
て
来
る
も
の
で
あ
る 。

こ
れ
ら
八
箇
の
桐
主
は
北
限
勝
尾
寺
に
お
け
る
八
大
石
蔵
に
も
相
当
す
る
結
界

の
勝
示
の
一
種
と
見
る 。
た
だ
こ
の
場
合
八
箇
所
の
桐
堂
を
漫
然
と
羅
列
す
る
と

そ
の
意
味
が
判
然
と
し
な
い
の
で 、
こ
れ
ら
を
仮
に
二
つ
の
系
列
に
分
け
て
考
・捺

し
て
見
る
こ
と
と
す
る 。
第一
興
文 、
第
六
輿
剣 、
第
七
輿
進 、
第
八
輿古川
を一

第
七
輿
進

第
八
輿
高

組
と
し
て
各
桐
堂（
旧
位
位）
を
直
線
で
つ
な
い
で
見
る
と 、
京
北
に
対
し
約一
五

度
東
に
傾
い
た一
辺
四
町
の
ほ
ぼ
正
方
形
の
区
制
が
得
ら
れ
る 。

は
大
仏
殿
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
伽
臨
部
の
結
界
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る 。

一
見
し
て
こ
れ

同
断聞
に
第
二
町内
成 、
第
三
閣内
訟 、
第
四
町内
明 、
第
五
輿
児
の
四
桐
掌
だ
け
を
結
ん
だ

（

芯2
）

不
等
辺
四
角
形
か
ら
は
上
院
の
主
要
部
分
で
あ
る
二
月
堂 、
仏
納
屋 、
湯
屋
が
外

戸

芯

3
｝

れ
る
こ
と
に
な
る 。
一
方
修
二
会
（
十一
間
悔
過・
俗
ぬ
お
水
取）
に
際
し
て 、
上
院

〈
法
楽
裳・
二
月
堂
及
び
そ
の
付
属
民）
へ
の
通
路 、

た
と
え
ば
北
方
か
ら
姶
っ
て
見
る

と 、

中
性
院
前
石
階
段
道
の
中
程 、

二
月
掌
西
下
方
食
堂
（
詞
利
帝
母
利
堂）
前

の
築
地
堺
取
倣
木〉
添
い 、

二
月
堂
の
南
西
角
と
法
華
堂
北
門
を
結
ぶ
直
線
上 、

閉
山
堂
東
南
角
と
法
華
堂
南
正
而
の
石
燈
簡
を
結
ぶ
直
線
上

こ
の
場
合
距
離
が

（

位

4
）

長
い
の
で
閉
山
立
の
築
地
塀
瓦
上
と
石
燈
龍
の
笠
石
の
上
に
小
形
の
連
注
織
を
位

し

め

は
わ

き 、
そ
の
二
点
を
結
ん
で
辿
注
縄
を
張
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る 。
そ
こ
で
第

二
組
の
桐
堂
を
法
華
w与
を
中
心
と
し
た一
つ
の
行
事
例
え
ば
千
日
不
断
花
会
と
か

桜
会
な
ど
の
行
事
に
関
す
る
独
立
し
た
結
界
と
見
る
か 、
修
二
会
に
関
連
し
た
連

注
縦
以
内
を
総
合
し
て
上
院
の
浄
域
を
示
す
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る 。
ま
た

（

R
5
｝

（

必

6
）

修
二
会
期
間
に
限
ら
ず 、
年
中
連
注
縦
の
張
ら
れ
て
い
る
の
は
倒
伽
井
屋
商
人
口

と
仏
納
屋
北
入
口 、
湯
屋
（
大
協
昆
で
な
い〉
東
入
口
の
＝一
箇
所
で
あ
る
が 、
こ
れ

ら
は
修
二
会
周
の
個
々
の
建
物
と
し
て
の
結
界
の
意
味
と
思
わ
れ
る 。
（
m
2
図）

こ
の
よ
う
に
東
大
寺
だ
け
で
も
結
界
が
重
な
り
合
っ
て
い
る 。
即
ち
夙
に
大
面

杭
の
寺
地
と 、
伽
康
文
は
上
院
周
辺
を
限
っ
た
こ
の
小
面
積
の
浄
域
の
確
保
が
あ

り 、
吏
に
修
二
会
用
の
特
殊
な
建
物
を
取
上
げ
た
四
磁
の
結
界
が
重
複
し
て
行
わ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う 。

2 

2 

高
野
山
と
比
叡
山

弘
法
大
師
は
平
安
時
代
初
頭
に
高
野
山
に
金
剛
峯
寺
を
建
て
た
が 、
そ
の
結
界

資
料
と
し
て
「
続
遍
照
発
際
性
謹
集
補
閥
抄」
に
弘
仁
六
年
四
月
二
日
沙
門
空
海



疏
と
紀
銘
す
る
「
日
野
建
立
初
結
界
時
啓
白
文
一

首」

と
「
高
野
山総
立
出
場
結
界

一勝
白
文
一

首」

と
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。

殊
に
後
者
に
は

（
前
略）

我
今
此
地
者 、

是
我
之
地 、

我
今
欲
立
七
日
七
夜 、

郎
大
道
場
法
壇

之
会 、

供
養
一

切
十
方
法
界 、

諸
仏
世
時
及
般
若
波
経
密
多 、

諸
菩
陵
衆 、

領

諸
徒
然 、

決
定
一

切
秘
密
法
政 、

難
思
議
法
川 、

故
取
諸
勝
成
欲
護
身
結
界一
法

事 、

於
此
伽
張 、

東
西
南
北 、

四
維
上
下 、

所
有
一

切
破
駿
正
法 、

此
那
耶

伽 、

諸
悪
鬼
神 、

皆
悉
出
去
我
結
界
之
処
七
重
之
外
（
下
時）

と
あ
り 、

結
界
さ
れ
た
そ
の
区
域
が
方
七
単
に
及
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る 。

そ
の
広
褒
を
一
口
に
七
里
と
言
っ
て
い
る
が 、

そ
の
四
至
に
関
し
て
は
高
貯
山

文
引い
（
大
日
本
古
文
門
家
わ
け
第一
）

中 、

金
剛
山智
・寺
所
蔵
統
宗
簡
集
二
所
収
「
弘

法
大
師
手
印
総
図
追
告
目
録
御
手
印
巻」

に
は

停
役
閃
天
由以

来
丹
生
川
上

南
阿
常
川

南
航
縦

割
問計
畔

西
神
勾
昼
川

北
吉
野
川

と
し 、

「
御
遺
告
巻一
服
聞
広
年一一一
月
十
五
日

」

に

d，ftF
ロLaト

リ司叶・

制汁
東｛予
知
丹
生
川

市
阿
稲
川

南
怖凶器

tv
凶
応
神
山
神
勾
昼
川

北土日
好
川

と
あ
る 。

ま
た
続
宝
簡
集
所
収
「
金
剛
峯
寺
衆
徒
愁
状
案」

に
は
そ
の
凹
至
を
「

－

Z

｛
阿
円一

川一
限
丹
生
川
上
峯 、

南
限
阿
当
川
南
長
率 、

西
限
応
身
山
谷 、

北
限
紀
川一

竹
然
当

川
者
南
堺
之
内
接
裟
之
以
北
也
」

と
も
書
い
て
い
る 。

広
さ
は
方
七
盟 、

四
至
の

東
限
南
限
は
渓
流
及
び
山
綾 、

凶
限
北
限
は
河
川
旅
路
を
利
用
す
る
な
と
天
然
の

地
形
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る 。

一

方
伝
教
大
師
の
聞
い
た
比
叡
山
延
踏
寺
に
つ
い
て
は 、

結
界
仏
間
建
立」

に

延
暦
寺

在二
日
本
国
近
江
国
志
賀
郡
比
叡
山－

「
叡
岳
要
記ょ
山
門

守
地
と
結
界
の
純子
ん吋
相

大
斜
地
参
姶
陵
町 、

間
山
凹
方
谷
六
旦

伝
教
大
師
結
界

納
…削
州

束
限ニ
比
叡
社
弁
天
地 、戸
商
限ニ
登
美
渓一

、
四
限三
大
比
叡
峯
小
比
叡
南
峯一 、

北
限＝一
ニ
津
浜
横
川
谷－

と
あ
る
の
が
「
山
門
六
即
結
界」

に
相
当
す
る 。

京
限一一
江
際
ヘ

南
限こ
んい凶
谷

ι
仰

牒
」

に
は
そ
の
四
至
を
「
定ニ
土寸
家
四
至
内
外
排－
事」

と
し
て

ま
た
弘
仁
九
年
の

「
太
政
官

西
限ニ
下
水
飲 、
一
北
限ニ
務
厳
院
北
渓－

淵
川

J－
ー

を
あ
げ
て
い
る 。

ま
た
「
簡
山
内
界
式
」

が
あ
り
「
内
外
八
重
結
界
在レ
之」

と

あ
る 。

高
野
山
も
比
叡
山
も
共
に
六
乃
至

一

七
旦
に一
問一
る
広
大
な
区
域
を 、

何
れ
も
山

綾 、

渓
谷
又
は
道
路
な
ど
自
然
の
地
形
に

よ
り
結
削介
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。

3 

中
世
寺
院
の
場
合

平
安
時
代
末
則
の
寺
地
結
界
は 、

硝
寺
流
記
事
に

一

久
安
限
九
月
之
比

伊
豆
僧
正
御

，，－

 

房
純
一山
中十
蹴
服
通
令
息
〈
中
略〉

而
僧

正
御一
肘
御
座
之
時 、

重
有ニ
結
m介
等

御
沙
汰
＼

被レ
掘レ
池 、

被レ
立レ
石 、

種
々
有エ
御
輿
行－

と
あ
る
の
が
知
ら
れ
る 。

流
記
事
に
「
霊

浄
瑠

東大寺｜尉伽:Jj:}i{m2 国

3 



奈
良
同
立
文
化
財
研
究
所
年
総

ね
て
結
界
の
御
沙
汰
あ
り
一

と
あ
れ
ば、

そ
れ
以
前
に
於
て
も
向
田
か
結
界
の
修

法
が
行
わ
れ
て
い
た
が、

こ
の
別
に
於
て
特
に
述
池
を
細
る
と
い
う
環
境
終
仰
の

こ
と
が
重
く
見
ら
れ
た
記
事
で
あ
ろ
う。

ま
た
浄
瑠
明
寺
よ
り
程
近
い
忍
帰
山
円

成
寺
に
閲
し
て
も、

本
朝
日
間
伝
第
五
十
二
究
泌
伝
に、

忍
帰
山
従ニ
万
寿
初
命
禅
問v
山、

垂
二

百
四
十
年－
稲川
廃
相
縦、

遍
一

住
寺
院

結
界、

略
復ニ
旧
民戸

と
あ
る。

こ
こ
で
も
仁
平
三
年
会
5
3

に
兜
泌
が
紡
科
修
法
を
行
う
に

先
立
っ

て
環
境
整
備
を
行
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

西
大
寺
系
伴
院
の
場
合

鎌
倉
時
代
中
則
に
於
け
る
仏
教
界
で
注
目
す
べ
き
は
西
大
寺
淑
与
の
業
献
で
あ

（
持
7
｝

る。

そ
の
伝
記
集
成
をい
必
読
し
て
気
付
く
の
は、

根
”
が
大
和
の
み
な
ら
ず
近
畿

一

円
の
各
地
の
寺
院
で
結
界
の
修
法
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

崎
仁
元
年
三Mω∞）

に
は
ま
づ
お
膝
元
西
大
寺
を
結
芥
し、

辿
長
元
年
CM
S〉

｛

絞

8
）

河
内
真
福
寺、

弘
長
元
年
合
同町
M〉

山
M娯
楽
室
浄
住
寺、

翌
年
関
東
往
還
中
某
宿

M
持
仏
堂、
文
永
三
年
（－
8
3

再
び
凶
大
布、
弘
安
凶
年
合
同白］
〉

．中
山
川収
制
寺、

弘
安
六
年
（
＝∞ω）

摂
津
四
天
王
寺
敬
m

院、
翌
年
唐
招
提
寺、
弘
安
八
年
大
和
大

（
誌
9
｝

御
輪
寺
（
現
在
大
仰
A

社）

正
応
元
年
（］
M
g〉

八
月
海
屯
王
寺
な
ど
に

結
界
修
法

が
行
わ
れ、

そ
の
「
結
界
表
白」

な
ど
も
伝
わ
っ
て
い
る。

そ
の
際
に
・寺
地
を
消
浄
な
る
形
に
盤
備
し
園
池
を
掘
っ
た
が、

律
苑
的
宝
伝
所

収
南
部
凶
大
寺
輿
正
菩
降
伝
に
は
「
置
欣
生
池
於
品
川
一

千
三
百
五
十
余
所
」

と

苦
か
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る。

淑
時
の｛け川
弟
で
あ
っ
た
点
間一
M
忍
性
も、

各
地
で
結
界
修
法
を
行
っ
て
い
る。

金
沢
文
庫
所
蔵
「
結
界
唱
相」

に
よ
る
と、

大
和
国
教
安
寺
（
久
度
寺）、

同
圏
西

（

枠此

叩

｝

安
寺、

山
滅
同
速
成
就
院、

白
逗
院、

来
主
院、

紀
州
西
福
寺、

泉
州
勝
前
守
な

ど
が
あ
る。

忍
性
が
潟
陪
帥
と
な
っ
て
行
っ
た
結
界
の
修
法
の
う
ち
放
も
資
料
の
そ
ろ
っ
て

い
る
の
は
称
名
寺
で
あ
る。

弥
名
寺
は
文
応
頃
に
は
念
仏
寺
の
機
桃
を
そ
な
え
て
い
た
が、

当
時
関
東
で
西

大
寺
派
の
弘
K叩
に
努
め
て
い
た
忍
性
は
強
く
北
条
災
時
に
働
き
か
け
淑
将
の
鎌
倉

下
向
を
要
請
し
て
い
た
ω

突
時
も
H
蓮
宗
や
禅
宗
の
急
激
な
始
頭
に
よ
っ
て
動
指

し
た
宗
教
界
を
戒
律
の
樹
立
に
よ
っ
て
安
定
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

か
く
し
て
叡
時
は
鎌
倉
に
来
は
し
た
が
滞
在
は
半
年
に
満
た
ず、

従
来
の
念

仏
を
停
止
し
て
永
年
の
住
所
に
あ
て
よ
う
と
し
た
尖
時
の
中
出
も
姫
枕犯
し
た
が
執

椛
時
級
犬
主
は
じ
め
の
将
平
家
女
が、
御
・家
人、
僧
俗
な
ど
相
つ
い
で
受
戒
し
た。

尖
時
は
受
戒
を
受
け
た
だ
け
で
な
く、

従
米
念
仏
宗
的
で
あ
っ
た
称
名
寺
を
律
宗

に
改
め、

西
大
寺
系
の
律
院
と
し
た
の
で、

そ
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る。

即

ち
称
名
寺
が
や
が
て
律
院
ら
し
く
結
界
修
法
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て、

当
時
の

伽
政
及
び
守
地
の
枠
制
図
が
作
製
さ
れ
た
の
で
あ
る。

金
沢
文
庫
目
録
に
よ
る
と、

元
久
三
年

つM
g）

凶
七
月
二
十
六
日
党
禅
が
六

十
三
歳
の
と
き
伶
土
院
で
』
い
た
結
界
法
と
い
う
一

巻
一

軌
を、

建
武
三
年
つω

ω由）
に
当
時
六
十
一

放
の
史
民
が、

称
名
寺
長
老
の
御
本
を
賜
っ
て
乃
写
し
た
も

の
も
残
っ
て
い
る。

称
名
寺
結
界
凶
紙
品け
に
は
「
大
徳
的
聴
技
比
丘
為
的
削
四
万
六
芥
柑
従
当
守
京

南
角
鶏
冠
木
中
心」

に
は
じ
ま
る
合
計
五
二
二
字
よ
り
成
る
本
文
の
末
尾
に、

元
平
三
年
娘一
一
月
廿
四
日

4
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と
記
録
し
て
い
る 。

結
界
の
修
会
の
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く 、

伽
慌
を
と
り
ま
く

環

境
の
あ
り

方 、

特
に
金
堂
前
に
池
を
ほ
り 、

中
島
を
位
き 、

反
橋
を
か
け
る
作
立

は 、

京
都
の
公
家
の
邸
宅
で
流
行
し
た
寝
殿
造
庭
園
の
一
般
形
式
に
近
く 、

寺
地
と
結
界
の
純
h

相

ま
た

.［$，，名ミケがi!Jよ図�131� 

戸

球
日
）

忠
肢
の
側
に
小
川
廊
を
突
出
さ
せ
た

公
家
風
の
伎一
加
の
前
而
に
小
池
の
風
流
を
加

（
諸
問M
）

味
し
た
点
は 、

時
の
経
官
者
点
顕
が
長
年
京
都
に
あ
っ
て 、

公
家
文
化
に
反
り
切

っ
て
米
た
人
で
あ
っ
た
だ
け
に
首
肯
で
き
る 。
（
第
3
凶）

叙
尊
の
影
響
を
受
け
て
結
界
修
法
を
さ
れ
た
近
畿
地
方
で
は取
も
古
い
寺
の
一
つ

に
奈
良
法
務
守
が
あ
る 。

同
寺
所
政
資
料
中
に
「
法
悲
滅
持
者，
大
非
相
（
巻
首
仮

題）
」
一
巻
と 、

「
無
常
院
浄
地
相」
一
巻
と
あ
っ
て 、

そ
の
内
訳
は
前
者
が

一
法
整
滅
罪
寺
大
山介
相

一
宝

治
参
年
MA
M

二
月
六
日
申
附
結
之

F
L
B
L
 

一
法
華
滅
非
寺
沖
地
相

大
叩介
相

争
也
相

大
界
相

施
議
院
浄
地
相

，， // // // 

後
白
こ

は

一
法
務
減
収静
止寸
無
常
院
浄
地
相

が
収
ま
っ
て
い
る 。

そ
の
う
ち
前
者
に
は

宝
治
三
年
（同
ど由）
二
月
六
日
に
結
び 、

同
十
四
日
酉
時
に
解
い
た
全
寺
域
の
結
訴
に
結
縁
し
た
数
十
名
の
比
丘
尼 、

式
叉

尼 、

法
同
尼 ．

形
同
尼
の
名
と ．

二
月
十
五
日
酉
時
に
結
び 、

十
年
後
の
正
元

元
年

。旧日由）

五
月
四
日
に
解
い
た
浴
室
の
結
叩介 、

正
元
元
年
五
月
四
日
及
び

文
永
二
年
（戸
N自
己

四
月
十
日
に
絡
ん
だ
施
楽
院
の
二
度
の
結
界 、

文
永
九
年

（同
町
N）
十
二
月
七
日
に
結
ん
だ
無
常
院
の
結
界
の
比
丘
尼 、

式
又
足 、

法
問
沙

弥
尼 ．

形
同
沙
弥
尼
衆
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の
界
線
と
と
も
に
拘
げ
て
い
る 。
こ
こ
で

法
悲
守
全
域
の
場
合
を
結
大
界
相
と
称
し 、

浴
室
・

伯
掌
な
ど
個
々
の
堂－
舎 、

及

5 



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

び
子
院
の
み
の
場
合
に
は
浄
地
相
と
呼
ん
で
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る。

5 

中
世
寺
院
結
界
の

勝
示

前
掲
の
結
界
に
際
し
て
も

勝
示
の
種
々

相
を
列
挙
し
た
が
北
模
勝
尾
寺
（
箕
面

市〉

の
場
合
は
八
大
石
蔵
を
用
い
て
い
る
最
も
特
異
な
例
で
あ
る。

鳥
越
憲
三
郎

氏
編
勝
尾
寺
文
書
（
大
阪
府
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
別
冊）

と

「
史
逃
と

美

術
」

誌
の
藤
井
直
正
氏
論
文
「
北
棋
勝
尾
寺
八
天
の
石
政
l
中
世
寺
院
の
肪
示
逃

（
蕊
悶
）

秘
」

を
参
考
に
さ
れ
る
が
よ
い
。

勝
尾
忠寸
文
也
所
収
「
大
政
官
牒
探
津
国
勝
尾
寺
」

に

は

「
ハ
前
略〉

開
成
皇
子

桓
武
天
皇
第
八
御
子
結
界
之
時
為
防
護
魔
界
上
院
難
分
山
地
於
内
外
埋
四
天
於
四

方
繭
降
号
八
天
之
石
政
八
処
埋
八
天
形
像
英
上
位
石
為
庖
以
号
八
天
石
蔵
用
為
一

寺
之
勝
示
也
（
下
略）
」

と
あ
り、

「
右
馬
寮
下
文」
（
克
喜
二
年
二
月）

に
は
「
本

願
結
界
之
昔、

分
山
地
於
内
外
埋
八
天
於
四
角
永
為
寺
領
之
勝一
ホ
以
号
八
天
之
石

蔵
云
々
」

と
あ
る
。

そ
の
位
置
及
び
四
至
に
つ
い
て
は
左
記
の
文
書
に
拠
る
と
よ

（
縞
誕
百）

「
勝
尾
山
四
至
注
文
上
右
馬
摂
家
究
喜
二
後
正
廿
七
」

注
進

勝
尾
寺
堺
事

四
至

東
限
泉
原
御
室
町仰
領
来
生
山
峨
船
路
御
領

南
限
宜
野
山
近
術
殿
御
領

西
限
寮
御
牧
領
川
定

北
限
高
山
現

四
角
四
天
石
政
事

丑
寅
泉
原
高
山
両
側許

辰
己
泉
原
莱
生
両
排
河
定

未
申
宜
野
御
牧
両
堺
河
定

成
亥
高
山
其
川
原
両
掛

右
注
進
如
件

。
氾
軍
「
山山
」

究
喜
二
年

後
正
月
サ
七
日

（
花
押〉

O
氾
事
「山
山
」

と
め
る
。

八
天
石
蔵
の
う
ち
ま
づ
四
天
即
ち
丑
寅
角
の
多
間
天、

辰
巳
角
の
持
国

天、

未
申
角
（
耐火
は
午
米）

の
地
長
天、

成
亥
角
（
尖
は
酉
戊）

の
広
目
天
石
川械
が

作
ら
れ、

そ
の
聞
の
山
綾
文
は
山
頗
の
見
通
線、

渓
谷、

道
路
を
も
っ
て
境
界
と

し
て
居
た
の
が、

少
し
年
代
が
降
っ
て
卯
方
に
降
三
世
明
王．

午
方
に
率
一余
利
明

王．

未
申
方
に
大
成
徳
明
王、

亥
子
方
に
金
剛
夜
叉
明
王
が
挿
入
補
足
さ
れ
て
八

大
石
践
と
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。

こ
の
形
成
は
京
大
寺
の
場
合
と
も
然
り、

且
つ

石
和
み
の
小
国
と
小
型
青
銅
像
彫
刻
と
が
美
帯
保
存
さ
れ
て
い
る
点
は
特
筆
さ
れ

る
も
の
で、

結
界
勝一
ホ
の
研
究
上
没
す
べ
か
ら
ざ
る
資
料
で
あ
る
と
思
う。

6 

6 

近
世
に
お
け
る
寺
地
結
界
資
料

日以
後
の
と
こ
ろ
で、

近
世
に
お
け
る
寺
地
結
界
資
料
を
一

つ
提
供
し
て
お
き
た

、
。

最
近
或
る
古
文
書
展
示
会
で
一

見
す
る
こ
と
の
で
き
た
山
城
国
棋
尾
（
西
明
寺）

結
界
図
は
右
上
方
に
盛
安
四
年
九
月
廿
一

日
の
日
付
を
告
い
て
い
る。

図
は
や
や

東
（
右）

寄
り
の
南
（
下〉

方
か
ら
北
（
上〉

方
に
向
っ
て
寺
地
を
柿
き、

北
背
而

に
は
二
つ
の
山
の
尾
根
を
書
き、

手
前
の
尾
線
は
寺
地
の
東
北
後
方
か

ら

斜

西

〈
右〉

方
に
尾
根
を
延
ば
し
て
い
る。

寺
地
の
東
〈
右）

の
川
は
北
（
上〉

方
か
ら

南
（
下）

方
へ

流
れ、

南
〈
手
前）

の
川
は
西
ハ
左〉

方
か
ら
束
（
右）

方
に

流

れ



東
南
（
右
下〉
角
で
合
流
し
て
い
る 。
守
地
は
図
上
で
見
る
と
や
や
東
西
（
検）

に
長
い
方
形
で 、
南
中
央
に
門
が
あ
り 、
そ
の
中
に
本
堂 、
食
主 、
東・
中・
南

の
三
箇
所
の
室 ．
政
郎
の
ほ
か
に
閥
伽
井
屋
や
僧
附 ．
下
聞
な
ど
が
図
示
さ
れ
て

い
る 。
門
の
外
側
に
南
の
川
と
併
行
し
て
道
路
が
見
え
て
い
る 。

結
界
は
石
と
木
を
つ
な
い
だ
線
に
よ
っ
て一
ホ
さ
れ
て
い
る 。

東
北
（
右
上）
に

初
石
が
あ
り 、

南
（
下）
に
向
っ
て
二
石 、

三
訟 、

四
栗 、

五
松 、

六
松 、

七

架 ．
八
石
と
つ
づ
く 。
界
線
は
八
石
か
ら
四
五
度
酉
に
曲
り 、

道
路
を
跨
い
で
九

松
に
結
ぼ
れ
る 。
九
松
か
ら
界
線
は
真
西
〈
右）
に
向
い 、
十
架 、
十一
一栄 、

十

二
ホ
フ
リ 、

十
三
桜 、
十
四
版 、
十
五
同
（
桜〉

、

十
六
石 、
十
七
桜 、
十
八
石

と
な
る 。
十
八
石
か
ら
界
線
は
直
角
に
北
〈
上〉
向
と
な
り 、

距
雌
を
へ
だ
て
て

尾
根
上
の
十
九
石 、
吏
に
西
北
角
の
廿
石
と
な
る 。
廿
石
か
ら
界
線
は
更
に
束
に

向
っ
て
直
角
に
山
り 、

廿一
松 、
廿
二
架 、
廿
三
松 、
廿
四
松 、
廿
五
松 、
廿
六

終
石
と
な
り 、
そ
の
界
線
を
延
長
し
て
初
石
に
結
ん
で
い
る 。
そ
の
問
時
計
廻
り

の
方
向
に
八
個
の
石
と 、
十
八
本
の
楠
樹
を
以
っ
て
合
計
二
十
六
界
の
標
識
と
し

て
い
る 。
こ
れ
ら
の
樹
石
は
蘇
悉
地
経
な
ど
に
訪
う
勝
処
に
旧相
当
す
る
も
の
で
あ

り 、

儀
軌
に
忠
実
な
結
界
限
識
と
い
え
る
で
あ
ろ
う 。

叱k
il·口

ひ《

以
上
記
録
と
旧
寺
地
と
の
照
合
と
に
よ
っ
て 、
結
界
の
程
々
相
を
考
祭
し
た
が 、

記
録
上
の
結
界
区
肢
と
現
状
と
は
必
ず
し
も一
致
し
な
い
こ
と
が
判
っ
た 。
中
に

は
伽
藍・
僧
幼・
図
林
を
含
む
広
大
な
旧
寺
領
が
大
半
民
有
化
し 、
完
全
に
市
街

地
文
は
段
村
と
し
て
俗
化
し
て
し
ま
っ
た
箇
所
も
少
く
な
い 。
し
か
し一
方
に
は

東
大
寺
伽
臨・
上
院
及
び
上
院
の
特
殊
の
堂
舎
或
は
称
名
寺 、
勝
尾
寺
の
よ
う
に

寺
地
と
結
界
の
軒叫
んベ
相

旧
結
界
区
域
が
そ
の
肪一
不
標
識
と
共
に
昔
の
ま
ま
浄
域
と
し
て
保
存
さ
れ 、
史
跡

の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
も
あ
る 、
結
界
資
料
の
収
集
と
解
明
と
は
山中
に
文
化

財
保
存
上
の

問題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く 、
中
に
伽
鹿 、
僧
坊 、
国
林
な
ど
を
含

む
広
大
な
寺
領
を
結
界
す
る
場
合
は
経
典
に
言
う
結
大
界（
自
然
芥・
川悦
他
界）
に
匹

敵
す
る
で
あ
ろ
う
か 、
特
定
な
行
事
の
た
め
に
結
界
さ
れ
る
小
面
加
の
浄
地
及
び

特
殊
堂
舎
は
こ
れ
を
結
小
界（
作
法
界〉
又
は
戒
場
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
と
う

か 、
寺
地
の
研
究
は
仏
教
史
学
と
併
行
し
て
の
究
明
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

思
う 。

（
森
描・
牛
川
口同
率）

註

伊
藤
て
い
じ
博
士
一者
「
結
界
の
美」

淡
交
新
社
昭
和
川町
年
6

月
刊
に
と
り
あ
げ
た

「
結
界」
は 、
日
本
近
世
に
お
け
る
狭
義
の
施
設
の
み
を
取
倣
っ
て
い
る 。
ま
た
「
飛

ね
奈
良
時
代
の
寺
院
仏
掌
に
は
結
界
は
な
か
っ
た」
と
あ
る
が 、
御
物
正
倉
院
文
告

中
に
は
四
分
律
疏 、
不
空
知
索
級 、
陀
縦
尼
相公
経 、
wm
怒
地
経
な
ど
律
或
は
街
教
系

経
山内
の
名
が
見
え
「
“稲
川介
文」
「
結
界
道
場
文」
「
議
・山河
給
料
供
養
陀
縦
尼」
な
ど

は
明
か
に
結
界
の
た
め
の
続
山円
で
あ
る ・
泊
四川
は
有
部
作 、
鑑
真
は
四
分
仙刊
を
も
っ

て
知
ら
れ
て
い
る ・
正
倉
院
御
物
京
大
苛
四
歪
山
堺
凶
を
結
芥
凶
と
見 、
修
二
会
行

事
の
必
須
区
成
と
諸
施
設
が
結
削介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
な
ら
ば 、
「

抗日ど
は

東
大
寺
に
は
奈・良
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い ＠

第
二
山内
成 、
第
三
間関
松 、
第
四
輿
明 、
第
五
興
児
の
ほ
か
に
称
名
般
に
出
て
来
る
気

比 、
飯
沼 、
小
入
〈
法
政〉
明
神
澗
な
ど
を
加
え
る
と 、
上
院
と
呼
ば
れ
る
区
域
が

す
っ
ぽ
り
と
そ
の
中
に
入
っ
て
来
る 。

京
大
寺
修
二
会
に
関
係
の
あ
る
上
院
の
建
物
や
地
形
に
閲
し
て
は
森
溢 、
比・
川
落
掌

・制
「
東
大
寺
闘
伽
井
の
附
辺」
大
和
文
化
研
究
第
日
巻
第
3
号 、
大
和
文
化
研

究会

昭
和
訓
年
3
月
刊
参
照
さ
れ
た
い ．

東
大
寺
内
の
述
注
縦
の
位
世
に
つ
い
て
は
東
大
寺
寺
務
局
筒
井
克
秀
仰
の
示
教
を
仰

た
の
で
甜
誌
を
表
す
る ＠

筒
井
克
努
仰
の
訴
に
よ
る
と 、
闘
伽
井
昼
間
入
口
の
辿
注
総
は
毎
年
取
か
え
ら
れ 、

そ
こ
で
不
用
と
な
っ
た
二
年
目
の
を
仏
納
屋
北
入
口
に
か
か
げ 、
仏
納
屋
の
お
古
即

ち
三
年
目
の
を
湯
屋
東
入
口
に
か
か
げ
る
由
で
あ
る 。
〈
以
下
凶
頁へ）
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元
興
寺
極
楽
坊
・

智
光
憂
茶
羅
図（
板
絵）
の
X

線
調
査

〔
調
査
の
経
過
と
方
法〕
元
興

寺極
楽
幼
の
重
文・
箸
色
智
光
円安
奈
経
の
昭
和

的
年
度
修
理
事
業
に
あ
た
り 、
画
像
の
実
態
を
き
わ
め 、
板
絵
の
構
造
を
あ
き
ら

か
に
し 、
ま
た
作
風
や
技
法
の
分
析
的
研
究
に
資
す
る
た
め
に 、
超
秋
X
線
照
射

を
中
心
と
し
て 、
そ
れ
ぞ
れ
に
補
足
的
観
察
を
と
も
な
う
調
査
を 、
二
次
に
わ
た

っ
て
お
こ
な
っ
た 。

第
1
次
調
査 。
昭
和
的
年
9
月 。
ソ
フ
テ
ッ
ク
ス
E
型
使
用 。
照
射
条
件
：

二

次
屯
圧
ロ
穴
〈 、
電
流
事向
〉 、
照
射
時
間
色印mn 、
距
隣
町
叩 。
被
写
体
m
m
一陣

の
桧
材
著
色
画 。
フ
ィ
ル
ム 、
フ
ジ
P
X
四
切
判 。
現
像
。
｜

芯
倍
液
包
括ロ 。

木
勝
像
を
中
点
に
し
て 、
四
切
判
フ
ィ
ル
ム
が
カ
バ
l

T
き
る
竪
卸
価 、
川似
お
阻

の
長
方
形
の
小
区
制
組
区
を
設
定
し 、
画
面
の
左
右
相
称
的
桃
図
を
考
慮
し
て
類

似
画
面
の
重
複
を
さ
け
る
よ
う
に 、
却
区
の
照
射
範
聞
を
決
定
し
た 。
図
像
上
重

要
な
個
所 、
た
と
え
ば
本
尊
像 、
両
脇
侍
菩
麗
像 、
橋
上
に
坐
し
た
こ
比
丘
な
ど

に
つ
い
て
は 、
構
図
の
相
称
性
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
照
射
範
囲
に
い
れ

た 。
調
査
に
よ
っ
て 、
当
時
茶
褐
色
に
み
え
て
い
た
板
絵
表
面
の
下
に 、
鮮
や
か

な
揃
線
を
も
っ
画
態
の
存
在
す
る
こ
と
が
し
ら
れ
た
（
1
図
参
照）

。

こ
の
知
見

－
に
も
と
づ
き 、
－
次
調
査
当
時
ま
だ
板
絵
の
袈
間
に
あ
っ
た
補
強
材
を
は
ず
し
照

射
条
件
を
よ
く
し
た
上
で 、
あ
ら
た
め
て
画
面
全
体
に
つ
い
て 、
後
述
す
る
臨
製

と
い
う
新
し
い
目
的
も
設
定
し
て 、
第
2
次
の
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た 。

品実

術

工

tz
 
研

究
...... 『

三

第
2
次
調
託 。
昭
和
的
年
叩
月 。
ソ
フ
テ
ッ
ク
ス
E
型
使
用 。
照
射
条
件

二

次
電
圧】ω
欠
〈 、
電
流
印
ζ
〉 、
照
射
時
間
回目白円 、
距
離
部
叩 。
被
写
体
間
前 。

フ
ィ
ル
ム 、
フ
ジ
K
X
四
切
判 、
現
像
ロ
｜

芯
倍
液
8
2n 。
全
聞
を
竪
8
段 、

横
9
列 、
一
区
却
の
寸
法
竪
お
叩 、
横
幻
叩
を
傑
準
と
す
る
η
区
に
わ
か
ち 、
そ

の
全
区
を
照
射
し
た 。
区
釧
は
凹
切
判
フ
ィ
ル
ム
の
寸
法
を
基
に
し 、
し
か
も
隣

接
す
る
フ
ィ
ル
ム
が
充
分
に
重
な
り
あ
う
よ
う
に
留
意
し
た 。
X
線
写
真
の
集
成

に
よ
っ
て
原
画
の
特
殊
な
写
真
複
製
を
作
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
た
か
ら
で
あ

る 。
そ
う
し
た
考
慮
と
撮
影
が
多
量
に
わ
た
る
こ
と
な
ど
の
た
め 、
フ
ィ
ル
ム
を

県
紙
袋
に
封
入
し
た
状
態
で
船
影
を
お
こ
な
っ
た 。
こ
れ
は
作
業
経
済
の
点
で
有

効
で
あ
っ
た
し 、
州問
地
で
の
調
査
に
も
便
利
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が 、
後
述
の
よ

う
に
フ
ィ
ル
ム
の
そ
り
に
つ
い
て 、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
を
の
こ
し
た 。

〔
板
絵
の
帥
造〕
現
状
は
不
整
に
七
片
の
板
に
桃
割
れ
し
て
い
る
が 、
原
状
は

や
り
鈍
で
仕
上
げ
た
九
伎
の
桧
板
を
鉄
の
合
釘
で
矧
ぎ 、
矧
ぎ
自
は
画
面
側
に
麻

布
を
貼
り

漆
で
画
面
下
地
を
つ
く
っ
て
い
る 。
合
釘
の
存
在
は
X
線
写
真
で
般
定

さ
れ
た 。
各
板
片
に
4
本 、
当
日・
臼
ふ・
ミ・M
m
の
附
隔
で
整
然
と
配
置
さ
れ

た
総
数
MM

本
の
合
釘
は
（
2・
4
図
参mu

、
X
線
写
真
で
は
黒
く

惨
ん
で
み
え
る

（
口
絵
参
照〉

。

そ
れ
が
木
目
に
惨
透
し
た
鉄
銃
で
あ
る
こ
と
は 、

合
釘
の
使
用

部
分
で
画
面
が
も
り
あ
が
っ
た
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
た 。

8 



こ
の
よ
う
な
推
察
は
修
恕
作
業
に
よ
り

確
認
さ
れ
た
（
2
図
参
照〉
。

合
釘
と
布

張
り
に
よ
る
板
矧
ぎ
の
堅
固
さ
は、

現
状
七
片
の
板
割
れ
が
い
づ
れ
も
矧
ぎ
自
に

関
係
な
く、

矧
ぎ
問
自
体
に
は
狂
い
が
な
い
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
が、

そ
れ
は

た
と
え
ば

由
貴
寺
大
掌
来
迎
監
の
簡
略
な

矢
筈
矧
ぎ
の

構
造
と
は

対
照
的
な
桁

原寸左脇｛守苔磁X線写真部分的ill次〉�n 悶

元
副円
寺
院槌
楽
坊
・

智
光
品ヱ
茶
印紙
図
板
絵
の
X
州紙
調
査

宝
樹
の
結
集
の
一

枚
一

枚
の
輪
郭、

本
持
政
光
の
放
射
光
（
円
絵
参
照〉

諸
菩
薩
の
宝
冠、

宝
池
の
水
波、

中
央
楼
閣
に
か
・ふ
る
腿
謀、

天
議
や
幡
や
宝
樹

の
縦
網
な
ど
に
み
ら
れ
る。

こ
う
し
た
揃
線
の
な
か
に
は、

肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど

た
と
え
ば、

本
尊
阿
弥
陀
仏
の
右
手
に
舞

う
金
泥
紘
の
二
匹
の
蝶、

舞
楽
…航
中
央
に
相
対
す
る
二
羽
の
伽
陵
矧
伽
な
と
は、

X

線
写
真
に
よ
っ
て
そ
の
像
容
を
確
認
し
え
た
の
で
あ
る。

朱
と
金
の
X

線
吸
収

が
も
た
ら
す
揃
線
の
明
示
は、

こ
の
板
絵
に
特
徴
的
な、

建
築
様
式
の
細
部
や
諸

種
文
機
の
紡
級
な
芯
匠
に
つ
い
て、

わ
れ
わ
れ
に
充
分
な
知
見
を
与
え
る。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
揃
線
の
倹
出
と
確
認
は、

X
線
照
射
に
よ
る
絵
図
調
査

に
つ
い
て、

補
修
や
顔
料
に
つ

い
て
の

分
析
的

認
識
に

加

え

て、

二
つ
の
方
法
の
可
能
性
を

拠
示
す
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る。

一

つ
は、

ル米
総
の
揃
起
し
を
造

型
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
に
す
る

仏
画
の
場
合、

し
か
も
表一
間

染
し
て
い
る
こ
と
の
多
い
仏
画

の
場
合、

X

線
が
と
ら
え
た
拙

線
は、

単
に
像
容
を
正
し
く
認

識
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く、

よ

り
直
接
的
に
作
風
の
美
術
的
制

値
の
判
断
に
資
す
る
可
能
性
を

も
っ
。

わ
れ
わ
れ
の
場
合、

本

観
察
し
え
な
い
微
制
な
も
の
も
あ
る。

巧
さ
を
も
ち、

そ
の
点
で
は
構
造
の
意
匠
は
建
築
的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
工
芸
的

範
陪
に
属
す
と
い
う
べ

き
で
あ
る。

〔
拙
線
に
つ
い
て〕

文
織
な
ど
に
若
干
の
盛
・紘
を
み
る
以
外
は、

揃
綿
は
主
に

朱
と
金
泥
の
二
種
よ
り
な
っ
て
い
る。

い
づ
れ
の
場
合
も
柿
起
し
の
線
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く、
所
に
よ
っ
て
盛
の
下
術
総
が
み
え
る
場
合
も
あ
る。

中
央
楼

閣
の
宝
相
撃
と
唐
草
で
被
れ
た

石
川ι
は、

金
泥
で

文
凶慨
を

塗

り、

品
川似
の
掘
盗
り
に
な
っ
て

い
る
の
が
自
を
ひ
く。

ル氷
仙紙
は

仏
国
に

通
有
な
こ
と

で
あ
る

が、

仏
・

菩
麗
・

童
子
な
ど
の

輪
郭
と
肉
線
の
制
動
な
鉄
線
摘

を
中
心
に、

そ
の
ほ
か
に
は
雌

空
段
の
芸
の
や
や
幅
広
い
線、

後
聞
の
斗
供
の
輪
郭、

不
時
や

脇
侍
の
頭
円
光
の
華
や
か
な
文

械
の
輪
郭
な
ど
に
み
ら
れ
る。

金
泥
線
は、

仏
・

菩
躍
の
朱

衣、

緑
衣
の

衣
補
仙献
を

中
心

倹 IL トせる合i\lJ第2図 原寸
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板絵智光長：茶話t全図(1965年修盟後〉

絵
の
制
作
に、

二
人
以
上
の
絵
師
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る

と
思
わ
れ
る。

第
二
は、

X
線
写
真
は
レ
ン
ズ

収
差
に
よ
る
映
像
の
歪
み
を
も
た
な

い
か
ら、

フ
ィ
ル
ム

面
と
画
面
と
が
密
着
し
た
状
態
で
撮
影
す
れ
ば
原

型
的
に
原
寸
写
真
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
の

問
題
で
あ
る。

前
述
の
よ
う
な
わ
が
国
の
仏
画
揃
線
の
特
性
か
ら
す
れ

ば、

集
成
さ
れ
た
X
線
写
真
は、

す
く
な
く
と
も
輪
郭
線
に
つ
い
て、

原
画
の
か
な
り
正
し
い
複
製
画
面
を
つ
く
る
こ
と
を
可
能
に
す
る。

こ

の
複
製
は、

原
画
の
白
摘
に
よ
る
模
写
に
有
効
で
あ
り、

ま
た
そ
の
白

10 
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描
画
の
代
用
を
も
っ
と
め
う
る
で
あ
ろ
う。

こ
う
し
た
考
え
に
も
と
づ

き、

第
2
次
調
査
の
X
線
写
真
を
モ
ザ
イ
ク
集
成
し
た
の
が、

4
図

〈
全
図〉
、

口
絵
（
本
尊
部
分）

で
あ
る。

第
2
次
調
査
で
は、

・陪
擦
抵

抗
に
よ
る
物
理
的
衝
撃
を
画
面
に
与
え
ず、

し
か
も
フ
ィ
ル
ム

聞
と
画

商
の
密
石
を
可
能
に
す
る
た
め
に、

カ
七
ツ
テ
の
重
誌
を
さ
け、

黒
紙

袋
に
封
入
し
た
フ
ィ
ル
ム
を、

水
平
に
横
た
え
た
板
絵
の
画
面
上
に
静

置
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
た。

こ
の
た
め
画
面
に
対
す
る
物
理
的
衝
撃
は

さ
け
え
た
が、

逆
に
フ
ィ
ル
ム
の
そ
り
を
防
ぎ
え
ず、

モ
ザ
イ
ク
集
成

の
段
階
で
若
干
の
映
像
の
歪
み
を
み
る
結
果
に
な
っ
た。

一

般
に
絵
画

作
品
の
X
線
開
射
に
つ
い
て
は、

フ
ィ
ル
ム
を
画
の
背
而
に
あ
て
る
の

う
な
制
効
な
鉄
線
描
の
見
事
さ
を
知
り
え
た
の
は
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た

（
口
絵

が
原
則
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が、

そ
の
場
合、

原
画
と
X
線
写
真
映

尊
の
開
敷
蓮
華
合
掌
の
手
印
を
明
識
す
る
と
同
時
に、

そ
の
藤
原
仏
画
に
み
る
よ

像
の
大
小
比
は、

原
画
の
寸
法
を
X、

映
像
の
寸
法
を
Y、

光
源
と
フ
ィ
ル
ム
面

の
距
離
を
A、

画
面
の
厚
さ
を
B
と
す
れ
ば、

Jヘ
＼
｝門
H
〉＼
〉
｜
∞
で
示
さ
れ
る。

参
照）

。

そ
の
美
し
い
描
線
は、

た
と
え
ば
舞
楽
段
の
音
声
菩
薩
を
は
じ
め
諸
菩

薩
の
衣
簡
に
お
け
る
や
や
硬
化
し
た
拙
線
と
対
比
す
れ
ば
質
的
に
も
す
ぐ
れ、

板

し
た
が
っ
て、

B
の
汚
い
絹
本
や
紙
本
の
場
合、

原
画
と
映
像
の
大
小
は
相
対
的



に
無
視
し
う
る
程
度
で
あ
ろ
う。
市似
絵
な
ど
B
の
厚
い
場
合
は、
A
を
大
に
す
る

こ
と
に
よ
り、
大
小
比
を
相
対
的
に
小
さ
く
す
る
こ
と
は
で
き
る。

〔
彩
色
に
つ
い
て〕
彩
色
は
厚
塗
り
で
粕
散
で
あ
る。

し
か
し
色
数
は
朱

緑、
貰
を
中
心
に
し
て
す
く
な
く、
絵
師
の
配
慮
は、
色
調
に
つ
い
て
よ
り
色
彩

一冗
興
寺
極
楽
坊・
智
光
公
茶
縦
図
板
絵
の
X
線
調
査

の
組
合
せ
に
み
ら
れ
る。
そ
の
構
成
は
直
観
的
と
い
う
よ
り
幾
可
学
的
と
い
う
べ

き
で
あ
る。
た
と
え
ば、
宝
池
の
米
字
文
風
の
石
組
で、
朱
緑
二
彩
の
対
比
は、

石
組一
倒
の
内
部
に
お
い
て
も、
或
は
石
組
相
互
の
聞
に
お
い
て
も
厳
し
い
法
則

性
を
も
っ
て
保
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
量
制
は
総
じ
て
三
段
の
も
の
が
み
ら
れ
る

が、
と
く
に
中
尊
台
座
の
蓮
弁
で、
外
区
を
朱、
内
区
を
緑
に
す
る
四

段
門川
棚
が
X
線
写
真
で
確
認
さ
れ
た。
顔
料
で
は、
宝
池
中
の
蓮
華
化

船

生
章
子、
雨
上
の
童
子
に
み
え
る
黄
色
顔
料
が
注
立
さ
れ
た。
や
や
光

H
H
じ

hw－

沢
を
も
ち、
幾
分
褐
色
味
の
感
じ
ら
れ
る
そ
の
策
色
顔
料
は、
金
泥
や

伊

賀
土
と
質
感
を
具
に
す
る。
X
線
の
透
過
度
は
両
者
の
中
附
に
あ
り、

AWU
 
α

朱
よ
り
透
過
度
は
よ
い。
成
分
の
決
定
は
今
後
の
分
析
に
侠
た
ね
ば
な

錦

ら
な
い。
彩
色
技
法
に
つ
い
て
は、
そ
の
下
塗
り
が
注
目
さ
れ
る。
間

関

前
は
川市
漆
地
の
上
に、
そ
の
大
部
分、
と
く
に
緑
青
や
併
背
を
使
用
す

蹴
る
部
分
で
黄
土
の
下
塗
を
し
て
い
る。

接聞
に
黄
土
や
白
土
の
下
塗
を

州

行
う
技
法
は、
板
絵
に
つ
い
て
い
へ
ば、
法
界
寺
阿
弥
陀
堂
位
絵、
鳳

付

凪
掌
両
妻
壁
及
び
後
壁
裏
面、

大
報
思
寺
来
迎
壁
な
ど、

鎌
倉
時
代

行

日
川町
紀
の
作
例
が
知
ら
れ、

南
都
で
は
霊
山
寺
三
重
培、

永
仁
三
年

mzfth
 

綿
（
H

N
U印〉

の
薬
師
寺
板
絵
神
像
な
ど
回
世
紀
以
降
の
作
例
が
知
ら
れ
て

組
い
る。
智
光
盈
奈
羅
図
の
製
作
年
代
の
決
定
に
つ
い
て
勘
案
さ
れ
る
べ

制

き
点
で
あ
る。
そ
の
点
も
ふ
く
め、
こ
の
板
絵
の
彩
色
技
法
に
つ
い
て

板
は、
凶
子
扉
絵
の
諸
作
例
と
の
比
較
検
討
も
有
益
と
思
わ
れ
る。

第4図

>f
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旧
笠
山
竹

林
寺
所
説

ヨ玄
l=l

薩

立

地

蔵

昭
和
幼
年
度
中
に
行
っ
た
仏
像
納
入
文
A
り
調
査
研
究
の
う
ち 、
奈
良
県
桜
井

市
大
字
笠
（
旧
式
上
勝
上
郷
村
大
字
笠）
に
あ
る
旧
笠
山
竹
林
寺
所
蔵〈
現
在
村
管
理）

の
地
蔵
菩
薩
立
像
は
作
域
も
卓
れ 、
ま
た
像
内
に
五
点
の
納
入
文
占
を
奉
節
す
る

像
で 、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
像
の
性
絡
の一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
概
略
を

紹
介
す
る 。

（
荘
l
｝

ま
ず 、
像
は
像
高
2
尺
7
寸
3
分
の
木
造
彩
色
像
で 、
比
較
的
落
ち
つ
き
の
あ

る
秀
で
た
顔
や
倣
綻
の
な
い
衣
紋
の
彫
り
の
調
子
に
は 、
こ
れ
が
ほ
x
鎌
倉
中
則

頃
の
作
風
を
示
す
こ
と
が
知
れ
る 。
構
造
は
彫
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
頭
部
を
耳
の 像

主一〈

術

工

せ士
= 

研

.,t, 
71, 

12 

F』

主

前
後
に
て
矧
ぎ 、
こ
れ
を
胸
飾
り
辺
に
て
紘
部
に
矧
ぎ
つ
け
る 。
ま
た
本
淋
は
大

き
く
前
後
に
矧
ぐ
ほ
か 、
別
に
背
面
上
半
身
で
府
円
形
の
矧
ぎ
つ
け
を
施
す 。
さ

ら
に
左
右
両一
周一
を
別
に
矧
ぐ 。
彩
色
は
後
補
で
あ
る
が 、
後
記
の
納
入
文
乃
に
よ

っ
て
も
知
れ
る
通
り 、
こ
れ
は
延
宝
年
間
の
修
理
の
際
に
施
さ
れ
た
も
の
と
み
ら

れ
る 。
こ
れ
ら
は
組
雑
で
ま
た
波
厚
な
た
め
当
初
の
彩
色
は
殆
ど
認
め
難
い 。
欠

損
部
分
は
右
手
第
二 、
三 、

五
指
を
各
々
第
二
凶
節
部
分
か
ら 、

ま
た
左
手
第

二 、
三 、
四 、
五
指
を
第
て
第
二
凶
節
で
欠
く
ほ
か 、
両
足
先
も
矧
ぎ
め
で
離

脱
し 、
う
ち
左
足
先
端
部
分
を
欠
い
て
い
る 。

持
物
の
宝
珠
は
欠
失 、

ま
た

光

背 、
台
座
は
後
補
で
あ
る 。

次
に
納
入
文代い
は
頭
部
内
に
奉
寵
さ
れ
て
い
た
も
の
で 、
現
存
す
る
も
の
は
次

の
五
点
で
あ
る 。

一
、

結
縁
交
名
（
そ
の一
）

紙
本
塁
？

（
表日
川氏）

竹林寺地政菩薩立｛匁

学
英

党
遍

首，i 1図

有
忍」

豊
幸

J.l
1瓦

宣噂範
鹿 ヲ手三

長
進

良一
通

信 章
j白L俊

親
dし、

市立志

おt
一
尺
六
分

有
2字

厳真
克普

宴
信

良
玄

尭
］�｛ 

l,\{l光
春闘

おt横
名
門

識
別｜

腔
口

路
間叩い

三
寸
三
分

長
口

掌
信

盟
福

尋
賢

応
舜

範
恩

彦
栄

俊
l日

明
円

相手
長

弁－

t議

議
鏡

良
金事

降
金

仁
実



円

究

実

専

口
厳

善
心
、

氷
豪

円

包
1

願
酉」

鹿
児

明
舜

孝
舜

腔
俊

永
俊

（

押
カ
）

宗
俊

口
町民

良
玄

叩叫
成

教
弁

尼
阿
妙

（

舜
カ
）

重
口

尼
正
知泊

施
円

普
男

諸
阿
弥
陥
仏

（

弘
カ
）

点

引

普
門

貞円1Ti.
玄座禅

（

心

力
）

、
氷
口米

阿

良西

遍阿

)I阪
弁

）韮
妙

西

妙

聖
虫I.I

二 、

結
縁
交
名
（
そ
の
二〉

一
一紙

紙
木
銭
古

縦

一

尺
凶
分

杭

三
寸
五
座

〈

m
カ

）

玄」
州

立
弘
、

氷
心

劫
迅

延
円

勝
口

口
円

信
口

朝
弘

口
尊」

（

附
カ
）

栄
淳

門
宗

教
表

明
訴

実
家

口
口

力

顕

政

方
」

教
学、、

聖
印
ミ

禅
忍
ミ

順
仙川

順
的

（

持
カ
｝

家
姉
子

源
氏

口
口」

得
阿

源
氏
女

藤
原
女

信
阿

口
阿

阿
弥
陶
仏

忍
阿

恵
注

妙
阿」

（

和
カ

）

聖
心

唯
真

願
阿

信
阿

呑
阿

延
蓮

生
蓮」

（

女
カ
）

藤
原
口

藤
原
女

二 、

結
縁
交
名
（
そ
の
三）

紙
本
総一
怨

縦

一

尺
六
分

寺紙
五

分

も�i

旧
笠
山
竹
林
寺
所
蔵
地
球
諮問
一際
立
像

,Ji、
奴

山
縁

英
口

（

永
カ
｝

口
春

tth
阿

有
忍

同
阿
弥
随
仏

（
以
上
表）

（
以
上
裂）

盛
口

玄
忍

口
口

1,l¥i 
俊

普
門

、
氷
川治

（
7

、
）

（

和

カ
｝

女
幡
踏

口

口
阿

口
阿

得
阿

源
氏

阿
弥
施
仏

〈

米
カ
V

本
仏一
初

先
心
ミ

心
地
主

口
阿

（

削円

カ
）

安
阿

弁
阿

瓦
口

口
阿

善
阿

前
阿

経
州

地仰
阿

信
阿

蓮
妙
房

辿
阿

見
阿

回
連一
加

問
念
ミ

四
阿

口
阿

酉
阿

西
阿

ゆ
阿

智
性一
勿」

木
阿

波
阿

大
阿

注
阿

経
阿

連
阿

勝
阿

其
阿

妙
法
扉

阿

道
阿

蓮
正一
民

尼
阿
弥
陥

恒
阿

連
阿

鋭
阿」

｛

阿

カ
）

妙
蓮

如
阿

信
阿

一
口

藤
原
姉
子

一
阿

父
阿

成
阿

成
阿

（

妙

カ
｝

口
阿

浄
阿

一
阿

浄
阿

御
阿

念
阿

延
命」

回
連一
男

述
阿

藤
原
中
子

専
阿

生
蓮一
民

諸
阿

西
念一
m

専
阿

（

姉
カ

｝

大
中
一位
仲
子

浄
忠一
周

普
阿

山川
治
姉
子

藤
原
口
子

藤
原
姉
子

藤

原
姉
子

弥
阿」

〈

仏
力
）
（

mM
カ
）

門
ょ

に

氏
】

金
運
日

口
口

藤
原
姉
子

論
阿

見
阿

藤
原一
子

繁
野
姉
子

｛

戊
カ

｝

（

気
力
〉
（

主

力
）

大
口
氏

善
阿

和
口
口
子

土
佐
権
守

宇
治
姉
子

藤
原
仲
子

笠

姉
子

大
阿

禍
仲
子」

生
阿

藤
原
姉
子

心
阿

信
阿

藤
原
氏

念
阿

蓮
阿

南
到
来
日

〈

得
力
）

口
阿

浄
速一
民

禅
妙
ミ

正
阿

勝
阿

尼
真
如

見
阿

観
阿」

（

出品
カ
）
（

獲
カ
｝

（

俊
カ
）

’

口

口
房

党
阿

尼
即
阿

狛
口
口

勢
阿

妙
阿

信
阿

口
阿」

西｛本
阿附

行ハ
阿

信
阿」

口
阿

四
阿

顕

阿
念
仏
ミ経

問 、

過
去
者
交
名

一
紙

紙
本
盛
包

縦

九
寸
五
分

横

八
寸
二
分

過
去
尼
仏
妙

過
去
成
誉

過
去
成
仁

過
去
普
縁

過
去
俊
兼

過
去
法
花

過
去
弘
詮

過
去
春
命

過
去
経
妙

過
去
尭
仁

尼
法
心

藤
原
氏

僧
成
俊

僧
範
成

春
女

長
寿

徳
寿

（

例町
｝

抱
石
丸

的
使
俊

法
界
衆
生

成
阿
弥
胞
仏

過
去
口
妙
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但
馬
女

過
去
僧
善

過
去
色

過
去
宗
観

過
去
長
一舟

過
去
国
安

過
去
女

過
去
大
屋
軍士口

過
去
カ
イ
ト
ツ
カ

日
光

過
去
光
阿
弥
随
仏

僧
教
信

過
去
尊
信

過
去
永
尊

過
去
輿
賢

過
去
尭
弁

過
去
徳
阿
弥

過
去
万
光

過
去
万
歳

過
去
筒
成

（

作
カ
）

過
去
弥
助一
房

過
去
蓮
口
一房一

福
寿
女

過
去
仏
妙

過
去
唯一

過
去
忠

一成

父

譲

過
去
観
能

松
女

館
女

過
去
安寸
法
口

政
万

又
過
去

われず

偲
王

四
郎

過
去
ツ
ロ
シ
ヨ

延
命
女

僧
重
俊

自
然

的
弁
右

過
去
母

過
去
五
郎
昂

過
去
実
行

過
去
尊
願

過
去
尊
阿
弥

過
去
行
実

五 、

再
興
願
文

紙
本
選
出

尺一

号紙

Wi 

二

寸

七

分

縦

〔

八

カ
）
（

山肌
）

（
一
一

月

H
）

延
宝
口

町
年
口
口
六
日
仏
師
北
京
［川

〔

知

力
｝

大
仏
前
口
口
尉

奉
再
創刊
地
球
尊

笠
竹
林
寺
現
住
日
繁
之

i
h仏

次
肝
煎
ハ

－｛心
者
老
師
秀
繁一
間川
忌
追
普

l

京
室
町

口
宗
尊

山川
繁
由
緒
故

以
上
に

よ

っ
て
は
い
わ
ゆ

る

造
像
記

の

類
は
認
め
ら
れ
ず 、

し
た
が
っ
て
こ

の

像

の

造
立
時
期
を
は
じ
め
願
主 、

施
主
は
も
と

よ

り
作
者
や
造
立
立
図
に
つ
い
て

も
確
か
め
ら
れ
な

い

。

し
か
し 、

概
観
す

る

と
こ
ろ 、
こ
れ
ら
ω
包
名
に
及
ぶ
交

名
は
像

の

造
立
に
当
っ
て
関
係
し
た
い
わ
ゆ

る

結
縁
僧
俗

の

交
名
と
み
ら
れ 、
こ

14 

｛点）

結縁交名（そのl）竹林寺11� 2図
mi 

れ
ら

の

検
討
如
何
に

よ

っ
て
は
像

の

造
立
時
期
や
結
縁
者

の

性
絡
が
切
ら
か
と
な

る

可
能
性
が
あ

る

。

そ
こ
で 、
こ
れ
ま
で
に
概
略
検
討
し
た
交
名
者
を
示
す
と
以

下

の

よ

う
に
な

る

。

良'.fi'.0党有純

j扇皮i函I咋宗

学正 西 西 間

ii 
ブミ

z寺
’irl ャ

係
料
関資五申長

七一 ー一
� Ji 

五O 五六
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,\ 
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四
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正
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威信発
心
房

過
去

叫品川

縁

西
大
寺
有
思
過
去
帳三江一

回
大
寺
有
思
過
去
帳三
円九

西
大
守
有
思
過
去
帳＝
τ九
六

授
菩
磁
波
弟
子
交
名

ー
ミar
z
iH凶
長
良三五
江

E4
ノd
Z4v
．
‘1
2
1
回

総｝！字

西
大
寺
有
思
過
去
似三五
六

学
正
記（
滋似二－一
二・一
八）

行
突
年
前
京
納ニ・一
・
下｝

綬
菩
磁
戒
弟
子
交
名

授

苔磁
戒
弟
子
交
名

西
大
オザ
四
国
目
録

（正
又一正・
九・
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一
大
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E
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E
叩
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別
w
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d
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的
正
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円一小川
術
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範
門
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削
弁
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f
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《可発
円心

It.

F
K

古
お

仏
師
必
門

延
｜工l

（
凶
的一
m
合
力
奉
加
帳〉

学
一化
記
（
時
円）

）！�： It,
19 ��

·L·、

こ
れ
に
よ
っ
て
は
も
と
よ
り
多
く
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が 、
ハ門
興
福
寺
の

向
的
と
み
ら
れ
る
範
宗 、
党
一泊 、

胞
内
の
名
が
認
め
ら
れ
る
こ
と 、
同一
部
に
西

大
寺
叙
噂
と
関
係
を
も
っ
僧
が
含
ま
れ
る
こ
と
（
例 、
「
西
大
寺
有
恩
過
去
帳」
分）

同
同
じ
く
四
大
寺
叡
尊
の
建
長
前
後
頃
の
弟
子
僧
が
関
係
し
て
い
る
こ
と 、
さ
ら

に
興
味
深
い
の
は 、
帥
専
菌 、
詑
信
な
ど
数
名
の
僧
尼
が
揃
っ
て
仏
師
普
門
作
十

旧
笠
山
竹
林

寺所
蔵
地
球
菩
薩
立
像

〈

注2
）

〈

仲町

3
）

一
間
観立
H

立
像
（
東
京
風
倒
山地
所
政）
と
地
蔵
菩
薩
立
像
（
点
京
間刑
U
氏
政〉
の
結
縁

関
係
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る 。
い
ま 、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
像
の
制
作
時
則
を
求
め

る
と 、

良
遍
を
生
駒
上
入
信
願
と
み
る
な
ら
ば
建
長
凹
年
（一
二
五
二）

八
月
二

（
註
4
）

十
八
日
以
前
に
測
り 、
ま
た
普
縁
が
過
去
者
と
な
り
得
る
承
久
三
年
（一一一一一一一
）

以
降
に
限
定
さ
れ
る 。

ま
た
結
縁
者
の
性
絡
を
右
の
一
覧
に
よ
っ
て
み
る
な
ら

ば 、
こ
の
附
則
の
山内
福
寺
的
を
は
じ
め 、

凶
大
寺
淑

訴が
有
思
者
と
す
る
伯
（
多

く
は
山内
一悩
寺
的
か）
か
ら
．願
西 、
玄
忍
な
ど
奴
時
の
比
較
的
早
い
時
期
の
授
菩
薩
戒

者
に
及
ん
で
い
て 、
こ
れ
ら
に
は
い
わ
ば
興
福
寺
か
ら
西
大
寺
叡
噂
に
関
係
す
る

か
な
り
広
範
聞
な
結
縁
集
団
が
必
定
で
き
る 。
殊
に
帥
に
み
ら
れ
る
尊
民 、
立
信

な
ど
の
僧
尼
交
名
の
符
合
に
よ
っ
て
は 、
「
普
円」
を
仏
師
普
円
と
す
る
可
能
性

も
少
く
な
い 。
と
す
る
と 、
直
ち
に
本
像
の
作
者
を
普
円
に
比
定
で
き
な
い
に
し

ろ 、
少
く
と
も
こ
の
則
の
普
円
と
そ
の
結
縁
衆
僧
と
の
関
係
を
知
る一
資
料
と
な

り 、
ひ
い
て
は
聞
大
寺
叡
切
と
普
円
と
の
知
遇
凶
係
を
競
う
こ
と
も
で
き
る 。
こ

れ
ら
の
詳
細
は
今
後
の
検
討
に
侠
た
ね
ば
な
ら
な
い
が 、
い
ず
れ
に
し
ろ
興
味
深

い
資
料
と
い
え
よ
う 。

な
お 、
笠
山
竹
林
寺
は
古
く
は
良
弁
伝
説
を
伝
え
る
古
利
で
あ
る
が
沿
革
の
詳

細
は
わ
か
ら
な
い 。
し
か
し 、
中
世
以
降
は
西
大
寺
の
末
寺
と
し
て
維
新
の
廃
」寸

（
訓5
）

に
至
る
ま
で
法
灯
を
継
い
で
い
た 。
こ
L
に
上
記
の
納
入
文
川
を
も
っ
木
像
が
泣

る
こ
と
は
な
お
並
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ・乙
で
あ
る 。

（
長
谷
川

誠

）1（

一
証髪

際
日
ニ
尺
六
寸

玖
HK
四
寸
九
分

而
長一一一
寸
六
分

而
奥
三
寸
八
分

府
師
七
寸
七
分

将
張
八
寸
九
分

久
野

他
「
大
仏

側普
門
と
そ
の
作
品」
（

『美
術
研
究』
二
四
O
号〉

前
借
詰
伺
参
照

『
抑
制民
千
歳
伝
記』
に
よ
る
と
良
泌
の
残
年
は
建
長
四
年
八
月
二
十
八
日
と
あ
る ・

『
西
大
寺
末
寺
帳』
（
明
徳
二
年
九
月
二
十
八
日
出
改）

、
『
回
大
寺
集
会
引
付』

『
西
大
寺
日
お』
（
江
戸
時
代）
等
に
頻
出
す
る 。

J.P. 

而
胸
三
寸
二
分

(5）十1) (3) (2) 
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奈
良
国
立
文
化
財

研究
所
年
報

舞

鶴

地

区

美

術

工

芸

調

査

の

先
年、
舞
鶴
市
教
育
委
員
会
よ
り
調
査
依
願
を
う
け、
舞
鶴
地
区
の
文
化
財
調

査
を
し
た
が、
そ
の
時
は
寺
院
の
所
蔵
品
ば
か
り
を
調
査
の
対
象
と
し
た。
そ
の

ご、
個
人
の
方
か
ら
寺
院
に
闘
係
あ
る
も
の
で、
こ
の
地
区
に
深
い
関
係
を
も
つ

も
の
が
あ
る
の
で
調
査
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
が、
機
会
を

つ
く
り
調
査
に
行
き、
調
査
し
た
も
の
の
一
つ
に
七
宝
製
の
呑
炉
が
あ
る。

純
手
呑
炉

一
法

制舛
飢
市

井
上
金
次
郎
氏
政

七
宝

高
さ

七
・
二
腹

口
径

八
・
O
鰹

胴
張

八
・
六
魁

こ
の
香
炉
は
早
く
か
ら
「
縄
手
香
炉」
と
呼
ば
れ、
著
名
で
あ
っ
た
が、
所
在

が
判
明
し
な
い
た
め、

ま
す
ま
す
識
者
間
に
お
い
て
は
探
求
さ
れ
て
い
た
と
聞

く。
今
回、
所
蔵
者
の
井
上
氏
の
御
一保
立
に
よ
り
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た。

こ
の
七
宝
製
香
炉
は、

持
つ
と
こ
ろ
が
銅
で
縄
状
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め

「
縄
手」
の
名
称
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
が、
銅
製
で
全
面
に
七
宝
で
小
草
花

文
様
を
表
わ
し
て
い
る。
七
宝
と
い
う
の
は、
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
金
属
被
面

を
政
側
質
の
刷
諜
で
装
飾
加
工
し
た
も
の
で、
七
宝
と
い
う
名
称
は
わ
が
国
で
称

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が、
作
品
名
が
文
献
に
み
ら
れ
る
の
は
室
町
時
代
か
ら
で

あ
ろ
う。

七
宝
に
は
技
術
の
上
か
ら
み
る
と、
金
属
の
細
川棋
で
文
同僚
を
あ
ら
は
し
刷
業
を

16 
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t桁

充
填
し
た
七
宝
独
得
の
有
線
七
宝、
金
属
川町軌
を
全
然
焼
込
ま
な
い
無
線
七
宝、
素

地
に
彫
刻
し
透
明
な
制
薬
で
覆
っ
て
文
同僚
が
透
視
で
き
る
透
明
七
宝、
そ
の
他
透

胎
七
宝、
省
胎
七
宝
な
ど
が
あ
る。
そ
し
て
胎
に
は
銅、
瓦
鋭、

鉄、

陶
磁、

金、
銀
が
用
い
ら
れ
た。

七
宝
の
製
法
は
西
方
に
は
じ
め
ら
れ
て
中
国
に
入
り、
そ
し
て
わ
が
国
に
渡
来

さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る。
わ
が
国
で
は
古
く
古
墳
か
ら
絡
の
金
具
に
七
宝

を
施
し
た
も
の
が
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が、
七
宝
と
し
て
立
派
な
作
品

は
な
ん
と
い
っ
て
も
正
倉
院
の
「
黄
金
瑠
璃
釧
脊
十
二
綾
鏡」
で
あ
ろ
う。
七
宝

の
製口川
に
つ
い
て
は
典
鋳
司
で
そ
の
製
作
が
行
わ
れ
た
と
の
説
も
あ
る
が
明
ら
か

で
な
い。
わ
が
国
で
七
宝
の
記
録
が
み
ら
れ
る
の
は、
足
利
八
代
将
軍
義
政
の
同

朋
衆
で
あ
っ
た
相
阿
弥
が
編
し
た
「
君
台
観
左
右
憾
記」
に
「
七
宝・
瑠
璃」
と

あ
り、
同
じ
く
相
阿
弥
の
「
御
飾
記」
に
七
宝
瑠
璃
の
火
鉢、
火
箸
の
記
事
が
み

ら
れ
る
が、
こ
れ
が
最
初
の
も
の
で
は
あ
る・
ま
い
か。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
当
時

の
唐
物
愛
好
の
思
怨
か
ら
し
て、
明
貿
易
に
よ
っ
て
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う。

七
宝
の
作
品
が
確
実
に
わ
が
国
で
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、
そ
の
追白川
も
み

ら
れ
る
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は、

桂
離
宮
月
波
楼
に
あ
る
僚
の
桟
の
梓
形
引
手、
同
じ
く
松
琴
亭
襖
の
燦
螺
形
引
手



に
施
さ
れ
て
い
る
七
宝
は
製
作
も
早
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る。

こ
の
縄
手
七
宝
香
炉
は
日
木
製
か
ど
う
か。

有
線
七
宝
と
称
す
べ
き
作
品
で
あ

る
が、

日
本
製
で
は
な
く 、

桃
山
時
代
に
お
そ
ら
く
南
蛮
貿
易
に
よ
っ
て
輸
入
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

香
炉
の
蓋
は
な
い
が、

銅
製
の
縄
状
の
担
り
が
力
強
く
つ

く
ら
れ
て、

全
体
の
色
調
に
一
つ
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
与
え
て
い
る。

胴
全
而
は
淡

い
青
色
で 、

そ
の
中
に
小
さ
い
花
を
唐
草
夙
に
表
わ
し
て
い
る
が、

花
の
弁
に
は

白 、

朱 、

紺
の
三
色 、

花
蕊
は
紺
で
あ
ら
わ
す 。

草
花
の
葉
は
白 、

淡
背 ．

紺
色

の
三
色
を
用
い
て
い
る
が、

こ
の
配
色
は
ま
こ
と
に
美
し
い。

七
宝
の
技
術
は
必

ず
し
も
秀
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が、

淡
青
地
に
可
憐
な
草
花
を
白 、

ル木 、

紺 、

淡
い
青
色
で
情
調
的
に
表
現
し
て
い
る
作
風
は 、

観
る
人
を
こ
よ
な
く
引
き

つ
け
て
ゆ
く 。

充
損
さ
れ
た
刷
業
は
不
透
明
で
あ
る
が、

そ
れ
だ
け
に
淡
青
地
に

し
っ
く
り
と
と
け
あ
っ
て
一
種
の
静
寂
感
を
表
出
し
て
い
る。

花
弁
や
業
に
用
い

ら
れ
て
い
る
紺
色
は 、

い

わ
ゆ
る
ベ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル

ー
的
な
色
調
で
あ
り
文
隙

純 手 寄 炉

う魅 の 椛
。 力製liX:

あ 品 な
る と ど
f'I= ！目、 か
,fr，オつ ら
と れ み
い る て
え が 南
よ 、 ブ7

」
の
香
炉
は
田
辺
（
妹
紛

市〉

城
主
細
川
幽
斉
の
愛

用
品
で
あ
っ
た ο

幽
斉
は

和
漢
の
学
に
通
じ 、

こ
と

旅
館
地
区
の
美
術
工
芸
調
査

に
歌
道
に
す
ぐ

れ
古
今
伝
授 、

源
氏
物
語
の
奥
義
を
う
け
た
文
武
兼
仰
の
人
で
あ

る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
著
名
で
あ
る。

彼
は
こ
の
香
炉
を
彼
が
帰
依
し
て
い
た
青

葉
山
松
尾
寺
に
訴
逃
し
た
が、

何
時
の
頃
か
奇
か
ら
散
逸
し
て
し
ま
っ
た 。
こ
の

香
炉
が
幽
斉
の
所
有
に
な
る
に
つ
い
て、

こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
伝
え
ら
れ
て

い
る。
こ
の
香
炉
は
も
と
も
と
石
間
三
成
が
愛
蔵
し
て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

る。

現
在
も
そ
の
香
炉
を
納
め
る
箱
は
薩
摩
杉
箱
で 、

蓋
と’
身
の
合
せ
に
「
石

田」
の
焼
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が、

三
成
所
有
の
い
い
伝
え
を
諮
る
一
つ
の
資
料

で
も
あ
ろ
う 。

石
田
三
成
は
秀
吉
没
後 、

徳
川
家
康
の
行
動
に
反
感
を
も
ち 、

大
谷士口
縦 、

安

国
土寸
恵
理
等
と
謀
議
の
結
果 、

家
康
打
倒
の
挙
兵
の
計
画
を
た
て、

家
康
の
非
状

十
三
カ
条
を
数
え
あ
げ
家
康
に
送
る
と
と
も
に 、

諸
大
名
に
も
送
っ
て
そ
の
参
加

を
求
め
た 。

慶
長
五
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る。

天
下
分
け
目
の
関
ケ
原
戦
の
前
提

と
な
る
も
の
で
あ
る
が、

三
成
の
誘
い
に
応
じ
た
諸
大
名
は
毛
利
師
元
を
は
じ

め 、

そ
の
多
く
は
関
凶
の
諸
侠
で
あ
っ
た 。

細
川
幽
斉
は
西
箪
の
勢
力
闘
内
に
あ

っ
た
が
三
成
の
誘
い
に
応
ぜ
ず 、

彼
の
閏
辺
域
は
ん米
軍
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る。

院
長
五
年
七
月
二
十
日
か
ら
丹
波 ．

但
馬
の
諸
侯
に
よ
っ
て
問
辺
城
は

攻
撃
を
う
け 、

五
十
日
間
包
聞
攻
撃
さ
れ
た
が
陥
落
し
な
か
っ
た
u

三
成
と
し
て

は
細
川
幽
斉
を
ど
う
し
て
も
四
軍
に
引
き
入
れ
た
か
っ
た
の
で
あ
る。

そ
の
一
つ

の
手
段
と
し
て
こ
の
珍
し
い
七
宝
香
炉
を
幽
斉
に
贈
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が 、

も
ち
ろ
ん 、

問
辺
城
攻
撃
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う 。

当
附
と
し
て
は
こ
の

七
宝
製
の
作
品
は
伯
救
品
で
珍
貨
な
も
の
で
あ
り 、

幽
斉
も
大
切
に
取
扱
っ
て
い

た
と
忠
わ
れ
る。

三
成
が
こ
の
よ
う
な
香
炉
を
入
手
し
得
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
っ
た 。

三
成
は
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天
正
十
四
年
か
ら
十
六
年
の
末
ま
で
排
の
奉
行
を
つ
と
め
て
い
る 。
当
時
の
携
は

南
蛮
貿
易
港
と
し
て
繁
栄
を
誇
り 、

珍
し
い
外
国口問
も
多
く

輸
入
さ
れ
諸
侯
達
の

求
め
に
応
じ
て
い
た 。
騒
然
た
る
世
情
を
よ
そ
に
文
化
が
栄
え 、
茶
の
湯
も
今
井

宗
久
や
津
田
宗
及
た
ち
の
茶
人
に
よ
っ
て
盛
行
し
て
い
た
時
で
あ
る 。
三
成
だ
け

で
な
く 、

三
成
の
父
正
継
は
三
成
の
代
官
と
し
て
排
奉
行
の
政
務
を
み 、
ま
た 、

兄
正
澄
も
文
禄
二
年
よ
り

慶
長
四
年
ま
で
排
の
奉
行
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら

し
て 、
三
成
が
こ
の
よ
う
な
呑
炉
を
入
手
す
る
こ
と
は
い
と
た
や
す
い
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う 。
才
智
に
す
ぐ
れ
て
い
た
三
成
が
ど
ん
な
意
図
が
あ
っ
た
に
し
ろ 、
当

時
に
お
い
て
は
珍
し
い
七
宝
製
の
香
炉
を
幽
斉
に
贈
っ
た
こ
と
は
幽
斉
の
趣
好
を

知
っ
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る 。
関
ケ
原
の
戦
い
に
敗
れ
た
三
成
は 、
そ
の
六
日

目
に
捕
え
ら
れ
慶
長
五
年
十
月一
日
に
処
刑
さ
れ
た 。
幽
斉
は
三
成
の
冥
福
を
祈

る
窓
味
も
あ
っ
て
か 、
こ
の
香
炉
を
松
尾
寺
に
寄
進
し
た
の
で
あ
ろ
う 。

こ
の
香
炉
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
と
も
か
く 、
こ
の
作
品
は
わ
が
国
の
七
宝
工
芸

史
上
貴
重
な
資
料
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い 。

（
守

国

/,\.. 
�、

夫

（

7
頁
よ
り）

闘
伽
井
屋
に
は
修
二
会
期
間
中
三
十
七
本
の
隣
を
と
り
つ
け
る
が 、
こ
れ
は
蘇
悉
地

潟
酬明
経・
縦
択
処口問
に
説
く
樹
木
に
よ
る
三
十
七
勝
処
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

森
滋
若
「
中
世
庭
園
文
化
史」
｜

大
衆
院
庭
凶
の
研

究｜
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

学
報
第
六
附
昭
和
白
年
2
月
古
川
弘
文
館
刊 ．

小
林
剛
博
士
編
「
西
大
寺
畑刑
務
伝
記
集
成」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
第
二
m

昭
和
訓
年
3
月
大
谷
出
版
社
刊 ・

経
典
に
よ
る
と
比
丘
文
は
比
丘
尼
が
住
し
て
非
な
き
地
を
浄
地 、
そ
の
地
を
山川
浄
と

す
る
の
を
結
界
と
い
う ・
浄
住
と
は
結
旧介
し
た
ゆ
地
に
住
す
る
姿
で
あ
る ・

刊紙
悉
地
経
に
よ
る
と
勝
処
の
結
界
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
述
得
成
就
す
る
と
い
う
こ

と
か
ら 、
結
界
に
よ
る
浄
地
と
し
て
こ
の
寺
名
を
冠
し
た
と
思
わ
れ
る 。

森
滋
箸
「
称
名
寺
の
建
築
と
庭
園」
建
築
史
第
6
巻
第
4
号
昭
和
問
年
7
月
建
築
史

研

究会
刊 。

北
AmsH
顕
はムハ
波
即位
探
聞泌
を
経
て
執
椛
と
な
り
金
沢
称
名
寺
の
最
感
期
を
現
出
し

た 。
長
期
京
都
に
滞
在
し
公
家
と
交
際
し 、
文
学
に士心
し
た ・
正
使
2
年－
c
a
e
3

月
の
円
覚
経
二
巻
や
柁
元
2
年（戸ωOM）
校
合
の
日
記
「
た
ま
き
は
る」
一
帖
な
ど
も

彼
の
怨
に
よ
る ・

勝
尾
寺
文
告
は
昭
和
6
年
大
阪
府 、

昭
和
お
年
8
月
史
跡
美
術
同
巧
会 。

6 7 8 9 10 11 12 13 

「
史
述
と
美
術」
は
第
UA
艇
の
7（
第ω
ミ
号〉
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苦
刀口
提

IF
4Z3ふ 恥uu

zr
u川官民

→ヰ
百VR

大
般
若
経
巻
第
六
百
(
春
日
若
宮
経)
に
つ
い
て

歴
史
研
究
室・
古
文
書

お
年
度
よ
り
の
継
続
と
し
て、

昨
年
度
も
唐
招
提
寺
聖
教
・
経
巻
頭
の
調
査
を

行
な
っ
た。

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
最
近
同
寺
の
所
蔵
に
な
っ
た
大
般
若
経
巻
第

六
百
1
巻
に
つ
い
て
で
あ
る。

ま
ず
本
巻
の
体
裁
・
奥
古
全
文
を
掲
げ
る。

紙
本
m由一
巾一u

料
紙
黄
緒
紙

巻
子
本
(
も
と
折
本、

巻
子
本
に
改
装
さ
れ
た
の

は
最
近
で
あ
る)

凹世
界
線

表
紙
・

刷
新
補
(
改
装
附)

巻
首
尾
に
「
春
日

若
宮
社」
の
匙
告
が
あ
る。

奥
書
中
「
廻
向
貴
賎
措
交
名」
8
行
自
の
次

に
3
行
分
の
別
紙
を
継
ぎ、

-
行
を
補
入
す
る
も
2
行
分
は
余
白
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る。

縦∞ω・
吋
佃

全
長
∞
2・
0
叩

紙
数
却
枚

界
高N0・
印

凹
界
巾同・
由
JM・
c
m

一

一紘
長問。
ム
叩
〈
お
行〉

(
奥
山由)仁

治
三
年
八
月
十
コ
百
於
春
日
若
宮
御
前

話
写
了

尼
浄
阿

一
交
了

(以下別涼)廻向
先
賊
輩

(

紙

継

目

)

E

一
部
転
読
後
必
可
被
廻
向

春
花
門
院

季
行
卿

権
律
師
玄
季

法
印
定
釆

尼
浄
党

尼
刑
部
卿
局

阿権八
|羽少条
梨{曽女・
1京都院朗覚

乗

大
般
若
経
巻
第
六
百
(
春
日
若
宮
経〉

に
つ
い
て

尼
覚
阿

僧
党
心

尼
妙
阿
弥
陀
仏

尼
党
心

尼
菩
提

尼
性
阿

(
又
別
活)

僧
禅
範

「
権
少

僧
都
定
厳
」

(

紙

継

目

)

:

-

j

i

-

-

・

:

へ

似

肝

=

何

ゆ

J

〆日Z相-z
hH
7く

(又別市}

「
宜
秋
門
院

准
后
」

尼
信
阿
弥
陀
仏

尼
瓦
如

尼
性
信

尼
母
阿
弥
陀
仏

八
条
左
大
臣
殿

禅
定
殴
下

権
僧
正
党
遍

乗
仁
得
業

的
真
道

僧
隆
実

僧
蓮
信

僧
党
厳

的
実
賢

尼
浄
智

-

ハ

紙

継

目

)

大
来
院
僧
正
御一房一

権
少
僧

都
市
来

僧
隆
釆

僧
静
専

僧
忍
笑

伯
鹿
俊

伯
明
思

僧
行
蓮

大
乗
院
僧
都
御
一房

総
少
僧

都
良
専

向ヨ
ルM子
仔h

rHH
巾切符aA号A

僧
肱
円

僧
道
観

僧
行
手

僧
願
応

伯
信
西
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二
隙
御
方

尼
二
条
周

尼
開
蓮

尼
顕
性

尼
刑
部
卿
局

尼
兵
術
佐
局

尼
生
蓮

女

高

辻

局

(泊市)

女

的

「

女

良

必
」

経

師
塗
師

(迫事)

「

栄

実

'K

冷

山氷

雨

尼

浄

戒

尼
蓮
其

尼
薬
阿
弥
陀
仏

厄

浄

真

尼
勢
阿
弥
陀
仏

尼
信
遊

女
一

如

女
性
阿
弥
陀
仏

仏
師

銅

刺
工

的

忍

舜
」

乃
至
法
界
平
等
利
益

い応

空

如

尼
慈
普

尼
専
念

尼

明

心

尼

苦

心

尼
成
仏

尼
悟
入

女

但

陪刷

局

(泊市内}

「

女

弥

口
」

番

匠

〈迫準}
「

承

仕

観

阿
」

本

巻
は

巻

首

尾
の

「

春
日

若

宮

社
」

の

選

H心
か

ら

も

明

ら
か

な
よ

う

に
、

春
日

若

宮

祉
に

あ
っ

た

大

般

若

経
の

中
の
一

巻
で

あ
る

。

こ

の

大

般

若

経
は

全

80
巻
中
20
巻
ま
で
は 、
そ
れ
を
納
め
た
春
日

附
子
と
共
に 、
現
在
削似
洋
美
術
飢

に

蔵

さ

れ

て

い

る
u

本

巻
に

お

い

て

は

巻

首

尾
に

「

者
n

若

宮

社
」

の

盤

乃
が

あ

も

と

る
が 、
恨
博
美
術
館
の
分
は
同
文
の
黒
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
点
が
興
っ
て
い
る 。

ま

た

各

巻
い

ず

れ
に

も
、

奥
に

尼

伶

阿

川

写

奥

川
が

加

え

ら

れ

て

い

る

が
、

狼

津

美

術
館
所
践
の

巻
に

は

巻

第

80
に

あ

る

よ
う
な

凶
向
抗
賊
輩
交
名
(
以
下
「
交
取引」

と
略
祢
す
る
〉

は

見

ら

れ

な
い

。

現

存

諸

巻
の

中 、

巻

第
3

に

は

党

苔

元

年
(
]
M
M
U
)

4

月

幻

日

占

写

奥

占 、

出
。
。
。
に

は

仁

治
3

年

公
営
M
〉

8

月
四

日

川

写

拠

川
が

あ
り

、

本

経
は

約
四

年
5

ヶ

月
の

年

月

を

貸
し

て

尼

浄

阿
が
一

筆

A

写
し

た

こ

と
が

知

ら

れ

る
。

全

巻
代日

写

終
了
後
の
仁
治
3

年
末
頃 、
別
人
の
手
に
よ
り
二
度
に
わ
た
っ
て
校
合
が
加
え
ら

{注1)

れ
た 。
か
く
し
て
伶
阿
は
本
経
を
春
日
若
宮
祉に
務
納
し
た
が 、
翌
犯
元
元
年
叩

月

本

経

を

毎

日

3

巻

転

読

す
る

た
め

の

供

料

と

し

て
大

和

国

椛

木

庄

な

ら
び

に

伊

保

戸

水

聞

を

寄

進
し

た
。

大

般

若

経

書

写
な

ら
び

に

所

領

容

進
の

動

機
に
つ

い

て

は
悶
子
に
陰
刻
さ
れ
た
寛
元
元
年
刊
月
日
尼
浄
阿
寄
進
願
文・
同
寄
進
所
領
坪
付

注
文
に
よ
っ
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
が 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ほ
に
よ
く

知

(政2)

ら

れ

て

い

る

と
こ

ろ

で

あ

る
。

こ
こ
で
は
「
交
名」
を
中
心
に
し
て
述べ
る
こ
とに
す
る
が 、
そ
の
手
懸
り
と

し
て
浄
阿
が
寄
進
し
た
所
領
の
伝
領
凶
係
を
取
上
げ
た
い 。
椎
木
庄
は
季
行
卿
|

子
息
北
小
路
女 .
M
|

妹
六
条
局
(
法
名立
阿〉
|

艇
尼
浄
阿
と
伝
領
さ
れ 、

ま
た

伊
保
戸
水

旧
は

尖
脱
|
尼
真
如
|

尼
浄

阿
と

伝
え

ら

れ
た 。
挙
行

卿
は
藤
原
道
綱

の

お問 、

協

傍

流
で

あ
る

。

こ

の

厨

子

銘

文
に

よ

れ
ば

季

行
は

少

く

と

も
二

人
の

女

子
を
持
っ

て
い

た

こ

と
に
な

る

が
、

噂
卑
分
脈
に
は
彼
の

女

子
は
見
え
て
い

な

い
。

但

し

定

行
(

季行
係
・

能
季
子〉

の

上
に

は

「

結
以

下

皆

定

能

舎

弟

也

云
々
」

と

誌

記
が

あ
り

、

定

行
・

党

来
・

玄

季
・

女

子
〈
九
条
良川
辿
・
・

μ
経
ほ
)

の

四

人

を

季

行
の

子
と

す

る

説
の

あ
る

こ

と

を

示

し

て

い

る
。

中
で

も
こ

の

女

千
は

同

じ

時

卑
分
脈
で
も
九
条
良一必
の
項
で
は
姿
行
女
と
し
て
い
る 。
さ
ら
に
室
町
時
代
初
期

(注3)

に

成

立

し

た

と

見

ら

れ

る

仁

和

寺

本

系

図
は

季

行

「
と

し

て

能

季
の

次
に

定

行
・

玄

季
・

女
子
(
後
法
性
寺
北
政
所)
の

三
人

を
掲
げ
て
い
る 。

定
行
以
下
は
季
行
の
子
と
考
うべ
き
で
あ
る 。

」
う
し
た
こ
と
か
ら

巻ー

で

は

こ

の

ハ
九
条
兼
実
妻 、

良戸
地
・

良
経
母
)

と
北
小
路

「
後
法
性
寺
北
政
所」
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女一ω・
六
条
局
と
の
関
係
は
と
う
で
あ
ろ
う
か 。
六
条
烏
は
「
宜
秋
川
院
女
房」

で
あ
る
か
ら
後
法
性
寺
北
政
所
と
は
別
人
で
あ
る ο
或
は
北
小
路
女 .
M
と
は
こ
の

北
政
所
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が 、
な
お
検
討
を
加
え
た
い 。

次
に
こ
の
大
般
若
経
を
刀
写
寄
進
し
た
尼
浄
阿
に
つ
い
て
述べ
る d
山内
阿
は
六

条
局
の
姪
で
あ
る
か
ら
季
行
の
孫
に
当
る 。
彼
女
は
寄
進
願
文
の
中
で
「
乞
願
奉

始
務
花
川
院 、
党
阿・
浄
阿・
真
如
等
施
主
乃
至
結
縁
刷
出
之
輩
為
先」
と
特
に

お廿
禁
門
院
の
名
を
挙
げ
て
お
り 、
官
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。

あ
る
い
は
浄
附
は
も
と
春
禁
門
院
女 .
M
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
し
か
し

祢
卑
分
脈
中
に
は
そ
れ
と
指
定
し
う
る
女
チ
は
見
当
ら
ず 、
季
行
子
息
小
誰
の
女

子
な
の
か
は
定
め
難
い 。

巻
潟
六
百
奥行 一日
の
「
交
名」
中 、

る 。

出
自
の
知
ら
れ
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

l 

八
条
女
・院
(
hM
羽
2
・K)

春
禁
門
院(
後
山
羽山川L
K 、
ほ
ん札
秋門
院 、
八
条
院
飢
伝
似)

季
行
卿
(
伶阿
机父)

権
少
僧
都
立
来(
季行
子力)

権
律
師
玄
季(
季
行
子力 、
興
福
寺
僧)

法
印
定
釆(
不行
孫 、
定
能
子 、
興
稲
寺川川)

尼
立
阿〈六
条
応|
挙行
女 、
江
秋
門
院ル民
自己

権
少
的
都
定
厳(
術
作
附玄
泰
子 、

ゑ一'行
係)

宜
秩
門
院
(
後鳥羽
中
宮 、
九
条
米
実女 、
お廿
都中
門
院母〉

八
条
左
大
臣
殿
(
九
条良
輔|
兼
笑子 、
八
条院
猶
子)

禅
定
殿
下〈
九
条
道
家)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

大
般
若
経
巻
第六
百
〈
在日
半相
官経〉
につ
い
て

12 

大
来
院
的
正
御 一肘〈
円
災|
道・米
子 、
当
川
刷間 一悩寺別
当 、
大
采
院
門
跡)

13 
大
東
院
他
都
御
一剖
(
地
位
l
道
家
孫 、
教
央
子 、
後
に
大
采
院
門
跡〉

14 

権
的
正
党
一遍〈
光
明
院 、
後に
興一Mh守別
当〉

15 

二
陳
御
方〈
季行
凶
係 、
定
能
孫 、
親
能
子 、
将
軍
頼経
側室 、
額嗣
ほ)

以
上
の
よ
う
に
こ
の
交
名
に
は
披
初
に
凶作
阿
と
関
係
深
い
八
条
院・
春
一紫
門
院

を
あ
げ
た
後 .
祖
父
季
行
以
下
の一
族
が
記
さ
れ 、
次
い
で
宜
秋
門
院
な
ら
び
に

九
条
家
関
係
者 .
脳内
稲
守
的 、
二
棟
御
方
以
下
の
女
人
尼
衆
が
名
を
述
ね
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る ψ
即
ち
こ
の
火
名
は
明
ら
か
に
し
う
る
限
り
で
は
主
と
し
て
暴
行

一
族 、
九
条
家一
一族 .
興
福
寺
僧
の
3
グ
ル
ー

プ
に
大
別
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る 。

そ
の
中
で
興
福
寺
僧
に
つ
い
て
は 、
こ
の
大
般
若
経
の
寄
進
を
受
け
る
側
で
は
あ

る
が 、
大
乗
院
的
正・
同
他
都
は
共
に
九
条
家
の
出
身
で
あ
り 、
本
経
と
九
条
家

と
の
凶
係
は
な
か
な
か
に
笛
綾
な
も
の
が
あ
る 。
ま
た 、
或
は
浄
阿
が
仕
え
た
か

と
忠
わ
れ
る
春
彰
門
院
は
九
条
兼
突
の
女
宜
紋
門
院
の
子
で 、
し
か
も
九
条
家
と

凶
係
深
か
っ
た
八
条
院
の
辿
備
を
伝
領
し
て
い
る 。
し
か
し
こ
う
し
た
点
だ
け
で

凶作
阿
と
九
条
家
と
の
関
係
が
で
き
た
の
で
は
な
い 。
季
行一
族
中
に
は
後
法
性
寺

北
政
所
を
始
め
と
し
て
九
条
家
と
凶
係
深
い
人
々
が
少
く
な
い 。

季
行一
族
中 、
九
条
家
と
凶
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は
後
法
性
寺
北

政
所 、
六
条
局
(
党
附) 、
宜
秋
門
院
女
房
対
御
方 、
宜
秋
川
院
大
宮
局 、

二
陳

{
ぷ
4}

御
力
で
あ
る
が 、
仰
の
二
人
は
季
行
子 、
後
の
三
人
は
い
ず
れ
も
定
能
(
不行
子)

チ
文
は
孫
に
当
っ
て
い
る 。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
季
行一
族 、
と
く
に

そ
の
中
で
も
定
能
の
系
統
が
九
条
家
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う 。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
交
名」
に 、
季
行一
族
と
並
ん
で
九
条
家
の

人
々
の
名
が
多
数
見
え
て
い
る
の
も
こ
の
よ
う
な
両
家
の
凶
係
に
よ
る
も
の
と
い
21 
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以
上
浄
阿
と
「
交
名」
に
名
を
連
ね
て
い
る
人
々
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
た 。
な
お
問
題
も
成
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が 、

そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の

機
会
に
譲
り
た
い 。

(
1〉

一
註

巻】O
アI
仁
治
3
年
日
月
日
日
校
合
奥
沼

巻
5∞
|

仁
治
3
年
ロ
月
M
日
校
合
奥
山

荻
野
三
七
彦
「
板
に
刻
ん
だ
文
出」
〈
日
本
陛
史
広由
H3

平
城
宮
発
刷協
調
査
報
告
m

UA
瓦
参
照

六
品目
局
の
他
は
羽
山叫
分
脈
に
よ
る ・

(
2)
 

〈
3〉

(
4〉

，問、
回

総

22 

平
城
宮
第
担
次
調
査
出
土
品
(
木
文
鈎
頁
参
照)
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平

城

宮

建

築

復

原

模

型

平
成
宮
跡
発
掘
調
査
の
成
栄
は
若
a々
と
あ
が
っ
て
い
る
が 、
残
念
な
こ
と
に
発

見
さ
れ
た
迫
桝
だ
け
で
は
ど
の
よ
う
な
建
築
が
た
ち
な
ら
ん
で
い
た
の
か 、
一
般

に
は
理
解
さ
れ
に
く
い 。
そ
こ
で
文
化
財
保
護
委
μ
会
で
は
発
見
さ
れ
た
泣
桝
の

う
ち
重
要
な
も
の
を
え
ら
び 、
昭
和
刊
年
度
か
ら
順
次
奈・民
時
代
そ
の
ま
ま
の
姿

を
再
現
し
た
御
原
模
型
を
製
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た 。

昭
和
刊
年
度
と
し
て 、
朱
雀
門・
内
袈
正
殿・
内
裂
掘
立
柱
回
廊
の一
部
を
実

物
の
十
分
の一
の
縮
尺
で
設
計・
製
作
し 、

いず
れ
も
完
成
し
て
追
跡
槌
屋
内
に

陳
列
し
て
い
る 。

製
作
に
あ
た
っ
て
予
算
上
は
市
務
局
記
念
物
棋
の
直
話
事
業
と
な
っ
て
お
り 、

設
計・
技
術
指
導
等
を
当
研
究
所
が
担
当
し
た 。
訟
原
に
あ
た
っ
て
は 、
追
跡
か

ら
創刊
ら
れ
た
資
料・
知
見
を
も
と
に 、
同
時
代
の
現
存
建
造
物
の
桃
造・
様
式
に

よ
り 、
学
術
的
に
粗
漏
の
な
い
よ
う
文
献
記
録
等
を
も
参
照
し
た 。
ま
た 、
平
安

富
に
お
け
る
向
性
絡
の
建
物
を
揃
い
た
絵
巻
物
等
の
資
料
も
考
応
し
て
矛
盾
の
な

い
よ
う
に
つ
と
め
た 。
原山公・
修
正
案・
史
施
設
計
と
も 、
平
城
山vu
跡
発
旧制
調
抗

指
部
委
只
の
う
ち
建
築
史
専
門
家
の
討
論・
指
導
の
も
と
に 、
当
研
究
所
建
造
物

室
お
よ
び
調
査
部
員
が
協
力
し
て
作
成
し
た 。

一
、

朱

雀
1") 

平
成
宮
建
築
復
原
模
型

建
造
物
研
'>b ::n.. 
....... 2 

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

平
成
宮
南
面
中
央
の
正
円
で
あ
り 、
朱
雀
大
路
の
正
面
に
聞
か
れ
て
い
た 。
追

跡
は
昭
和
泊
年
の
発
抑
調
査
で
確
認
さ
れ 、
中
央
柱
列
と
北
側
ね
列
の
厳
屯
な
般

石
が
発
見
さ
れ
た 。
ま
た
基
凶
の
旧聞
込
地
回
め
が 、
地
下
2
m
ま
で
築
成
さ
れ
て

お
り 、
門
の
本
体
が
大
規
股
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た υ

同
斐
に
は
基
底
幅
ω・∞
m
の
巨
大
な
築
地
携
が
と
り
っ
き 、
門
中
心
か
ら
約
M

m
の
所
で
法・
版
刷
M-∞
m
に
刺
め
ら
れ 、
.吏
に
脇
門
令"
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
も

判
明
し
た 。
ま
た
特
に
出
土
粁 一
札
の
約
卯
%
は
藤
原
富
山
土
の
も
の
と
同
文
隊
で

あ
っ
た 。

先
制
成
民
か
ら 、

朱
雀
川
は
5

川
×
2
川
〈
げ
対
等
川〉
で
一帆
三
川
を
扉
と
し 、

地
問
め
や
似
石
の
厳
屯
な
こ
と
や
平
安
官
朱
笹
川
の
絵
な
ど
か
ら

市雨
入
母
屋
浩

と
必
定
し
た 。
廿信
仰似
の
出
は
掘
込
地
固
め
外
側
に
地
極
右
が
ま
わ
る
と
し
て
約ι・

0m 、
基
一回一
向
さ
は
京
大
寺
南
大
門
の
例
な
ど
に
な
ら
っ
て]・m
m
と
し 、
外
装
は

際
準
的
な
出
上
向似
凝
灰
岩
必
出
を
設
け 、
法
・目出
石
の
大
き
さ
は
平
而
の
ほ
ぼ
等
し

い
大
安
寺
南
大
川
に
な
ら
っ
た 。

柱
径
は
東
大
寺
転
害
門
を
参
考
と
し
全
体
規
棋
が
さ
ら
に
大
き
い
こ
と
か
ら
日

叩
(M・印
尺)
と
し
た 。
住
高
は
柱
聞
と
等
し
く
5
m
(
口
尺〉
に
定
め 、

性
に
は

海
む
王
寺
五
屯
小
塔
初
居
住
に
な
ら
っ
て
胴
張
り
を
附
し
た 。
藤
原
宮
形
式
の
瓦

山
土
品
が
多
い
の
は 、

和
銅
剣
迎
の
門
が
延
陪
ま
で
存
続
し
た
こ
と
を
示
す
の

23 
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|| 

第112í1 正而および平面

で 、

組
物
は
薬
師
寺
東
搭
・

海
屯
王
寺
五
重
小
塔
な
ど
の
初
期
三
手

先
に
よ
り 、

部
材
は
転
害
門
と
同
様
高
さ
H・
0
尺
・

厚
さ
9
寸
を
標

準・
断
固
と
し
た 。

上
問
の
椛
造
は
建
立
年
代
も
近
く 、

奈
良
時
代
軍
用
門
の
唯
一

例

で
あ
る
法
隆
寺
中
門
の
資
料
か
ら
復
原
的
に
想
定
し
た 。

上
摺
柱
径

も
法
隆
寺
中
門
の
上
下
層
の
比
例
に
な
ら
い 、

柱
古川
も
そ
の
比
に
近

い
白・
日
尺
に
と
っ
た

。

上
回
勾
欄
は
仰木
木
が
台
輸
よ
り
や
や
下
と
す

る
と .

地
組
下
に
服
組
を
入
れ
背
を
古川
め
る
必
要
が
生
じ 、

平
三
斗

と
し .

唐
代
絵
画
に
多
く
み
ら
れ
る
人
字
棋
を
入
れ
た ο

平
桁
・

地

盟
問
は
級
辿
子
と
し
た ν

上
庖
平
田
は
側
而
か
ら
み
た
逓
減
が
極
端

に
な
る
こ
と
を
嫌
い 、

桁
・

梁
行
と
も
下
回
よ
り
7
尺
を
減
じ
た ω

軒
反
り
は
法
隆
寺
金
主
の
ご
と
く
ゆ
る
や
か
な
も
の
と
し 、

軒
出

は
全
体
規
模
と
の
つ
り
あ
い
を
考
え
下
層
は
口
尺
・

上
回
は
同
尺
と

し
た ν

上
下
両
厄
と
も
柱
に
延
び
を
付
し
桁
に
反
り
が
で
る
よ
う
に

し
た ν

屋
上
に
は
大
阪
烏
坂
守
出
土
白川
を
参
考
と
し
た

邸

尾
を

飾

り 、

風
鮮
は
正
倉
院
御
物
を
模
し
た 。

扉
金
具
は
法
隆
寺
夢
殿
・

綱

封
放
な
ど
の
形
式
を
参
考
と
し
た ν

す
べ
て
部
材
の
継
手
・

仕
ロ
は

古
代
建
築
の
実
例
中
で
工
作
上
簡
単
な
例
に
な
ら
っ
た 。

校
型
本
体
の
棟
高
は
約
2
m
強
と
な
り 、

設
計
・

製
作
に
は
一

ヶ

年
強
の
日
時
を
要
し
た 。

24 
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二 、
内
一
銭
正
殿

第
二
次
内
裂
の
正
殿
は
昭
和
計
年
度
発
掘
調
査
で
判
明
し 、

掘
立



て
い
な
い
の
で 、

法
隆
寺
伝
法
立
・

七
丈
屋
等
の
部
材
痕
跡
と
文
泣け
に
み
ら
れ
る

資
料
と
か
ら 、

垂
木
上
に
粗
い
野
地
を
組
み
桧
山氏
を
し
ば
り
つ

け
る
工
法
を
想
定

し
た 。

桧
皮
の
長
さ
は
3
尺
の
も
の
を
考
え 、

苔
厚
は
延
苔
式
に
よ
り
6

寸
と
し

柱
9
間
×
5

間
(
叩
尺
等
川)

の
平
而
で
瓦
山川
土
旦
が
少
な
い
こ
と
か
ら

桧
広
苛

と
考
え
ら
れ
た 。

基
肢
は
な
い
が 、

南
側
に
雨
落
涙
跡
と
み
ら
れ
る
栴
が
あ
り

粁

出
を
推
定
で
き
た 。

床
来
・

縁
束
の
痕
跡
は
辿
梢
の
市一
複
な
ど
で
不
明
瞭
で
あ
っ

た
が 、

平
安
宮
紫
震
般
を
参
考
し
て 、

日
床
で
問
聞
に
縁
が

あ
る
と
必
定
し
た

。

柱
径
は
追
跡
か
ら
ち・
日
印
公・
8
尺)

と
推
定
し 、

位
向
は

床
上
で
径
の
叩
倍
・

5・
日
尺
と
し
た 。

床
ま
わ
り
高
さ
は
階

段
を
蹴
上
げ
7
寸
×
日
段
と
し 、

縁
高
は
寸-
由
尺 、

床
日
は
∞

・
印
尺
と
な
っ
た 。

床
構
造
は
法
隆
寺
伝
法
主
に
な
ら
い 、

大

引
と
束
の
み
で
般
太
の
な
い
も
の
と
し
た

。

縁
は
託
子
小
口

縁
と
し 、

勾
欄
ヰ
束
は
薬
師
寺
東
塔
に
な
ら
い 、

敦
出
壁
画

な
ど
を
参
照
し
た 。

擬
宝
珠
は
東
大
寺
大
鋭
上
の
宝
珠
を
参

考
と
し
て
設
計
し
た 。

一
千
而
に
つ
い
て
戸
口
と
階
段
の
位
置
は
平
安
宮
紫
炭
般
に

な
ら
い 、

扉
ま
わ
り
細
部
は
伝
法
堂
に
よ
っ
た 。

小
屋
構
造
は
身
合
梁
間
が
三
間
と
広
い
こ
と
か
ら
同
係
の

梁
聞
を
も
っ
新
薬
師
寺
本
主
の
ご
と
く
叉
首
組
に
よ
り 、

州机

物
も
同
立
と
伝
法
主
な
ど
に
な
ら
っ
て
大
斗
肘
木
を
用
い 、

垂
木
は
地
円
・

飛
角
の
二
軒
で 、

軒
出
は
逃
跡
の
資
料
か
ら

一可・
寸
尺
と
し
た 。

械
は
瓦
砧
と
し 、

立
瓦
は
内
裏
地
域
で
多
数
出
土
し 、

特

に
瓦
当
而
径
の
小
さ
い
軒
円
瓦
8
5
A
型
・

軒
平
瓦
g∞m
A

型
を
も
ち
い
た 。

桧
皮
葺
に
つ
い
て
は
古
代
の
実
例
が
残
つ

平
城
宮
建
築
復
原
模
型

T
lillit-
-ill
s
s"
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

て
胞
工
し
た 。

六
業
金
具
は 、
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
六
紫
の
形
に
な
ら
っ
た 。

設
計
と
製
作
と
で
約
叩
ヶ
月
を
要
し
た 。

二一 、

内
装
掘
立
柱
四
郎

声士� 

円n[寸円[1円門悶nn円円円日日

一、.ノ

。 "".'-'-占-ー�

ll 
z 

E二EIID
• • • • • • • • • • • • • • 

「寸n 

• 

今
年
度
は
正
殿
を
め
ぐ
る
内
郭
郷
立
柱
回
廊
の
う
ち 、
正
殴
背
後
の
複
廊
M
間

分
を
製
作
し
た 。
昭
和
初
年
度
の
発
掘
調
査
で
桁
行
梁
間
と
も
叩
尺
の
複
廊
と
し

て
発
見
さ
れ 、
そ
の
後
の
調
査
で
東
西
棟
復
廊
は
全
長
訂
問 、
東
端
か
ら
南
に
幻

聞
の
単
廊
が
延
び
内
議
築
地
回
廊
に
接
続
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。

遺
跡
か
ら
柱
径
は
お
叩
大
斗
一帆
も
こ
れ
に
従
い 、
組
物
は
大
斗
肘
木
と
し
た 。

中
央
柱
通
り
を
壁
で
閉
じ
て
連
子
窓
を
用
い
ず 、
内
裏
前
半
と
後
宮
と
を
へ
だ
て

る
も
の
と
想
定
し 、
出
入
口
は
中
央
と
両
端
の
み
に
聞
く
よ
う
に
し
た 。

小
屋
桃
造
は
法
隆
寺
東
大
門 、

東
大
寺
転
害
門
に
な
ら
い
大
虹
梁
上
悲
股
・

三
棟
造
で 、
棟
木
は
束
で
支
え
る
こ
と
と
し
た 。
軒
は一
軒
か
二
軒
か
議
論
が
分

か
れ
た
が 、

二応
内
製
内
郭
を
二
軒
で
統一
し
た 。
地
垂
木
勾
配
を
5

寸
と
す
る

た
め 、
議
股
を
や
や
大
き
い
自
の
も
の
に
す
る
必
要
が
生
じ
た 。

設
計・
製
作
に
約
六
ヶ
月
用
い
た 。
(
「
尺」
は
すべ
て
挑
定
造
営
尺〉

な
お 、
昭
和
4
年
度
と
し
て
は
内
裏
内
郊
の
東
第一
殿
お
よ
び
第
二
殴 、
掘
立

住
回
廊
東
半
の
残
部
と
南
而
築
地
回
廊 、
朝
集
殿
を
設
計・
製
作
中
で
あ
る 。

(
制
見

• • • • • • • • • • • • • 
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昭

和

必

年

度

平

城

宮

出

土

の

昭
和
叫
年
度の
平
城
宮
跡
先
制
訓
有
は、
第
お
次
か
ら
第
MM
次
ま
で
の
各
地
以

で
行
な
い、
そ
れ
ぞ
れ
第
お
次
1

点 、
m
U
次
4

点 、
第
お
次
河内… 、
mm記
次
色白

点 、
合
計
弓ω
点の
木
簡
を
検
出
し
た 。
こ
れ
に
前
年
度
ま
で
の
もの
を
加
え
る
と 、

半
減
符
木
聞

は
総
計
お
お
点

と
な
る。
以
下
に
は、
m
u-
m・
詑
次
訓
脊か
ら

山
土

し
た
主
な
木
間
に
つ
い
て
慨要
を
靴
作
す
る。

第
幻
次
制州
炎
は、
第一
次
内
混
と
必
定
し
た
地
域
で
の
土
綴ω
ヌ
可ω。か
ら
物

品
付
札
「
角
俣」
を
合
む
4
点
の

本
仰
を
発
比
し
た 。
ほ
か
の
3

点
はい
ず
れ
も

判
読
で
き
な
い
もの
で
あ
る。

第
お
次
調
査
は、
加一
次
内
点
と
想
定
し
た
地
肢
の
凶
側に
あ
た
る
と
こ
ろ
で

あ
る。
こ
の
地
峡の
南
北
桝ω
Oω∞Nm
か
ら

は
養
老 、
天
平の
紀
年
銘
を
もっ
た

、、J，

、、，J

京
進
付
札
を
含
む
刊
点の
木
間
を
発
見
し
た 。
表
「
左
衛士
府
門」
袈
「
宜
相
替

，，‘、

，，、、

国
門」
は
左
衛士
府か
ら
出
さ
れ
た
命
令で
あ
ろ
う 。
こ
れ

と
閃
辿
し
て
「
大
志

L 

2 と
三五 い
日 う
\:ii1 1ftí ?，� I符
蔀 2ιE土 Eバ才
能 思海 芯rftl コ12- き
日記 示♀} 伊
上 五ノゴ る"1- 。
士以
月 進

付帯千畑 札
ZI と

さ し
EE て
両日 は
ノ、、，

斤
L 

木
簡

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

が
あ
る。
(
第
1
同)
こ
れ
は
参
河
国
民仰
向(
現在佐久
山)
か
ら
江
進
さ
れ
た
佐

米の
位
魚
に
付
し
た
もの
で
あ
る。
こ
れ
を 、
節
目
次
制
究の
ω
ヌ
∞NO
土
抜か

ら
加
点
余り一
括
し
て
出
土
し
た
参
河
困
篠
山・
析
山の
もの

と
比
較

し
てみ
る

ん』 、

ま
た
漁
挫
朋

ω』ハ∞MO
土
挑
出
土の
もの
に
は
ほ

と
ん
ど
紀
作
銘
が
な
く 、

と一
致
して
五 、
六 、
じ 、

八
川
に
県
小
し
た
川
料

と
なっ
て
い
る。

と
こ
ろ

が 、
こ
れ
は
漁
獲
則
か
ら
は
ず
れ
る
の
か
十一
月
料

と
なり 、
し
か
も
脳

と
い

う

加
工
品の
位
魚
で
あ
る
点
は
注
目
し
て
よ
い 。
な
お 、
日
進
地
不
明
の
竪
魚
に
付

し
た
木
簡で 、
「
設
邑
七
年
九
川」

とい
う

紀
年
銘
を
もつ
もの
が
あ
る。

加
担
次
発
侃訓
究
は
官
放 し泉
市
附

と
二
条
大
路 、
京一一切
大
路の
交
わ
る
地
域

で
行
なっ
た 。
こ
の
地
附明
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
総
数
EU
点
で 、
その
出
土
例

所
は
官
以
南
町の
外
郷ω
OHMmo 、
南
北
出ω
O
EH0 .
~河
川城
東
而
外
編ω
0
8

呂 、
京一
一切
大
路の
東
側
時ω
ロω
2H
な
ど
で
あ
る。
こ
の
う
ち
大
部
分の
もの

はω
UHMm() 、
ω
ロω
20 、
ω
ロムOUOに
集
中
し
て
発
見
さ
れ
た 。
南に
低
く
傾

斜
を
な
し
たω
0
2
5の
流
れ
は
ω
o
u
gに
注
ぎ
合
流
し
てω
0
8
8に
流
れ

JT城
宮山土の
木簡

初H刈
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気
込
同
立
文
化
財
研
究所
年
総

込み 、
京一
一坊
大
路
の
凶
側
硝
を
統
れ
る。
こ
れ
ら
3

条
の
併
の
う
ち
木
怖が
集

中
し
て
い
た
個
所
は
併の
合
流
点
やω
りιouoに
加点
せ
ら
れ
たω
×
ち
包の
地
点

で 、
水
が
淀
ん
だ
り 、
ま
た
木
製
品
を
含
む
有
機
物の
推
積が
比
較
的
多
くみ
ら

れ
た
とこ
ろ
で
あ
る。
水
の
流
れ
る
行
程
を
考
え
る
な
らば 、
合
流
点
や
橋
桁
な

ど
の
個
所
で
発
見
さ
れ
た
木
間
が
内
容
的に
瀬
似
し
て
い
る
の
は
当
然の
こ
と
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い 。
以
下 、
こ
れ
ら
を一
活

し
て
述べ
るこ
と
と
す
る。

さ
て 、
こ
の
地
附明
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て 、
内
容
的
な
特
徴
を
あ
げ
て

み
る
と .
ω
近
衛 .
術
士 、
火
一以
の
名
採
が
み
ら
れ
る
術
府に
関

し
た
文 HHけ
が
あ

る
こ
と .
つ
ぎに 、
ω
鍛
冶
関
係の
η
術 .
工
窃
で
と
り
交
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
文
乃が
あ
る
こ
と 、
こ
れ
は
フ
イゴ
や
金
属
製
品
な
ど
の
川
土
泣
物の
状
況

と
も一
致
す
る
事
実で
あ
る。
こ
の
ほ
か 、
ω
前
述の
文
川
知
に
は
以
さ
ない
前

求 、
支
給
文
占
や
付
札
が
あ
る
こ
と 、
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る。
こ
れ
らの
木

簡
の
時
期
に
つ
い
て
は 、
紀
年
銘
と
し
て
立
進
付
札
の
「
宝
屯五
年」
お
よ
び
文

苫
風
木
簡
の
「
宝
屯六
年」
が
あ
る
こ
と 、
ま
た 、
近
衛
と
記
載
さ
れ
た
も
の
が

あ
る
の
で
当
然
近
衛
附
が
設
位
さ
れ
た
天
平
神
謹
元
年
以
後
の
も
の
で
あ
るこ
と

な
ど
か
ら
奈
良
時
代
末
期
の
も
の
と
言
え
る。

以
下
で
は 、
こ
れ
らの
三
つ
の
特
徴に
つ
い
て
い
支
少
し
詳
し
く

述べ
る
こ
と

に
し
よ
う 。

ま
ず 、
ω
術
府に
凶
係
し
た
記
収
を
もっ
木
間か
ら
述べ
よ
う 。

「
焼
山一
人
将
雌
紀
朝
臣
門
司一
人
」
(第2
凶)

将
監
と
は
中
術
府 、
授
刀
術 、
近
術
府の
第
三
Mmf
ん日に
あ
た
る。
前
述
し
た
よ

こ
の
地
威
か
ら
出
土

し
た
木
簡
は
奈
良
時
代
末
則
の
も
の
と
考
え
るこ
と

が
で
きる
の
で 、
続
日
本
紀
に
限っ
て
こ
れ
に
つ
い
て
み
る
と 、
近
衛
将
監
紀
朝

臣
船
守の
名
が
み
ら
れ
る。
お
そ
ら
く

将
監
紀
朝
臣は
紀
朝
臣
船
守
を
さ
す
の
で

あ
ろ
う 。
彼
の
将
監
在
任
の
時
期
は
神
種以
宗
三
年三
月
か
ら
宝
也
元
年
八
月
ま

で
と 、
宝
屯二
年
間
三
月
か
ら
同
六
年
九
月
ま
で
の
間で
あ
るω
こ
の
木
簡
は
断

片
で
は
あ
る
が 、
近
衛
将
肢の
作
司
(
詰
所)
に
使
役
す
る
民
焼
夫
の
割
付
け
で

は
ない
か
と
考
え
ら
れ
る。
こ
の
ほ
か
術
府に
凶
辿
し
た
官
職
名
と
し
て
「
大
尉

」
が
あv
る。

つ
ぷCに 、

28 

う
に 、

近
衛
らに
支
給
す
る
食
料
を
A
き
あ
げ
た
も
の
が
あ
るψ

阿依枚万同八

九郎駿河万川一
升ニ「

一円門口八

タ己知万M門八

一J乃秋

一
升二
/
ししを野力八

口」
点口八
tj一山u門U
口升二}
J寸J

FL万呂一h
口実
立八一向
i1一山け広浜
八
-

R

円
UK
制削m{
勝八回
-水取縦成
八
て

円
U
円

U
四

次国体継
八

」

こ
れ
は
完
全
な
形
で
は
な
い
の
で
詳
し
く

知
り
得
な
い
が 、
全
体
を
幾
段
に
も
分

け
各
段
ご
と
に
数
名
の
姓
名 .
支
給
額
を
列
記
し 、
そ
の
合
計
を一
段
ご
と
に
記

秘
し
た
も
の
と
考
え
ら九・
る。
各
倒
人
の
支
給
額は戸N
升 、0・∞
升 、0・∞
升 、0・ム

升
と
ぷ
が
あ
る
が 、こ
れ
は
口
ご
と
の
支
給
額
で
あ
ろ
う 。
簡
の
ほ
ど
中
央・泌
に 、

「
近
術」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と 、
HHM
き
上
げ
らた
すべ
て
の
者
が
近

術
で
あ
る
か
ど
う
か
確
か
で
ない。
こ
れ
と
内
科
の
矧
似
し
た
断
片
が
他に
も
十

数
点
ほ
ど
あ
る
が 、
巾に
は
表・災
何
回
に
記
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
る。

ま
た

ー「

W21刈

つ
ぎの
よ
う
な
文Hけが
あ

る
。



加3図

)「表

お
木
生

r，、、

i桁 火
日 丈 若下 t'llb f:委ffi\ U;: マQ13〈 lK4L足口� �!r.� 

\
制
問マ
山口

情町士制削mマ
小
国

'-

(土カ)
(・μカ}

術
口
宅マ
口万
呂
円
U 

〈災〉
ー「

津
守
生
火

獄

中

医!.l.\ 
l点;

生マ
ロ人

石マ
字人

」一

こ
与
に
は
宮
門
の
轡
術 、

そ
の
他
の
維
役
に
し
た
が
っ
た
術
t
・

火
到
の
取引
が
み

え
る

。

こ
れ
は 、

お
木 、

津
守
の
も
と
に
配
属
さ
れ
た
術
土
・

火
一肌
の
五
名
か
ら

な
る
柴
田
を
あ
ら
わ
し
て
お
り 、

実
際
の
勤
務
の
割
り
ふ
り
札
と
考
え
ら
れ
る 。

額
田
部
町
口
に
は
合
点
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で 、

あ
る
い
は
上
需
の
有
無
を
も

記
放
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か

。

ま
た
術
府
と
は
直
按
凶
係
が
あ
る
か .
ど
う
か
不

明
で
あ
る
が 、

「
ゆ
昭
城
叫
民」
と
あ
っ
て
上
円
(
夜
勤〉

を
記
し 、

こ
れ
に
合

/一hHνML
AJ仁川

、、，J

山一
を
つ
け
た

も
の
も
あ
る 。

こ
の
ほ
か
に
は
表
「
進
送
従
料
三
斗
一

升
ニ
ム

出

f，、、

16Za、tlF】
、ノ

日
開山町
村
岡」

裂
「
少
尉
殴
料

六
月
廿
八
日
口
口
」

と
し
て
食
料
を
支
給
し
た

?t
annk
dノ
ヨノ

ft

文
市川け
が
あ
る リ

な
お 、

土
師
慌
に
山首
』
で
位
階
と
い
っ
し
ょ
に
「
近
術
大
将
」

と

場
3
し
た
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る

v

つ
ぎ
に 、

ω
鍛
冶
関
係
の
官
筒 、

工一
m
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
内
容
の
木
簡
に

平
以
宮
山
土
の
木
簡

つ
い
て
述
べ
よ
う 。

、lJ

1ノ

表
「
間
食
一

升

鍛
治
相
作
料
」

裏
「

廿
日
大
市

r，、、

，，、、

こ
れ
は

は
げ
し
い
労
働
に
従
事
す
る
鍛
治
凶
係
者
に
間
食
を
支
給
し
た
も
の
で

あ
る

ν

ま
た

わ
「
U

E
工
署
凹
升
」

約
「
U月
廿
五
日

」

(
二
升

(

と
記
岐
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が 、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
主
工
署
の
食
料
に
関
係
し
た

文
丹
と
考
え
ら
れ
る

。

主
工
署
は
春
宮
叶仰
の
被
管
で
木
工
を
構
作
し
た
り 、

銅
鉄

な
ど
の
雑
作
を
つ
か
さ
ど
る
宵
司
で
あ
る 。
市
川
の
鍛
冶
相
作
料
の
削
食
と
い
与

、

」(
第
3
閃)

主
工
忠
と
い

い
ず
れ
も
鍛
冶
関
係
者
の
食
料
に
凶
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る 。

ま
た 、

出
土
造
物
と
し
て
フ
イ
ゴ
の
破
片 、

金
属
製
品 、

「
主
工
」

と

記
さ
れ
た
挫
丹
土
協
の
破
片
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら 、

鍛
冶
山間

係
の
官
術
か
工
房
が
附
近
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る

。

し
か
し 、

木
簡
の
発
見
例
一附
が
純
で
あ
る
点
か
ら
す
る
と 、

直
ち
に
発
掘
地
域
内
に
狭
く

限

定
し
て
鍛
冶
関
係
の
官
術
な
レ
し
工一
加
を
求
め
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る 。

前
述
の

ト
米
商
内
掘
ω
0
2
5
か
ら
ω
ロ
ロ
包
へ
流
れ
て
京
市
外
抑制
に
注
ぐ
と
い
う
流
路
を

考
え
て 、
こ
れ
ら
の
時
の
川
辺
の
地
域
に
広
範
凶
に
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。

2f� 4 I兎l
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こ
の
ほ
か、

ω
文
苫
風
太
聞
に
つ
い
て
述
べ
よ
う。

倒「抜柱九校
銀十
お
出
土師談
合ト
日
左衛土
日明記麻呂」

ω
「

六
月
HV一一一
H
広
H非
常
石

」

こ
れ
は、

木
簡
の
表・
民
に
W
Hい
が
ム
ら
れ
る
が、

立
川派
す
る
と
こ
ろ
は
悦
を
抜
き

取
る
た
め
夫
役
に
駈
使
し
た
卜
一

人
と
未
到
で
実
際
の
労
働
に
従
事
し
な
か
っ
た

者
を
丹
き
あ
げ
た
報
告
で
あ
る。

請
求
・

支
給
文
乃
と
し
て
は
つ
ぎ
の
も
の
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

月間ヤ日litr

「人給所前
倒的枠姶笠河合訪中
四
月
十
五
日
巨
勢
マ

清
成
」

こ
れ
は
人
々
に
給
う
料
(
人
給)

と
し
て
筋
四
十
些
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る。

〈待合入力)

円い
ハハ川一

偵
「
口
口
口

宿
口
口
口
三
人

未
選
氷
宿
禰
宮
継

物部忍人」

的「
廿七包人別九屯

G

同

'

I

十

月

九

二

日

永

宮

継

」

こ
れ
は
未
選
の
』招
待
(
宿
術)

の
舎
人
氷
宮
継
ら
の

3
人
分
の
綿
幻
屯
を

氷
宮
継

自
身
が
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た.

文
乃
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が、

却
「

七
月
料
要
劇
銭
五
此
五
百
円
」

鉛
「
後
府
門
」

と
い
う
記
岐
を
も
っ

断

聞
が

あ

る。

要
劇
銭
は
養
老
三
年
以
後、

劇
官
を
え
ら
ん
で
要
劇
料
を
銭
で
支
給
す
る
辿

前
と・
な
っ
て
い
た
が、

支
給
例
と
し
て
は
正
合
院
文
川
に
4
例
あ
る
に
す
ぎ
な
い 第5図

の
で
武
屯
な
史
料
と
い
え
る
。

た
HA
断
片
で
あ
る
の
で
全
体
の
立
は
不
明
で
あ
る

が、

要
劇
料
が
月
単
位
に
銭
で
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る》

ま
た、

・

前
に
主
工
署
に
つ
い
て
は
ふ
れ
た
が、

同
じ
春
宮
坊
の
被
管
で
あ
る
主
将棋
署
の
詰

)

)

(所カ)

求
文
占
が
あ
る。

支「
主
将棋
署

詰
円」

哀
「
U
口
詩
如
件」
。

主
将水
署
と
は
飽
粥

，t、

.，、

、

捜
水、

菓
子
の
類
を
学
る
宮
司
で
あ
る。

さ
ら
に
物
品
付
札
却
「
須
ミ
保
利
」

灼
「
苅
者
-VM
」

に
春
宮
の
名
が
み
ら
れ、

ま
た、

治
米
大
・守
司
の
・百
人
を
召
喚
し

た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
G

こ
の
ほ
か
注
目
す
べ

き
も
の
に
立
命
体
で
円
か
れ
た
木
怖
が
2
点
あ
る。

「
訴
苦
在
日
逃
口
口
夜
壱
時
牟
不
怠
而
大
作
念
訴
円

而

上

下

乃

諸

ミ

符

人

及

小

子

等

至

流

一伊
柑仰

と

ル

天

地

乃

慈

門

」

【乎カ}

「

υ

申

然

而

己

身

告

今

川

天

地

ル

慈

悲

口

門

」

(

第

7

凶

)

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
国
文
学
の
資
料
と
し
て
世
主
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に、

只
進
付
札
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
出
土
点
数
が
以
外
に
少
な
い
。

そ

の
中
で、

宝
也
五
年
の
紀
年
銘
を
も
っ
紀
伊
国
日
高
榔
か
ら
貢
進
さ
れ
た
調
盗
に

付
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
るd

ま
た、

却
「
U
広
岡
郷
府
米
五
斗
」

却
「
U
部
酒
人
」

に
み
え
る
府
米
は
木
簡
で
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
る。

こ
の
広
岡
郷
は
和
名
紗
で

は
播
陪
・

美
作
・

武
蔵
に
み
え
る
が、

こ
の
う
ち
延
出
式
で
規
定
さ
れ
た
府
米
愉

納
国
は
播
踏
・

美
作
両
国
に
限
ら
れ
る。

拓
突)

(
償
問

å161渇

申

弘明…

ゐ

b

-努

者

A?

靖

氏
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昭

和

川町

年

度

平

城

宮

発

掘

調

査

概

報

昭
和
的
年
度
に
お
け
る
特
別
史
跡
「
平
城
宮
跡」
の
発
掘
調
査
は
第
ロ
次

ue
・
お
次-
U
次・
mm
次・
幻
次
に
わ
た
り、
こ
の
ほ
かん品川
内民
間
必
保
険
保
持

セ
ン
タ
ー
辿
設
予
定
地
の
泉
色
訓
作
を
奈
良
県
教
行
委
μ
会
に
協
力
し
て
災
施
し

E-。手h第
ロ
次
補
足
調
査
は、
第
二
次
内
袈
問
辺
の
整
備
計
画
に
と
も
な
う
も
の
で
あ

る。
第
部
次・
辺
次
調
査
の
目
的
は、
前
年
度
か
ら
の
継
続
で
あ
る
宮
城
四
至
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た。
さ
ら
に
卸
幻
次-
m
次
調
査
は、
今
ま
で
調
脊一

を
し
て
い
な
い
却一
次
内
衷
組
定
地
域
を
中
心
と
し
て
お
こ
な
っ
た。
そ
れ
ぞ
れ

の
訓
抗
回
次、
地
区
名、
加
川、
而
加
に
つ
い
て
は
節
1
去
を
参
照
さ
れ
た
い。

第
昭
次
補
足
調
査

第
2

次
内
裏
南
面
築
地
回
廊

調
査
地
域
は、
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
り
調
査
し
た
第
二
次
内
・誕
内
郭
の
中
央

南
部
で、
昭
和
泊
年
の
調
査
で
は、
南
而
築
地
回
廊
の
北
側
雨
落
務
ま
で
検
出
し

た
が、
今
回
の
補
足
調
査
に
よ
っ
て、
回
廊
基
坦
と
間
川
と
の
規
肢
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
山
来
た。
た
だ
し
法
喧
南
側
は
後
世
の
似
凶引
を
こ
う
む
っ
て
お
り、

基
担
北
縁
も
大
正
日
年
の
保
存
工
事
の
際
作
ら
れ
た
併
で
削
り
取
ら
れ
て
い
た。

南
而
築
地
回
廊
ω
の
EO

回
廊
は
複
廊、
す
な
わ
ち
築
地
の
両
側
に
廊
を
そ

な
え
た
形
式
で
あ
る。

門
の
東
西
に
接
続
す
る
凶
間
分
と
2
問
分
と
を
検
出
し

た。
東
西
位
間
は
ほ
X
等
間
隔
で、
平
均ω-
a
m
あ
る。
築
地
本
体
の
幅
員
は、

平
城
宮
発
旧制
調
査
概
報

〆「
祁i

京
部
でH・
8
m、
門
の
両
脇
でH-
s

m
あ
り、
門
の
附
近
が
や
と
仏
く
な

っ
て
い
る。

市叫
柱
悦
石
の
大
き
さ

は、
ほHA
方
叫
叩、
厚
さMM・m
m
を

測
る。
そ
の
中
の一
箇
に
は
小
納
穴

ロん

が
あ
っ
た。
築
地
本
体
の
構
築
は、

ね

ま
ず
築
地
位
位
の
法
成
而
を
叩
き
回
附

め、
添
れ
を
立
て、
約
叩
m
の
日
さ

湖
ヂ別

ま
で
版
祭
を
重
ね
る。
そ
し
て
凝
灰
攻

岩
の
中首
位
踏
石
を
据
え
つ
け、
廊
床
似

而
と
そ
ろ
え
た
あ
と、
本
体
を
杭
み
附

あ
げ
た
も
の
で
あ
る。
寄
位
礎
石
の

を

外
側
は、
築
地
の
弦
間
に
そ
ろ
え
て
日庁ヨ

い
る。
廊
の
部
分
は、
ぃ火
部
で
は
地

2

山
而
を
削
り、
第
9
次
湖
托
に
よ
っ

て
磁
認
し
た
神
明
野
古
凶
の
附
涼
・部

に
あ
た
る
西
部
で
は、
成
土
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て、
東
西
の
高
さ
を
調 平

城
宮
跡
発
掘
調
査
部

発四 持次li :1'E j也 区 1HffJMflA-lJ 月TfH 期 dlH三iljl 円| 宛i師官似i 
120mω I 6 AAQ-B.D. F 40.10.15 - 40.12. 1 5.6a 

25 
6 ADE-K. L . M  

，10. 3.2ï - 40. 9.13 3ï.2 
6 ADD-Q 

2ï 6 A B 0-0 6 A B Q- B 40. 7.24 - .11. 1.1Î 66.9 
6ABE-K 6ABR-P 
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挫
し、
そ
の
上
に
此
色
土
を
の

せ
叩
き
問
め
て
あ
り、
北
而
同

廊
と
ち
が
っ
て、
政
石
の
存
在

は
総
認
出
米
な
か
っ
た。
床
面

20M 

�12 次l付災l釘而策.It!!回廊

は、
築
地
を
は
さ
ん
で
両
側
に

綬
る
く
傾
斜
し
て
い
る。
廊
の

側
柱
位
置
は
築
地
心
か
らω・
2

m
に
あ
り、
ぃ米
・市
で
検
出
し
た

綱
方
三
箇
の
中
二
簡
に
は、
方

形
に
並べ
た
恨
石
が
の
こ
っ
て

い
た。
他
万
四
部
で
は、
思
七

の
た
め、
礎
訂
依
位
を
蛍
掘
り

し、
そ
の
中
に
バ
ラ
ス
と
粕
七

を
互
閉
に
し
て
地
閉
め
を
お
こ

な
っ
て
い
る。
し
か
し
位
か
れ

た
似
石
は、
大
部
分
が
取
り
去

ら
れ
て
い
た。

閉
門
ω
∞ω
30
こ
の
門
は

内
説
中
軸
線
上
に
あ
っ
て
親
柱

お
よ
び
市
側
柱
の
除
問
はム・m
m
あ
る。

親
仲代
の
似
お
に
北
接
し
て
腕
民
計
得
位

礎
石
浜
跡
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
門
は一
間
分
の
み
で、
築
地
が
そ
の
す
ぐ
協
に

と
り
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た。
ま
た
門
の
北
半
の
床
に
は、
数
石
を
し
き

つ
め
た
ら
し
く、
そ
の
三
間
分
に
凝
灰
岩
の
粉
末
が
散
布
し
て
お
り、
回
腕
床
而

，。。

第 1 1:.4 

よ
り
約
m
m
低
く
か
っ
た。
な
お
こ
の
・挺
跡
は
南
側
に
は
な
い。

出
土
泣
物
に
は、
土
保
と
粁
瓦
叩
数
点
と
拍
愉
が
あ
る。
瓦
の
な
か
に
は
表
府

よ
り
出
土
し
た
「
趨
対
寺
口
堂」
と
記
し
た
軒
丸
瓦
が一h白…
あ
っ
た。

前
向
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て、
第
二
次
内
裂
の
倒
立
柱
問
廊
は、
二
同
の
建
て

か
え
の
あ
っ
た
こ
と
が
縦
認
さ
れ
て
い
る
が、
今
問
の
調
公
で
は、
築
地
回
廊
に

そ
れ
は
な
か
っ
た。
す
な
わ
ち、
門
か
ら
点
へ
9
間
H
の
柱
列
は、
内
袈
正
殿
を

阻
む
掘
立
位
回
廊
ω
の
お吋
の
西
側
住
列
と一
致
し、

m
間
口
の
柱
列
は、
ω
の

お吋
よ
り
新
し
い
柵
ω
〉M
お
と
も一
致
す
る。
こ
の
こ
と
か
ら、
こ
の
府
間
築
地

川
廊
が
少
く
と
も
二
時
期
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
と
忠
わ
れ
る。

第
目
次
調
査

宮
妓
西
面
中
門

第
お
次
調
査
は、
宮
滅
菌
而
の

小
門
と
そ
の
内
側
に
沿
う
制
長
い

区
械
を
発
侃
し
た。
そ
の
結
果
西

耐
中
門、
掘
立
純
建
物
4
棟、
柵

列
7
条、
井
戸
2
基、
満
3
条
を

検
山
し
た。

同
而
小
川
ω
∞ω由。。
は
ぷ
問
問

側
の
大
半
が
道
路
の
下
に
あ
る
た

め、
東
半
部
だ
け
を
発
掘
し
た。

瓜
附一
上
郎
は、
か
な
り
後
陀
の
削

平
を
受
け
て
い
た
が、
抑
り
込
み

の
基
礎
地
固
め
を
検
出
す
る
こ
と

が
で
き
た。
基
礎
地
固
め
は
基
ぃ肱

-... 
'ゴ『ーニベ\
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部
で
約
印
叩

ほ
ど
残
っ

て
お
り

資
制
色
粘
土 、

ハ

ラ
ス

な
ど
で

交
互
に
版
策
さ
れ

て
い
る
状
況
が
明
確
に
み

ら
れ
た

。

基
町
の
大
き
さ
は
南
北
幅
約
巴-
m
m

、

東
西

帆
は

門
の
四
半
が
道
路
下
に

あ
る
た
め
不
明
で
あ
る
。

節
目
次
調
査
の
西
而
南
川

で
は

南
北
約
MM
m

、

東
西
師
は
築
地
大
垣
の

復
原
か
ら
H
m

と
推
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
較
べ

る
と

こ
の

門
の

東
西
幅
は 、

や
L

小
さ
い

規
校
で

あ
っ

た
と
考
え

る
。

門
に
と
り
つ

く
凶
而
築
地
大
厄一
は 、

築
地
本
体
が
道
路
の
下
に

あ
り

調
査
で
き

な
か
っ

た 。

ま
た
犬
走
り
も
門
を
中
心
と
し
た
南
北
の
大
部
分
の
と
こ
ろ
で
は

、

完
全
に

削
平
さ
れ
て
い
た

。

し
か
し
調
査
地
肢
の

南
で
は

、

約
m
m
に
わ
た
っ
て

確
か
め
る
こ

と
が
で
き 、

そ
の
一

部
で
は
抑
込
み
地
問
め

の

版
築
ω
〉

5
2
を
認

め
る
こ
と
が
で

き
た

。

私
篠
川
水
系
の

旧
河
辺
ω

〉己
勾
∞
は 、

調
査
地
域
の

南
半
部
を
占
め
て
お
り
、

宮
城
造
営
の

際
に
は
国
立
て
て
い

る
こ

と
が
わ
か
っ

た 。

河
辺
は
こ
の

地
点
で
西

か
ら
南
方
向
へ

折
れ
山
り 、

南
に
援
す
る
第
四
次
調
査
地
成
へ

続
い
て
い
る 。

柵
ω
〉
8
8
と
ω
〉
自
由
。
は

門
の

東
日
m
の
と
こ
ろ
で

Z
o
m

以
上
に
わ
た
っ

て
い
る 。

ω
〉
自
由
。
の

北
端
は
土

級
ω
同ハ
8
8
に
切
ら
れ
て
お
り
、

確
認
す
る
こ

と
は
で

き
な
か
っ

た 。

し
か
し

門
に
対
し
て
ω
〉
8
8
の

南
端
と
対
称
の

位
世
に
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あ
っ

た
と
す
れ
ば

、

3
間
分
が
削
除
さ
れ 、

中
門
の

正
而
で
8
山
分
が
開
放
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る 。

こ
の

柵
は
門
と
同
附
則
の

も
の
と
考
え
る
が 、

山川
列
の

南

端
部
で
は

、
ん品川

良
時
代
の

弛
地
問
と
さ
れ
る
政
制
色
土
の
下
か
ら
位
穴
が
穿
れ
て

い
る
の
で 、

平
滅
宮
造
岱
の

比
般
的
古
い

附
則
の

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
京
へ

m
m

隔
て
て
ω
〉

呂
田
・

ω
印
可
・

8
8
が
平
行
し
て
走
っ
て
い
る

が 、

い

ず
れ
も
そ
の

相
互
関
係
は
明
ら
か
で
な
い

。

そ
の
う
ち
ω

〉
包
可
は
第
四

次
調
査
で

検
出
さ
れ
た
柵
列
に

統
く
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
こ
の
柵
は
ω
∞
ω
g
o

に

先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の

南

北
方
向
の

柵
列
に
対
し 、

ω
〉
ω
印
告
と

ω
〉
ω
E
N
は

東
西
方
向
に

連
続
す
る

も
の
で
あ
る
。

前
者
は

旧制
立
位
建
物
ω
∞

自
由
。
と
い行
並
び
の
一

致
か
ら 、

同
時
期
と
考
え
ら
れ
る 。

州
立
位
建
物
の
う
ち
ω

∞

自
由
也
を
除
く
3
械
は

、

い

ず
れ
も
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
は
な
か

っ

た 。

ほ
か
に
こ
の

地
成
で
は

、

一千
城
宮
以
前
お
よ
び
以
降
の

追
桃
が
あ
る
。

平
以
官
以
前
の
遺
構
と
し
て
は

、

発
問州
地
域
の
ほ
X

中
央
を
斜
め
に
二

条
の

術

ω

0
8
N
0
・

8
3
が
繊
切
っ
て
い
る

。

こ
の

極
の

備
の
形
態
は 、

第
M
次
調
抗
で

住
居
祉
税
と
共
に

検
出
さ
れ
た

も
の
に
類
似
し
て
い
る 。

造
物
は
上
岡山
造
物
に

弥

生
式
土
然 、

土
師
探
な
ど
混
在
し
て
い

た
。

秋
篠
川
旧
河
道
に
は

堆
杭
砂
庖
を
掘

り
込
ん
だ
土
抜
ω

穴
ω
m
g
が
あ
り 、

そ
こ
か
ら
は

布
印
式
(
土
師
協〉

の

土
採
が
出

土
し
た 。

平
以
宮
以
降
の

も
の
と
し
て
発
抑
地
域
の
各
所
に
瓦
総
の

包
合
間
が
あ
り
、

平

以
山出u
・廃
絶
後
の

生
活
聞
を
検
出
す
る
こ
と
が
で

き
た

。

侃
立
住
建
物
ω
∞
ω
明
白
由
は

そ
の

同
期
の

建
物
と
さ
れ
る
。

井
戸
ω
開
ω
g
m
・

8
8
は
極
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
る 。

前
者
は
方
l
m
の

木

枠
が
わ
ず
か
に
残
り 、

後
者
は

肢
に

山
物
の

痕
跡
を
と
ど
め
て
い
た

c

位
穴
も
小
さ
く 、

中
か
ら
瓦
総
の

出
土
も
あ
り 、
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全
体
と
し
て
出
土
造
物
は
少
吐
で
土
様、
屋
瓦
の
ほ
か
は
な
か
っ
た。

第
目
次
調
査

第一
次
内
裏

第
訂
次
調
査
地
域
は、
宮
携
の
ほ
ど
中
心
部
北
半
に
あ
た
り、
第一
次
内
裏
想

定
地
峡
で
あ
る。

倹
出
し
た
主
な
遺
構
は、
建
物
3、
柵
5、
廊
1、
築
地
2、
溝
口、
橋
1、

門、
士一
扱
な
ど
で
あ
る。
基
本
的
に
は
少
く
と
も、
造
営
期
を
A・
B-
C
の
三

時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
出
来
る。

A
期

A
則
に
制
す
る
逃
桝
に
は、
南
北
築
地.
築
地
西
側
の
二
条
の
東
西
柵、
築
地

東
側の
東
西
柵、
そ
れ
に
付
制
す
る
門、
東
西
総
〈
下
回附〉
、

凝
灰
岩
陥一
束、
玉

石
杭
暗
渠、
南
北
大
部
〈
下
回〉
そ
の
他
が
あ
る。

南
北
築
地ω
〉ω∞。。
は、
発
明
地
域
の
中
央
を
南
北
に
此
ぬ
い
て
お
り、
さ
ら

に
北
と
南
と
に
延
び
る。
発
見
し
た
の
は、
基
礎
固
め
の
み
で
あ
る。
築
地
本
体

は
幅
2
m
で、
東
西
に
犬
走
り
〈
制。・山m)
と
桝
(
析。
ムm)
と
を
そ
な
え
て
い

る。
築
地
西
側
に
あ
る
二
条
の
東
西
柵
ω
〉ω∞om・
ω
〉ω∞
冨
は、
M
m
間
隔
で

平
行
し、
い
ず
れ
も
位
間ω・mmm
あ
る。
東
端
は
南
北
築
地
ω
〉ω∞00
に
と
り
つ

い
て
お
り、
西
端
は
発
掘
地
域
外
に
延
び
て
い
る。
築
地
の
京
に
は
柵
ω
〉ω∞om

の
ほ
ど
束
延
長
線
上
に
柱
聞
い
g
m
等
聞
の
東
西
柵
ω
〉
可∞。
が
あ
る。
そ
の
西

端
は
築
地
に
と
り
っ
き、
京
端
は
南
北
大
部
ω
Uω
コ切
に
た
っ
し
て
い
る。
こ
の

東
西
柵
の
中
央
に
柱
間ム・M
m
の
門
が
あ
る
門
の
柱
穴
に
は
礎
板
が
の
こ
っ
て
い

た。
柵
ω
〉ω吋∞。
の
南
側
に
は、
築
地
の
西
側
か
ら
は
じ
ま
り、
南
北
大
潟
ω
。

ω
コ切
に
注
ぐ
東
西
構
ω
ロω
3m
(
幅。
吋m〉
が
あ
る。
こ
の
栴
は、
門
の
前
で
は

玉
石
駅
陥
渠
と
な
っ
て
い
る。
そ
の
他
A
期
に
屈
す
る
遺
構
と
し
て
は、
発
掘
地

制-­i

 

ao a ， s u働• 

ロ

域
東
南
で
検
出
し
た
柱
穴
2
個
ω
×ω
芯∞
が
あ
る。
ひ
と
つ
の
政
に
は
礎
板
が
の

こ
っ
て
い
た。
南
北
大
慌
に
か
か
る
橋
ω
×ω
芯。の
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が、
そ

の
凶
の
道
路
放
を
東
西
柵
ω
〉
苛∞O
の
門
と
関
連
さ
せ
る
な
ら
ば、
A
期
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

B
期
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的判レ」百nH、

T『
斗ペP且

石
敷
南
北
部
〈
下
肘〉
、

京
椀
府
北

B
則
に
出
す
る
泣
榊
に
は、

出、
土
扱
な
ど
が
あ
る。

南
北
廊
ω
の
当
ヨ
は、

法
坦
中
央
に
住
山ι・
2…
等
聞
の
柱
列
が一
列
あ
る
だ

け
の
廊
で、
A
期
の
築
地
ω
〉ω∞。。
と
重
復
し
て
検
出
し
た。
廊
は
発
掘
地
峡
の

南
北
に
貫
き、
そ
の
北
と
南
は
発
掘
地
域
外
に
延
び
て
い
る。
基
・む〈一似
6m)
の

築
成
に
は一
部
旧
築
地
を
利
用
し
て
い
る。

悲
出
の
両
側
に
は、
幅ω・ω
m
の
犬

走
り
と
み
ら
れ
る
部
分
が
あ
り、
東
側
で
は
素
侃
り
南
北
梢
ω
U
匂
訟
が
あ
る。

B
期
に
制
す
る
逃
桝
と
し
て
は、
他
に
京
北
部
に
土
峨
ω円ハω吋印日・
ω
同ハω吋印由・

京
南
部
に
ω
穴ω吋ω。、
中
央
に
ω
宍
匂
告
が
あ
る。

nu
mN

 

E
則
に
属
す
る
泣
椛
に
は、
木
樋
陥
渠.
石
敷
南
北
術
(
上
川)、

南
北
大
間

〈
上
肘)
、
脱
会
等
が
あ
る。

木
樋
陥
渠
ω
ロω
30
は、
南
北
・郎
ω
門
出
司
法
国
西
側
の
石
政
南
北
間
ω
ロ
可

申。
か
ら
の
流
れ
を
う
け
て、

京
の
南
北
大
桃
ω
Oω
コ切
(
上
肘〉
に
注
ぐド県
西
引

m
の
陥
渠
で
あ
っ
て、
木
樋
7
本
を
あ
い
つ
ら
ね
て
い
る。
石
敷
南
北
総
ω
Uω吋

由O
(
上
肘)
の
木
樋
暗
渠へ
の
取
水
口
は、
石
放
を一
部
低
め、
そ
の
南、

北
端

を、
特
に
礁
を
縦
杭
み
に
縁
ど
り
し、
水
の
流
入
を
容
易
に
し
て
い
る。
南
北
廊

ω
の
可
ヨ
基
厄
上
に、
N・Mm
等
閣
の
南
北
柱
列
ω
〉ω
弓日
が
5
条
検
出
さ
れ
た。

の
位
列
と
み
ら
れ
る。

東
二
条
が一
対
を
な
し、
四

こ
れ
は
曜
舎
(
仮
設
建
物〉

の
三
条
の
う
ち、
東
の一
条(
五
条の
中
央の
糸)
と
西
の
二
条
と
が
そ
れ
ぞ
れ
対
に

な
っ
て
お
り、
都
合
3
聞
の
仮
設
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
他
に
こ
の
町
則
に

属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に、
南
北
出
ω
Oω
コm
の
凶
に
沿
う
柱
山N・ω∞
m
等

間
の
柵ω
〉ω
目。
が
あ
るc
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城
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C
期

C
則
に
附
す
る
迫
桃
に
は、
築
地、
柵
等
が
あ
る。
築
地ω
〉ω∞
呂
は、
調
査

地
成
中
央
を
北
か
ら
延
び
て
凶
へ
曲
っ
た
現
存
の
土
塁
が
そ
れ
で
あ
る。
東
而
の

築
地
は、
B
期
の
南
北
廊
基
一山
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り、
南
面
の
築
地
は、
二

条
の
東
西
柵
ω
〉ω∞O印
と
ω
〉ω
巴∞
の
中
軸
線
上
に
築
成
し
た
も
の
で
あ
る。
南

而
築
地
は
比
較
的
良
く
基
底
部
〈
幅2
m〉
が
の
こ
っ
て
い
る。
こ
の
南
面
築
地

の
南
に
接
し
て
併
(
師
1m〉
が
あ
り、
さ
ら
に
南
に
犬
走
り
様
の
基
胆
(
腕ω
ω

m)
を
そ
な
え
て
い
る。
南
町
築
地
の
東
端
近
く
に
は、
凝
灰
岩
陥
渠
ω
Oω∞】印

が
あ
る
が、
こ
れ
に
後
続
す
る
桝
は
削
平
を
う
け
て、
築
地
の
南‘
北
に
も
現
存

し
て
い
な
い。
当
地
峡
南
半
部
に
は、
一ド
向
に
山
るN・
8m
等
山
の
柵
ω
〉
勾
ち

が
あ
る。
そ
の
京
而
に
は、
門
と
み
ら
ら
れ
る
れ
川町・∞m
の
例
所
が
あ
る。

以

上
あ
げ
た
追
桝
の
ほ
か
に、
町U
則
と
C
則
と
の
山
の
も
の
と
し
て、
南
凶
-m
の
轍

ω
V内ω叶∞印.
石
敷
南
北
部
の
四
方一
而
に
肢
か
れ
た
バ
ラ
ス、
南
町
築
地
南
側
の

不
整
形
の
泌
ω
口
当
宮
が
あ
る
が、
こ
れ
ら
は
発
御
の
所
見
か
ら、
C
則
の
構
築

に
閃
係
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る。

A・
B-
C
各
則
の
う
ち、
B
期
に
つ
い
て
は、
南
北
廊
東
犬
走
り
上
で
多
量

に
倹
出
し
た
軒
瓦
が
8
8・
S
E・
∞白
E
|
C
で
あ
る
こ
と
か
ら、
そ
の
年
代
を

第
2
次
内
裏
の
時
期
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る。
し
た
が
っ
て
A
期
は
第
1
次

内一
一以
の
時
期
に、
ま
た
C
期
は
平
城
上
皇
の
年
代
に
想
定
で
き
る。

従
来
第
1
次
内
哀
の
築
地
回
廊
痕
跡
と
想
定
し
て
い
た
現
存
の
土
塁
は、
時
期

の
さ
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た。
し
か
し
そ
の
築
地
の
直
下、
お
よ
び

南
延
長
線
上
に、
南
北
築
地
の
基
底
部
を
確
認
し
た
こ
と
は、
出
1
次
内
兵・
判

立
院
の
京
を
画
す
る
築
地
の
可
能
性
が
あ
る。
ま
た
雨
前
築
地
を
は
さ
む
2
条
の
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東
西
柵
は、
内
長
内
部
を
画
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。

以
上
の
結
取
の
ほ
か
に、
平
城
宮
以
前
の
追
椛
と
し
て、
凶
南
部
の
併
ω
Oω叶

叶N.
土
城
ω』ハω寸∞ω、
方
位
を
無
視
し
た
建
物
二
棟
ω
∞ω
ヨω・
ω
∞ω寸
豆、
酉

北
部
の
土
脇
ω
穴
目。∞・
ω
穴
可申申
が
あ
る。
時、
七
臓
は
古
墳
時
代
に
出
し
て

お
り、
こ
の
建
物
も
そ
の
年
代
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る。

出
土
造
物
は、
瓦、
場-
土
様、
木
問、
住
線、
礎
板、
木
悩
な
ど
が
あ
る。

瓦
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で、
新
に
8
8-
S
E
1
2
2
の
の
組
合
わ
せ
を
み
と

み
た。
木
簡
は、
土
扱
ω
同ハω寸ωO
か
ら
検
出
し
た
も
の
が
2
点
あ
っ
て、
-
点
に

は
「
角
根」
の
貼一
A
が
あ
っ
た。
木
樋
は
辿
築
材
を
転
用
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で、
柱
の
ほ
か、
桁
を
転
用
加
工
し
た
も
の
も
あ
る。
な
お
木
樋
の一
部
(
3
本〉

は、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学
部
と
協
議
し、
防
腐
処
位
の
上
現
地
に

保
存
す
る
こ
と
に
し
た。

第
四
次
調
査

第
1

次
内
裏
西
方
隣
接
区

調
抗
地
成
は、
佐
紀
池
の
十間
に
あ
た
る
い
ち
だ
ん
低
い
区
成
で
あ
っ
て、
小
字

「
池
尻」
に
属
し、
第一
次
内.
袋
想
定
地
域
の
西
側
で
あ
る。
追
憐
と
し
て
は、

出、
土
扱
の
ほ
か、
柵
三
条
を
検
出
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た。

発
掘
地
域
東
部
で
は、

南
北
に
売
る
柵
ω
〉ω∞
包
|
〉
〈
住
川M-∞印m)
と
ω

〉ω∞
包
|
切
〈
柱
間同・
8m)
を
重
複
し
て
倹
出
し
た“

ま
た、
こ
れ
ら
か
ら
凶

へ
約ι・∞m
は
な
れ
て、
南
北
の
柵ω
〉ω∞mm
(
怜
川2
m)
が
あ
っ
たυ

・本
地
域
西
部
は
束
・部
よ
り
約
1
m
ほ
と
低
く、
東
よ
り
に、
発
掘
地
域
外
に
延

び
る
南
北
部
ω
ロω∞N切(
約3
m)
が
あ
る。
西
方
か
ら
こ
の
桝
に
注
ぐ
東
四
桝
2

条
ω
Uω∞ω∞
(
約H・
2〉
、
ω
ロω∞
包(
約H-mm)
は、

そ
の
京
半
部
で
土
旗
ω

穴
お
お
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
破
峻
さ
れ
て
い
るω
土
州側
ω
ロω∞ωω
は、
霊
能
し
昨

そ
の
ほ
か、
発
掘
地
成
中
央
に
L

字
状
に
曲
る
務
ハ
帆0・mm〉
ω
U
混

合
と
西
端
に
地
域
外
に
延
び
る
京
商

務
S
Uω∞
合
が
あ
る。

平
以
宮
以
前
か
と
忠
わ
れ
る
泣
併

に、
発
掘
地
液
中
央
を
斜
め
に
よ
ぎ

る
持
ω
ロω∞
ち
(
一也
ふm)
が
あ
り

出
版
よ
り
弥
生
式
後
則
の
土
総
片
を
検
出
し
た。

出
土
造
物
は
少
な
い
が、
お
も
な
も
の
と
し
て、
南
北
併
ω
ロω∞
尽
か
ら、
木

製
百
万
搭
未
完
成
品
1
正
行
絵
参
照)
、
木
製
漆
製
柄
頭、
木
m
u
点
が
あ
る。

そ
の
ほ
か
土
探.
瓦、
円
席、
府
等
が
あ
っ
たu
以
上
の
先
制
結
果
か
ら、
泣
跡

の
性
絡
を
判
断
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い。
巡
回附・
泣
物
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ

と
が
当
地
峡
の
特
徴
で
あ
り、
さ
ら
に
今
後
の
隣
控
地
域
の
捌
査
成
果
を
ま
つ
も

の
で
あ
る。

集
す
る
土
放
が
ひ
とつ
に
な
っ
た
も

の
で、
局
部
的
に
苦
し
い
抗
の
花
推

前
を
検
出
し
た。
削
平
を
う
け
て
底

石
だ
け
を
の
こ
す
玉
石
碑
ω
Uω∞
ピ

は、
流
出
口
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に

AA門
官
作
り
の
木
組
版
設
の
あ
る
と
こ

ろ
か
ら、
陥
渠
で
あ
っ
た
こ
と
が
般

祭
さ
れ
る。

第
幻
次
調
査

宮
城
東
南
隅
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先
制
地
域
は
宮
城
の
い氷
雨
削
で 、
点一
一切
大
路
と
二
条
大
路
の
交
注
す
る
場
所

に
あ
た
る 。
そ
の一
部
が
国
道
剖
号
線バ
イハ
ス
予
定
地
と
な
っ
た
た
め 、
緊
急

淵
上引
を
行
っ
た 。

先
制
の
紡
民 、
こ
の
地
域
は
後
世
の
削
平
に
あっ
て
い
た
が 、
点一
一切
大
路・

二
条
大
路
敷 、
旧制
立
柱
建
物
4
隙 .
楠
2

列 、
築
地
2

糸 、
持
8

糸 、
僑
2
基 、

井
戸
1

基
の
各
遺
構
を
検
出
し
た ν

先
制
地
棋
の
北
凶
却
で
は い米
凶
に
流
れ
る
端
(
上
側
紘 一肌M-∞m 、
以
下の
数他は

川
じ
部
分の
榔
制)
が
定
っ
て
い
る 。
こ
れ
は
m
M
次
訓
代
ハ
・円
減
内嗣削)
の
際

に
発
見
さ
れ
た
術ω
O
ロ印Oに
巡
ら
な
り 、

%
以
前 日
間
の
外
刷
と
巧
え
る
も
の
で

あ
る 。
備
は
さ
ら
に
ω
O
EHO
G-∞m)
と
合
流
し 、

東
ヘ
ロ
m
を
隔
て
L
調
査

地
域
を
南
北
に
貫
通
す
る
椛
ω
り
ち
8
2・um)
に
後
続
し
て
い
る 。
前
者
は 、

第
幻
次
南
地
区
(
宮
域
東
問
中
川)
調
査
で
検
出
さ
れ
た
ω
0
2
5
の
南
延
長
線
上

の
いぶ
端
部
に
あ
た
り 、
後
者
は
%
以 ド米
両
の
外
刷
と
な
る
も
の
で
あ
る 。
〈H
流
地

点
は
水
流
の
た
め 、

広
範
聞
に
わ
た
っ
て
側
峨
が
伏
り
取
ら
れ
て
い
る 。
ま
た

併
の
中
に
は
数
条
の
杭
列
が
あ
り 、
こ
の
・部
分
は
少
な
く
と
も
3
阿
の
諮
山
工
事

が
あ
っ
た
と
舵
定
さ
れ

る 。出
ω
o-Mmo
のい問
側

川以hLNロ'h本・

上
縁
か
ら
南へω印・吋m

の
と
こ
る
に 、
必
凶
出

お1: 6 1刈

ω
0ιoom(1m〉

あ
り 、
東
に
流
れ
て
南

北
併
と
合
流
す
る 。

ヂ
以
-M
発
抑
刊州
代
続
mm

OHMmo
と
ω
OAoom
の
川
に
は
矧
皆
な
泣
川仰
が
な
い
の
で 、
e」

の
間
が い米
凶
に
辿

ら
な
る
二
条
大
路
の
路
刑
制
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。
ω
ロω泊目白
は
ω
ロム。om

と
4
m
断
て
て
平
行
す
る
併
で 、
南
北
部に
合
流
し
て
い
る 。
こ
の
4
m
の
川
に

は
雌
土
が
あ
り 、
南
北
併
の
酉
縁
に
沿っ
て
南へ
直
角
に
泊
っ
て
い
る 。
成川
土
而

に
は
寄
付
列
も
あ
り 、
築
地
ω
〉ムO
B
と
考
え
る 。
時ω
o
s
g
は
築
地
の
下
を

石
組
陥
渠ω
Oω
室町
で
通
し
て
い
る
が 、
後
に
使
用
不
能
と
な
っ
た
よ
う
で
そ
の

市
に
木
凶
陥
渠
が
設
け
ら
れ
て
い
る 。

出
北
川仰
の い米
側
上
縁
か
ら
点へ
約
m
m
の
位
位
で 、
ド附
北
に
点
る
出ω
UωUH­

-
A
(--∞m〉
を
検
川
し
た 》
こ
の
間
は
2
附
則
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る 。
す

な
わ
ち 、
京
か
ら
西
行
す
る
併ω
Oωu
g
|

〉
つ・∞m)
が
ω
ロωUH-
-

〉
に
後

続
し 、
そ
れ
を
切
っ
て
総
ω
o
s
g
|

∞
(
邸
側)
が
直
角
に
山
り
南
行
し
て
い

る 。
昨
ω
Oω
gm
の
南
縁
か
ら
さ
ら
に 、
総
の
東
側
上
縁に
沿
っ
て
淘へ
絞
く
雌

土
が
あ
っ
た u
こ
の
部
分
は
築
地
ω
〉
包ON
公
ムm〉
で
あ
る
が 、
こ
こ
で
は
築

地
従
抗
州
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た 》
ま
たい附
に
い机
く
太
郎
分
は 、
湘
蹴
川
ぷ
凶叩
の

下
に
な
っ
て
い
る
た
め
全
体
の
係
相
を
臨
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た ω
こ
の

築
地
は
築
地
ω
〉品0
8
と
同一
点
回
線
上
に
あ
る “
な
お
こ
れ
ら
の
総
は
索
侃
り

で 、
特
別
な
護
岸
施
設
は
な
か
っ
た ω

ω
0ιouo
と
ω
Oω∞
ニ
|

〉
と
の
間
は 、
中
世
の
術一
条
が
南
北
に
蛇
行
し
て

い
る
ほ
か 、
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た 》
こ
の
川
は
約
加
m
あ
り 、
陶
北
に
辿

じ
る
京一
一坊
大
路
の
路
而 一川
で
あ
る ω
築
地
と
大
路
の
関
係
を
み
る
と 、
築
地ω

ヵ:

〉品0
8
は
三
条一
一切
の
北
米
を
限
る
も
の
と
な
り 、
築
地
ω
〉
SOM
は
三
条
二
幼

の
北
西
を
限
る
こ
と
に
な
る 。

ul 

二
条
大
路
と
東一一切
大
路
と
の
交
差
点
は 、
南
北
品川
が
口
泊
し
て
い
る
た
め 、
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二
条
大
路
の
中
央に
僑ω
)EONO
を
架
し
て
い
る。
橋
幅は]ω・ιm
あ
り 、
橋
杭

7
本(
桁行ω・∞m 、
抗間各M・ωm)
の
橋
台2
些
か
ら
なっ
て
い
る。
橋
杭
の
数 、

位
位
な
ど
か
ら
し
て .
少
な
く

と
も3
回
の
改
修
が
あっ
たこ

と
が
わ
か
っ
た 。

橋
下に
は
水
流が
淀
む
問
所
が
あっ
た
た
め
か 、
出
の
側
壁に
めっ
て
・行
機
物の

堆
積
層が
あ
り 、
出
土
し
た
木
聞
の
大
部
分は
こ
こ
か
ら
発
見
し
た u
ま
た 、
こ

の
附
近
よ
り
大
型
の
瓦
製
擬
宝
仙却
が
出
土
し
て
お
り 、

橋
の
欄
干に
用
い
ら
れ
た

と
考
え
る。
(口
絵参照〉

�132次1�!，11t.地域ソ�mlJ区l

dJ 
�生

4ll … IF  
tl1 81刈 、ド1i:も・東南|防次路線式閃

( í大内災図考訊:J に よ る )

昨日 そ び 考 は
の 終 え

あ う ?き ら
る き = イチー 至 l v 
k の 2

掘
立
位
建
物に
つ
い
ては

一
応2
時
期に
分け
て

(
時
期
お
よ

第 7 1苅

を
もっ
特
殊
な
構
造
の
建
物

で
あ
る。
残
存
し
て
い
る住

般
に
は、
径
約
別個
の
十
字

に
組
ん
だ
枠
木
が
柱
の
下
端
に
は
め
よ
ん
で
あっ
た 。
柱
恨
の
技っ
て
い
な
い
柱

穴
で
も
枠
木が
残っ
て
い
た ν
こ
れ
は
純
を
安
定
す
るた
め
に
組
ん
だ
も
の

と
思

わ
れ
る。
全
体
に
柱
穴
を
深
く

穿
ち 、
ま
た
柱
が
太い
こ

と
な
ど
か
ら
考
え
る

と、
高い
倭
の
よ
う
な
性
絡
の
建
造
物で
あっ
た

と
想
像
さ
れ
る。
こ
の
種
の
建

物は、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
もの
で
あ
る。
掘
立
柱
建
物

ω
回ω由
ミは
二
条
大
路
上
に
あっ
た
こ

と
に
な
るが 、
西
安
正
簡
の
位
置に
長
さ

N・∞m
の
橋ω
×ω由MOが
あ
り 、
両
者は一
述
の
もの

と
考
え
ら
れ
る。
ま
た .

三
条
二
幼
西
北
隅
に
掘
立
住
建
物ω
切
お
さ・ω∞
コ
が
あ
る。

こ
の
ほ
か
の
遺
構
と
し
て 、
ω
∞ω由
誌の
陶
に
柵
列ω
〉ω∞
ミ・ω
可。.
包
告

が
あ
る。
柵は
点
西
万
向に
二
条
が
弁
列し 、
井
戸ω
開ω由∞。の
州
方が
切っ
て

い
る。
井
戸は
底
部に
以
下
段
の
木
枠
組
が
わ
ず
かに
践
り 、

二
条
の
瓦
製
土
管

を
配
し
て
滋
水
し
て
い
る。
土
管に
は
半
以
さ
れ
る前
の
丸
瓦
が
利
用
し
て
あっ

た 。
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半
減
符
以
前
の
泣
桝
と
し
て、
弥
生
式
時
代
の
桝一
条
が
調
査
地
域
の
京
で
南

北
に
蛇
行
し
て
い
る
の
を
検
出
し
た。

以
上、
各
泣
怖
に
つ
い
て
略
述
し
た
が、
こ
れ
を
平
安
百
東
南
附
と
比
蚊
し
て

み
る
と、
こ
の
両
者
は
極
め
て
頬
似
し
て
い
る
〈
第
7
凶、
第8
凶
参
照)
。
す
な

わ
ち
ω
OHM
S
は
宮
城
南
聞
の
外
掘
と
な
り、
ω
ロムOUO
が
宮
城
東
面
の
外
期
と

な
っ
て
い
る
な
ど
同
じ
で
あ
るd
平
安
富
と
の
迎
い
は
ω
0
2
5
の
務
が
な
い
こ

と、
宮
城
東
面
の
外
掘
は
二
条
大
路
を
打
通
し
て
南
に
流
れ
て
い
る
こ
と、
そ
の

た
め
東一
幼
大
路
の
道
帆
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る》
ま
た
平
安
官
の
築

垣
心
々
距
離
は
大
宮
大
路
で
ロ
丈、
二
条
大
路
の
口
丈
に
対
し
て.
-半
減
官
で
は

京一
一坊
大
路
の
帆
が
1
丈
釦
か
く
な
っ
て
い
る。

路
而
に
つ
い
て
は
節
目
次
淵
行
の
朱
雀
門、
第
幻
次
北
地
区
調
査
で
は一
部パ

ラ
ス

蚊戸
仰
が
認
め
ら
れ、

附
耐
の
状
態
が
悦・
挺
さ
れ
て
い
る
ω

こ
こ
で
は
日
以
に

も
述
べ
た
よ
う
に
後
世
の
削
除
を
う
け、
道
路
敢
に
は
そ
の
-hm
跡
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
たν
し
か
し
三
条一
幼
附
近
の
土
質
と.
二
条
大
路
と
で
は
か
な

り
の
相
違
が
み
ら
れ
る。
こ
の
こ
と
は
何
者
の
腿
役
時
則
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る。

逃
物
は
重
要
な
も
の
が
数
多
く
出
土
し
た
が、
と
く
に
裕
か
ら
の
出
土
品
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る。

慌
の
う
ち
で
も
ω
OAO
き
か
ら
披
も
多
く
出
土
し

瓦、
土
様、
木
製
品
顔、
金
属
製
品、
石
製
品
な
ど
多
極
に
わ
た
る。
そ
の
う
ち

顕
若
な
も
の
を
あ
げ
る
と
土
潟、
土
鏡、
六
百
数
十
点
に
わ
た
る
木
簡.
品
川
土

然、
木
製
人
形、
硬
玉
川以
勾
玉、
綜
制
粁
瓦
が
あ
る。
緑
刺
粁
瓦
な
ど
は
こ
れ
ま

で
平
成
宮
内
で
は、
出
土
を
み
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る叫
〈
n
E
師
同
参
照)

そ
の
ほ
か
と
く
に
注
目
に
川
す
る
こ
と
は、

金
属
製
品
が
大
註
に
間
七
し
た
こ

平
城
市出
発
問側
湖
脊一
概
報

と
で
あ
る。
品
U
も
各
組
に
わ
た
り
和
銅
銭
を
は
じ
め
と
し
た
各
組
の
銅
銭、
制

鋭
片、
海
老
錠、
帯
金
具、
飾
り
金
具.
鉄
鉱.
錐

釘

針.
針
金.
玉
知
な

ど
が
あ
る。
隆
平
永
宝
の
ご
と
き
は、
一
括
し
て
EO
枚
以
上
の
山
土
が
あ
っ
た。

と
く
に
金
属
製
品
や
大
誌
の
鉱
浮
の
出
土
は
附
近
に
鍛
治
関
係.
官
工一
加
が
あ
っ

た
ら
し
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る。

出
ω
0ιouo
は
出
土
造
物
か
ら
み
て.
か
な
り
の
年
代
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
るω
ま
た
国
土
中
よ
り
少
な
く
と
も
叩
世
紀
を
降
ら
な
い
唾
宜、

松
制
水
瓶、
士
師
鴨川、
須
恵
総
が
山
土
し
て
い
るω
こ
れ
ら
の
も
の
は
桝
の
四
役

時
期
を
附
示
さ
せ
る
も
の
で
あ
る。

二
の
地
以
で
は
明
ら
か
にい米一
一切
大
路
を
検
山
し
得
た
が、
符
城
京
而
北
門、

中
門
の
束
位
位
に
あ
た
る
那
辺
次
北・
南
地
区
の
調
査
で
は
大
路
の
推
定
位
世
に

附
州、
倒
立
れ
辿
物、
井
戸
な
ど
の
泣
帥仰
が
発
見
さ
れ、
大
路
と
し
て
認
め
難
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
たu
こ
の
こ
と
は
京一
一切
大
路
と
の
凶
係
に
つ
い
て、
重
要
な
疑

川
を
拠
起
す
る
も
の
で
あ
る。

奈
良
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー

建
設
地
調
査

宮
城
函
面
外
堀

こ
の
場
所
は
第
H、
日
次
調
査
地
域
の
ほ
X
中
間
で、
県
道
を
隔
て
た
宮
城
西

国
外
捌
に
あ
た
る。
こ
こ
は
簡
易
保
険
郵
便
年
金
福
祉
事
業
団
に
よ
る
奈
良
簡
易

屋

保
険
保
護
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
と
な
っ
た
た
め、

小
規
悦
な
ト
レ
ン
チ
〈
東
西
ω

m、
南
北
6m〉
を
穿
っ
て
追
桃
の
存
否
を
検
討
し
た。

そ
の
結
果、
西
国
の
築
地
大
垣
の
中
心
よ
り
塙
地
を
隔
て
て
西へ
約
ロ
m
の
と

こ
ろ
で、
併
の
凶
側
上
縁
を
検
川
し
た。
山仰
の
京
半
郎
は
道
路
の
下
へ
続
い
て
い

る
た
め
桝
幅、
東
側
上
縁
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が、
宮
以
四
而
の
外
刷
と
考
え

る
も
の
で
あ
る。
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じ
る
西一
一切
大
路
の
路一川
幅
で
あ
り 、
前
は
大
路
の
側
併
と
推
定
で
き
る 。
・ま

た

こ
の
西
に
接
し
て 、

わ
ず
か
な
機
土
の
痕
跡
を
認
め
た 》
し
か
し
こ
の
地
核
は

全
体
に
後
世
の
削
平
を
受
け
て
い
る
の
と 、
小
規
模
な
ト
レ
ン
チ
の
た
め
に
明
確

な
も
の
を
検
山
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た ω
出
土
造
物
は
上
総 、
屋
瓦
の
ほ
か 、

緑
制
陶
器
片
な
ど
が
あ
っ
た 。

(
石
井
則
孝・
三
輪
京
六)

奈
良
国立
文
化
財
研
究
所
年
報

治
川仰
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

婦
の
上
縁
か
ら
西
へ
約
加
m
の
川
は 、

た 。

更
に
こ
の
凶
に
は 、
幅
約N・吋m
の
浅
い
桝
状
の
凹
み
が
あ
り 、

総
底
と
み
ら
れ
る
砂
の
堆
秘
が
あ
っ
た ν
こ
れ
に
よ
り

初
m
の
間
が 、

部
分
的
に

南
北
に
通

γ- ，》'fJ4

h守・Hm'41jq，

ドドμ
小
の
時
期
区
分
A・
B-
C
は 、
同一
地
区
で
の
相
対
的
な
作
列
で
あ
っ
て 、

各
地
区
に
仲内
通
し
た
も
の
で
は
な
い .
ま
た
性
問
寸
法
は
概
数
似
を一不
す .

先
日比
建
造
物
池
山

地区| 州 I jl1 椛 | 伺i laJ I 刷11) -)法 I Wi 量d手桁 行 I � 行
間 m 口1

A S A3555 6以上 2 . 7  
S A3557 5以 上 2 . 2  

第25 
S A3590 26以 ヒ 2.6  

次
S A3640 3 x 3  2 2 北瓜i
S A3642 4以上 ? 2 . 1  

西 S A3680 11以 上 2 . 6  

而!E"ド1 S 83690 5以上 x 2 2.6  2 .6  
B S 83560 7 x 2  2 . 3  2 . 3  

S A3567 7以 と 2 . 8  
9 S 83599 3 x 2  1 . 7  1 .8 

A以lìíj S 8 3773 4 x 2  1 .6 1 . 4  
S 83774 2 x 2  2 1 . 6  

A S X3720 橋
第27 

S K3768 礎阪あ り 、 5.3m 

次
S A3780 9以 ヒ マ 3 門あ り
S A38∞ 築地さArγ2 S A3805 10以上 3.5 一

次

l2村3 
S A3818 10以 k 3.5 

B S 83795 35以上 2 . 2  ílíl合
S A3750 12以 l二 2.4  

C S A3740 32以上 3.0 
S A3810 築地

A S 83870 3 ?  x 3以上 2 . 8  2 . 8  �Ijlljutj ? 
S A3902 築地、 容|主な し

3第2 
S 8 3907 3以上 x 2 3 2 . 3  
S X3920 2 1 . 2  続

次 S A3967 4 3 

事E使
S A3970 8以上 マ 3 . 2  
S B3975 1 x 1  9 5 関H寺住15m
S A3981 6以上 マ 3 

隅 S A4∞5 6以上 ? 6 築地�位:
S X4020 6 2 目 1 l\ffi 

B S 8 3871 2以上x2以上 2 . 5  2 . 3  �t瓜i
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|日

乗

院

関

係

近

世

文

の

明
治
初
年
以
降
奈
良地
方
法
判
所の
事
，M仰
室
とし
て
使
用

さ
れて
い
た
興
福
寺一采
院
炭
鍛、
殿
上
及
び
玄
凶
な
ど
が、

昭
和
三
十
七
年
四
月
九
H
且
必
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た.

そ
れ
と
前
後
し
て
県
庁
川
辺
一

刊
の
強
備
計
画
に
作
い、

終

判
所の
両 日似の
道
路が
十
九m
狐
必さ
れ

、

法
判
所の
新

庁

生け
が
建
設
さ
れ
るこ
と
が
決
定し
た
の
で 、こ
れ
ら
の
辿
物

を
他
所へ
移
築せ
ね
ば
な
ら
な
く
なっ
た ・
山北
物は
山
抑
制従

与の
山
能
満
院
に
移
処
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

附
和
」一
十
九

年
六
川
六日
後
山仰
い入
が
取り
行
わ
れ
たの
で
あ
る ・
山桝
股
そ

の
他
建
物の
解
体
的伊
築の
開
始
と 、
法
判
所
新
庁舎の
悠
設

の
川
を
利
川
し
て
山
紡
あ
る一
釆
院
山山
隊
跡一
仰
を
発
似

品

作 .
す
ゐ'
』
との
依
災
性は
Mm
に
必
め
ら
れて
い
た
の
で 、
移

譲
工
事と
は
別

簡に
県
庁
内に
「
則
一

釆
院
池
山例
発
似

訓

査

妥

nHAぶ
(
代
表
者
・
大
阪
山
立
大
学
教
授
浅
川判
的
氏〉
」

を

設
け 、
県
教
育
委
ハHAぶ
が
川
査
を
妥
似し
た
もの
で、
古川・
μ

国
立
文
化
財
研

究所の
庇
史
研

究

室
及
び
辿
造
物
研
究

室
日以

が
協
力
し 、
附
和
三
十
八
年
三
刀
か
ら
湖
上位
をは
じ
め、
一

箇
月
に
わ
たっ
て
行っ
た ・
その
経
過
附
報は
本
研
究所の

昭
和=一
十
九
年
八
月
発
行の
年
制m
o
ghO
及び
県
教
育
委

μ会
刊
行の
「
瓜
波文
化
財旧一
釆
院
炭
搬・
殿
上
及
び
玄

関

移

築

工

事

報

告

』
」

に

当

研

究

所

平

以

官

発

似

訓

資

部

此

℃

雌

主

な
、

八

引
車
u

刈

技

山闘

が

品開

惜

し

払

も

路

間

遺

跡

を

担

当

し

た
・

な

お

後

民白

制

叫

に

当

っ

て
、

m
.

ニ

ロ

第

六

節

「

巾人

的
考
・奴
」

と
し
て
弘が
従
供
し
て
お

い
た
一
来
院
関

係
近
世

史
料は 、
前六
凶
作T
閣制
.以
前
/
切
ま
で
に
は
ぷ
悠
政の
もの

が
多
く、
従っ
て
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず、一し
が
純化H
Aに
ω

旧
一
衆
院
関

係
近
世
文
川の
収
集

室田

収
集

政
の
分
も
完
全
と
は-v一ロ
え
な
い.

ζ
こ
に
一
衆
院
幼
官
二
条

幻
采
日
記
な
と
を
摘
記し
て

、

究、
氷
十
九
年
十
二
月
二

十
六

日
焼
失
以
前
に
は
どの
よ
う
な
建
物
が
あ
っ

た
の
か 、
その

う
ち
段
長
期
か
ら
弘、
氷
川則
に

か
け
て
建て
ら
れ
た
の
は
ど
れ

か 、
火
災
後
肢
安
三
年
川
興
ま
での
事
的
な

ど
に
閲
す
る
記

録
を
術
必
し一
来
院
考
・祭の
参
考
に
供
し
た
い
と
川心・
コ ・

ー 、
火

災
当

時
の
必
MM

立

ぷ

|

九

年

ニ

糸

守

主

行

釆

(
旧
川出
井文
山叩・}火
山
同
九
飢
叫川
誠)

御
門
主
二日
川
親
王

将付品
川仰
と
中
し

御年
三
十

五
成
也

一

釆

院

御

門

跡

炎

上

之

hM

山

也

御

寺

山仰

当

年

ま

て

廿

一

年

御
執
行
被
成

険

当
院
と
御
所
線
御
弟
PT
M仰
也
官J
近
衛
政
大
御
所
様
と
は
御

兄
必
也何

十一
月
廿
七日

府
梁
(
花
押〉

〔
本
文〕
十
一
月
廿
七
日

米
官
祭
礼
也

(怠)

廿
七
日
天
気は
能
候へ
と
も
早
天
よ
り
風
吹
以
外に
さ
む

く
御
座
候日
也
祭
礼
之
出
仕
丹
波
寺
主
幻
釆
五ツ
過
，S出

仕

小

紋

状

等

ハ

法

限

立

釆

飢

故

名

代

山

化

中

侠

因

縦

郎

総

加

山川

幡件

出

仕

込

も

税

之

名

代

也

別

会

宝

必

院

総

別

会

切一

土

院
大
か
た
話
役
相
川
巾
必
下
わ
た
り
わ
た
り
可
小
と
川
崎駅

内
に

州
以
町
い
か
に
も

小
山部
よ
り
午
刻
時
分
桜
に
火
を
山

(

怠
)

山中

内

凶間

以

外

ア

ラ

タ

吹
h
H
川

ι〈

川

へ

火

ツ

キ

巾・

ス

胤

中氷

山中

成

H
H
川

又

市 .

敏

之

新

い陀

焼

山・

そ

れ

よ

り

も

火

二

紡

成

官民

向

町

小

筋
町
す
い胞
の
町
ヤ
ケ
小
以
火
御
門
跡
へ
飛
御
HM
m似
之ド

ネ
ノ~

建
造
物
研
げh.7l. 
'*' 三

方
新
御
殿
上
火
ツ
キ
夙
に
て
吹
付
申
此
御
殿
と
中は
一
乗

(附)

院
殿
御
本
版
御
門
主
定附…
之
御
科
山内
之
御
殿
也
天
日開
年
中

立
小
山M
殿
也
七
百
年
アマ
リ
に
て
も
依
は
ん
や
古
御
殿
火

何
と
も
ケ
シ
中
市什
難
成

八
万へ
火
旭
中
候
ゆへ
新

御
阪
を

取
出
可
中
と
て
g
M
院
HM
似
幼
五
制
御
川
学
北「
仰す一
服
M

M川
川v .nA
バ
外
竹山
山肌ハ
シ
リ

刷畑
中
外かは
の
し
とみ
をハ
H比

が
打や
ふ
り
小
紋へ
と
も御γ
シ
外か
は
先
御
門主
時
勢

同開御
山
桜
之
刻
外の
御ツ
シ
為
川心
と
被
仰
似て
い
か
に

も

よ
犬
に
彼
成

火

打は
な
し
小
山什
難
成は
や
火ヲ
チ
か
か

り
小

紋
依
併
と
け
し

か
ね
小
紋
般的
新

御
阪
何
も

炎
と

ほ

(
広
閃}

も

/\
歎
カ
シ
キ いが
也
新
御
刷刷火
殿
上
御
腕
け
ん
く
わ
ん

{
公
4m・
鋼
所)

ヘ
ツ
キ
米
中
風
あ
ら
く
吹
付
対
耐
政
政
九
帖一
度に
焼
失

(拡カ)

什片
火

御
州
大
桃
川ツ
キ
門
之
御
前
LL

台
所
之
方/
御
縦
三

〈性)

ツ
大
台
所
小
性
従
向
次
長
um一
度
ニ
焼
失
門
之
御
前
火

阿

之
御
殿
へ
っ

き
巾
候
此
御
殿ハ
去
年
院
御
所
除
品川
小に
て

一
之
結
構
成

御
殿
被
進
候
京
郎
ぷ
去
年
御
取
ょ
せ
此
方
へ

引
祈e」
と
/\
政
御
物
入ノ
御
殿
也
内
士山よ
り
火
共
御

殿
付
焼
巾
候
長
講
堂
へ
ら
う
か
ヤ
ケ
中

候
御
持
仏
裳
焼
長

議
食
付
焼
小
紋
円K
m
立
火
に
て
阿
似
陀
院
伯
作
院
怒
時
院

愉
山氏
い也
此
幼
と
も
や
け
巾
倣
此
長
講
設
は
+u
之
炎
上
後
久

(
w
uwv
 

立
水
中

大
作
院
政
御
代
ニ
モ
雌
成

処
ニ
当

御
門

主
将
覚
様

女
院
御
所
様へ
数
年
御
紙
被
成

当
院

之

御
所
附W
K
院
御
所

防
御〈日
必
米
弐
千 .心
余
爪二
年・
斗
もメVH
尼
仕
候
結
悦
立

小
紋
御
本
時ハ
むか
し
阿
弥陀
仏
也
わ
きた
ち
も同
前A，
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度
之
炎
上
に
も
此
御
本
鳩
山
ノ

市
き
と
く

也
山
間
即位
兵
衛

と
申
仁
取
出
巾
候
わ
き
立
も
間
前一
段
手
か
ら
む
御
門
主

隊
御
蔵へ
御
成
に
て
将
軍
機
御
三
代
之
御
朱
印
取
御
山
侠
(姓}

御
自・
身
持
出
候
内
に
前へ
急-一
火
ヲ
吹
付
巾
侠
ゆへ
小
性

向
人
大
蔵
院
発
明
成
身
院
教
忍
な
と
奥へ
は
し
り
入
御
門

主
早々
御
出
候へ
と
此
氷
申
候
則
御
供
申
大
慈
院へ
滋
務

中
院
之
民
腕
申
候
間
大
慾
院ア
フ
な
く
候
附
御
門
主
様
大

事
之
儀ニ
て
成
身
院へ
可
在
御
座
之
山
名
・4仰
益
見
巾
上

候
処ニ
兎
も
角
も
と
仰
出
成
身
院へ
御
成
申
候
我
等ハ
御

タ
ヒ
所ヨ
リ一

衆
院
殿へ
火
付
ゆ
と
凶
別
会
も
権
別
会
も

つ
ね
事
に
て
加熱
之
候
問
神
前ニ
ハ
別
会
掛川
別
会
図
岬駒
郡
維

部
此
三
入
居
申
候
て
早々
一
衆
院
殿へ
か
け
付
申
候へ
と

(袋)

も
と
ゆ
問
将
来
之
鉢ニ
而
は
し
り
申
候
処-一日抑
止副
院
之
し

は
に
て
御
門
主
様
成
ew閉
院へ
被
成
御
座
候ニ
懸
御
目
申
侠

状
等
も
御
供に
可
参
自
候ヘ
ハ
大
慈
院
あ
ふ
な
く
と
ま
り

は
や
/\
大
慾
院へ
参
候へ
と
御
成
心
立
候
聞
大
慈
院に

て
将
来
を
庭
に
て
取
申
陥
木
之
ホ
ラ
之
中へ
衣
将
来
と
も

入
や
ね
へ
上
り
申
候
中
院
屋
焼
ゆ
侠
ま
て
は
西
国臥
に
て
候

へ
と
も
未
申
胤
又
成
巾
候
制州
政
院
笈
徳
院
総
申
大
慈
院ハ

く
る
し
く
無
之
と
て
大
波
此
事
也
(
下
略〉

同
(
十
二
月〉
九
日
(
前
略〉

一
今
度一
釆
院
搬
炎
上
仕
候
て
大
小
練
数
廿一一一一一
も
焼
失

仕
侠
相
残
申
候
は
御
車
度
来
之
北
門
北
方
丑
と
ら
角
之
米

センと

政
此
分
や
け
残
骸山田
替
申
候
隆
作
の
つ
く
り
し
北
而
目挺
御

せ
ん
すレ
岩
と
も
木
は
不
及
中
山官
焼
ク
タ
ケ
中
何
の
や
く

に
も
不
立
中
御
殿の
石
すへ
は
不
及
中一
つ
も
や
く
に
た

ち
不
中
候
岩
木
は
後
世
に
も
可
有
御
応
御
・挺
も
見
事
可
被

成
候
は
ん
か
前々
ぷ
御
代
と
よ
り
の
御
道
具
殊に
は
経
論

盗
教
御
芯
録
と
も
母
出
と
も
無
残
焼
失
申
近
演
は
御
門
主

務
勢
際一
釆
院
鍛
近
代
之
御
学
盗
山山
御
寺
務
を
も
五
十
年

斗
も
御
持
被
成
候
天
下-一
無
限
御
学
衆
也
野
道
も
同
前
之

事
仰}
(
下
略)

同(
十
二
月〉
十
六
日
天
気
御
門
主
様
今
日
従
京
郎
越
御

一
今度一
衆
院
殿
焼
失
之
，義
江
戸へ
も
聞へ
将
軍
機
に
も

被
及
聞
召
御
奉
行
衆へ
被
仰
出
候に
て
松
平
伊
豆
守
殿
阿

(部)

(郎)

辺
対
馬
守
殿
阿
辺
立
後
守
殿
此
三
人
御
奉
行
衆
，S
蒙
上
立

又
飛
脚
山県
江
戸
ぷ
京
ま
て
四
日
ふ
り
に
上
着
仕
之
候
由
也

右
之
御
府中行
氷
山池
判
に
て
御
折
紙
参

(笑-H)

公
方
様に
も
此
比
被
及
間
召
咲
正
に
被
思
召
候
早
述
飛
脚

に
て
被
仰
入
候
との
仰
中
侠委ハ
其
本
山口ハ
御
門
跡
可
在

之
者
也
板
倉
閃
防
ん寸
殿
ま
て
御
飛
脚
参
倒
防
守
殿ヨ
リ
京

都
に
て
御
門
跡
級
相
波
被
申
候
川
今
日
御
門
主
同僚
御
持に

て
御
下
向
之
事
也
山佐
御
家
中
衆
も
拝
見
申
候へ
と
被
仰

候
て
頂
波
中
了

と
あ
る ・

以
上
に
よ
り 、
立
永
十
九
年
十一
月
廿
七
日
御
祭
当
日
火

災
の
有
様
が
わ
か
る
と
同
時
に 、
そ
の
時・に
焼
失
し
た
悠
物

の
種
類
と
佼
残っ
た
建
物の
種
類
及
び
笹
者
は
寝
殿
が
天
日開

創
始
以
米
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
や 、
凶
御
鍛
や
長
誠
盆

が山骨岡
市対の
建
物
を
移
し
た
り 、
長
年
欠
除
の
ま
ま
で
あっ
た

の
を
東
悩
門
院
の
幼
力
に
よ
っ
て
火
災の
少
し
前に
復
興
さ

れ
た
事
的
な
ど
が
判
る 。
ま
た
火
災
直
後一
釆
院
門
跡
噂
労

相棋
王
が一
衆
院
復
興
の
た
め 、
将司平
家に
隙
悩
すべ
く
自
ら

関
東に
下
向
し
た
総
子
も
判
る 。

H 、
山出
口次
期
よ
り
立
永
則
ま
で
の
修
鹿
又
は
別
設の

資
料

既
に
焼
失
し
た
こ
れ
ら
の
建
物
の
う
ち 、
波
長
度に
-M
殿

及
び
段
上
廊
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
三
会

定一
記
に
よ
っ
て
判
明
し
た
が 、
近
世
に
なっ
て
改
修
又
は
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新
設
さ
れ
た
も
の
が
幾
つ
か
あ
るこ
と
が 、
脱
長
十
五
年
か

ら
立、氷
末
年
ま
で
の
「
日々
記
抜
出」
に
あ
る
の
で
こ
れ
を

紹
介
し
よ
う ・

a 、
一
衆
院
二品目
立
来
日
記

(
旧
保
弁文
庫・
天
恕
図
VU
館
所
蔵〉

波
長
七
年
九
月
十一
日
糸
桜
木
御
陵へ
御
ウエ
候

刷出
長
十
年
五
月
十
日
御
門
跡
様ノ
政
之
間ヨ
リ
御
ナ
γ

ト
ヲ
コ
ホ
チ
テ
御
作
市
也

(客駁}

慶
長
十
二
年
八
月
阪
日
キ
ヤ
ク
テ
ン
今
日
ヨ
リコ
ホ
チ

タ
テ
ナ
ホ
ス
也
大
工
又
帰
リ

nu
大
工
源
三
源

六
間
人

山嵐
長
十
五
年
二
月
廿
七
日
御
門
跡
様
御
普前
也
材
木
口

ニ
大
波へ
久
右
衛
門大
弐
被
参
也

H

附
二
月
廿
二
日
(
前
略〉
御
門
跡
様
御
普
請
荘

之
也

(釣口m)

M

三
月
十
八
日
築
地ツ
リ
ヤ
南
方
築
地コ
ホ

ツ
也

H

H

廿
日
北
南
方
恨
石λ
ユ
ル
也

H

凶
月
三
日
築
地
ツ
ク
也
日
天
江
戸
屋
ぷ

築
地ツ
キ
ヲ
ト
リ
参
也

(地}

H

H

四
日
築
子
立
派
伏
見
衆
今
日ニ
山首

/\
築
地
仕
舞
申
也
郡
山
衆
迄
残
也

H

H

十
二
日
朝
ヨ
リ

築
地ツ
キ
四
時
分ニ

ツ
キ
ア
ケ
い削
除
迄
相
済
也

H

六
月
十一
日
御
門
跡
線
御
台
所
肉
祭
大
引

物
上
候
也

元
和
四
年
十
二
月
一一一
日

集
会
在
之

μ

十一
日

1/ 

(時党)
十
宮
様
御
得
御ニ
付
御
坊
中

舞
台
出
来ニ
付
御
庭へ
砂
持



七
ラ
ル
、
事
事
中
坊
ヨ
リ
作品

小H民
中
，J
U此
小
坊
代

官

所
ノ
人
足-一
而

二
三
日
砂

持
七
了

一
冗
和
四
年
十
二
月
十
二
日

御
絞
殿
八
間-一
節
ヵ
、
ル
内

ニ
ハH
皆
切
合
敷
幼
官
氷
山m
新
御
臥
ッ
、

キ
一
山

川

共
ッ
、

キ
併
問削
引
キ
ワ
ニ
れ
二
帖
放
七
机
御
住

也

立

永三
年
四
月
十
九
日
一
衆

院
殴
長
講

堂
針/
始

在

之

H

六
月
廿
四
日

御
門
跡
長
講
掌
上
棟
後
夜
時
分

，S
立
ソ
ノ
口
日
中
迄
ニ
僚
政
胤
迄
払
仕
舞
也

b、

見
永
十
年
ヨ
リ
承
応
四
年
マ
テ

円

三日比
抜
打川
(
山内
稲
オ寸
所
誠)

同(
克
永)
十六
年
正
月
十
五
日

t寸
的

然

十一
人
向

公

H

二
月
廿一
日
来
月一一一
日
ニ
新
御
願
御
開

帳

之
後
被
仰
山
也

以
上
に
よ
る
と、

跡目
ι川氏
か
ら
肌似
合
を
山間
っ
た
の
は
成
長
十

五
年
頃
の-』
と
で
あ
り 、

そ
れ
が
凶
(
又
は
凶〉

御
殿
と
林

せ
ら
れ
た
こ
と
と、
長
講
堂
針
初
が
究
永三
年
完
成
が
同

四、

五
年
頃
と
な
るこ
と
が
判
る・

於
日火
説
話
修
正
在
之

m 、

復
興
に
対
す
る
必
府
援
助
の
顛
末

究
永
十
九
年
十一
月
サ
七
日
焼
失
以
後一
来
院
は
どの
よ

う
に
し
て
復
旧
さ
れ
て
行
っ
た
か
を
興
悩
寺所
波

文
川
を
通

し
て
眺
め
て
見
ょ
う 。

へ

お

衆倣
来
日
記
(
興
福
寺
所
政)

克
永
廿
年
正
月
元
日
一
釆
院
御
門
跡

様
自

去
年大
心
経

院
ニ
御
座
候欣一
冗
日
御
祝

nlH
U
川町
昨
年
之
火

事
ニ
逢

ふ
て

円HU
(
下
略)

五
月
九
日

幻
釆
守

主
今
日一
附一
江
戸
上
沼

旧一
釆
院
関
係
近
世
文
書の
収
集

也
公
方
附w
d
御
お枯
れ
円U
御
HU
致
持
見
候
川
冬

火

事
子
細

従
公
方
同僚

御
態

/\
伝
之
跡地

御
満

口広

之
旨
ぷ
得
拭
立
候
悶
滋
被
差
進
出俄
仰
勉
御
念
之

入
候
段
上
聞
候
処
御
機
嫌
之
御
事
候
委
州
ニ
候

寺
主
可
為
・以
説
候
此
山
抽出
述
尤
候
久
々
時枝一 z口

四
月
サ
五
日阿

部
対
馬
山寸
反
政
判

阿
部
立
後
山寸
忠
以
判

怯
平
伊
豆
守
信
網
判

(山川)
小
川
左
京
克
鍛

加
此
御
案
文
也
小
川
と
み
て
中
部
を
唱
者
之
ぷ

か
と
小

同(
六
月)

十
五
日
上
向

法

眼

笠

来
病

気-一

一間
無
本
版
今日
日
中-一
死
去
申
也八
十一
政
治

采
親
父
也

正
保=一
年(
正
月〉
閃
廿一
日
中
院
展
上
保山総
悶ツ
時

分ユ
本
格
地
政
市
仮
搬
ぷ入
仏

H
〈
凶
月)
同

廿
九
日

公方
綴

ぷ
御
門

跡

へ
鋭

子

三
百

枚
わ
た
二
宵

犯

大
御
所
綴
ぷ
御
門

跡
へ

州政
子
宵
枚
御
あ
わせ
十
前一
御
使
期間
加
賀
守
殿

今
川
式
部
制大
納一一一一口
線
ぷ
御
使
牧
師判
内
匠
殿

と
あ
る .

避
え
て
廿
一
年
に
は
中
山山
左
京
が
聞
東
江
戸
に
下

向
いり
心
ぷ
行
次
へ
の
陳
情
に
努
め
た 。

" b、

山
釆
日
必
(
旧
保
井
文
出
・
天
削枇
凶川HM
館
所
政)

究
永
廿
一

年
帆
三
月
十
日

一

今
日
中
沼
左
京
を
江
戸
へ
被
泣
公
方
綴
江
一
-衆
院
殿
不

抜
焼
失
仕
供
川
御
公
必
へ
被
仰
上
将
平
江
御
歎
仰
上
候
処

ニ
御
奉
行
氷
之
引
耐
御
取
合
よ
く
御
陵
候
に
よ
り
将
平
悌

に
も
御
聴
被
成
一
栄
院
立
可
被
進
之
山
被
仰
山
候
御
年
寄

(川}

衆
，S
も
但んベ
御
返
市
川
板
倉
悶
防
内寸
殿へ
公
方
様
より
御

駁
被
仰
波
候
也
中
沼
左
京
二
ヶ
月
あ
ま
り
江
戸
に
相
訪
申

供
奉
行
衆
へ
毎
日
の
や
う
に
罷
出
御
訴
訟
被
巾
上
候
ニ
付

公
方
様
に
も
能
御
取
立
中
候
御
用
心
之
段
ハ
中
招
左
京
手

刷
之
笠

也
左
京
江

戸
よ
り

罷
上
り
御
川
跡
可
被
進
立

之
御

物
話
と
も
示
り
て
上
下
M
山
度
印刷
共
なり
と
山中
功
也

と
あ
る
の
に
よっ
て
判
るe

w、
正
保
四
年(
俊
安一死
年)

よ
り
完

成

ま
で
の
資

fr

 

本小

火
災
前
後
の
一

釆
院
川
跡
托
戸
下
向
と
い
い
廿
一

年
三
月

よ
り
二
ヶ
月
間

の
中
沼

左
京
の
お中
行

衆

へ
の
働
き
か
け
と

い
い 、

主
従
共
に
よ
く
ね ，
は
り

彼
い
て
再
興
汗
可
を
と
り

つ
け
た・

し
か
し
尖
際
に
金

子

持
制
す
る
ま
で
に
は
約三

ヶ
年
を
要

し
た
よ
う
で
あ
る.

c 、
引
釆
日
-M山
〈
興
一制
止吋所
必)

正
保
四
年
九
月
十
一
制

御
暇
被
下
五
ツ
時
分
ニ
笠
城
阿

部内且
後
守
般
阿
部
対
応
守
防
大
沢
左
京
殿
被
仰
波
也

諸
飢
物
有
之
御
率
性
之
趨

従一
釆

院
殿
御
品川U

添

致

拝
見
候
今
度
御
造

岱
之
儀

被
仰山
侠
同地

板
倉
周

防
守

相
辿

御
満

悦
之
山
務
待

目
立
候
依
之
為
御
願
彼
法
進
御J丸
山附ニ
テ
右
之
通

及

上
山
御
文
儲
御
前
に
被
差
出
御
念
之
入
候
段

御
機
嫌
御
事
候
此
由
笈
有
洩
述
候
久
A
謹
言

九
月
十一
日

阿
部
対
応
守
判

阿
部
盟
後
守
判

松
平
伊
豆
守
判

1/ 

中
沼
左
京
殿

九
月
十
三
日
今
日
江

戸
発

足

代
也
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銀
三
百
此
目一
采
院
殿
に
白
川
之
寺
為
引
料
被
泣

候
間一
来
院
殿
幼
官
に
手
形-一 一倣
倉
周
防
守
御
良

判
被
相
波

nU
可
出
勘
定
HUA
等
当
院
添
状
之
以
米

之
手
形ニ
而依…
之
候
以
上

右
三
人
ボ
行

九
月
十一
日

久
只
因
餅
守
般

的H
弘
丹
波
守
隊

隣
地一
郎
左
術
川
股

一
制
仲介
山川
左
術
川
股

点岬
川
山
兵
術
殿

此
予
形ハ
大
以
御
金
打。
行
品れ
わ刈ニ

円U
り
小
し
け内

外
幼

nU
手
形ニ

〕似合
同川
防
守
殿
御
災
判

門U
小

沼
左
京
市
北白ニ

而
一一一
百
貨
日
之
銀
子治
取
巾出口
仕

二
条
法
眼
幻
采
中
沼
左
京一冗
知
右
両
人へ
判
仕
周

防
守
殿ノ一
災
印
取
寺
主
源
来
上
京
也

(朱)

慶
安一冗
年

お来
日
記

〈小)

五
月
十一
日

御
門
跡
御
滋
御
普
請
大
工
古
屋

出
米H

十
四
日

同
所
御
山町
初
日
用
入
札
今
日
定

山叩
倣
材
木
円U
山
米

六
月
四
日

御
門
跡
御
殿/
材
木
木
作
川俊…
水

為
付か
ね
小
候
が
川
所
管川大じ
卜人
斗
参
材
木

を
円川
U
木
一Mm
付
て
材

木門川U

H

三
年
三
月
十
六
円

一
御
門
跡
新
殿
山
米ニ
付
今
日ハ
角
南引け
院
御
移
従

被
遊
也
御
同
学
然
以
外
之
者
向
公
御
祝
儀
進
上
也

京
剛山

門U
も
御
祝
義
/
御
使
者
有
也

と
あ
る .
一
来
院
内山
殿
西
北
隅
木
地 一代川
銘
に
「
俊
安
二
年
云

んこ
と
あ
る
の
が 、
こ
の
記
録
に
よ
り
立
-ぶ
さ
れ
た
こ
と
に

な・
?フ .V 

一
衆
院
へ
の
水
路
の
資
料

円以
後
の
と
こ
ろ
で 、
一
衆
院
庭
園
に
関
係
あ
る
水
路
の
資

料
を
集
録
し
て
見
ょ
う ・

正
保
三
年
正
保
三
年
両
人
目HM山
(
興
福

寺所
蔵〉

H

十
二
月
朔
日

中泥
水
/
市了一一
付
中
分
再
発
仕
自

大
采
院
政
六
万
衆
五
人
以
科
吋
・行
山ニ
付
大
来
院

隙へ
小
沼
左
京
杉
以
兵
部
両
人
被
泣
六
万

円UU

(水}
定
永ノ
が一
来
院
政
d
U
仰
付
依
山
被
仰
泣
候
依

卯
科
停
止
彼
成
公
ぷ
沙
汰
と
布
之
が
也
此
点
水

ノ
市什ハ
阪
和
年
中・-
一
来
院
殿
御一
代-

二管悩

円Uハ
初
ル
水
上ニ
大
.A--
口
ノ

瓦
ヲ
切
付
川
中

(
水
分V

ニ
在
之
此
水
ヲ

円U
石
ト

名
付
此
お
ぶ
半
分
つ
L

-一
分
テ
春
臼
ノ
御
供
所-一
半
分一
来
院
殿へ
半
分

ト
在
之
御
門
跡
内氷
水へ
入
申
在
也
此
時
ノ
泉
水
/

名ハ 一
泊
仲間
水
ト

申
山}
此
水

門U
申
事
態
成
也 ・

正
保
四
年

間
人
日
記

H

二
月
十
三
日

応
山
隊
御
下
向
御
宿
幼
金
政
院
新

能
御
見
物

H

十
七
H

今
度
応
山
保
御 値
下
向
之
恨
大
釆
院

殿
仲介
五
郎
役
必
等
去
年
ぷ
定
之
水
泣
人
候一
釆
院

殿
へ
も

門U
衆
然
小
仰
付
紋

円U
少
可
彼
成
小

n
U
此
水一
采
院
殿
御
成
水
門
U
水ハ
水い胞
川
/

(一一vロニ
分
水 戸れ
ア
リ

此
お
U
ノ

九
ト

モ
中
又
三
光
一わ

ト
モ
巾
彼
布
ヨ
リ

此
水
ヲ
分
テ
岱
日
御
供
所
ト一

采
院
殿
へ
ト

分
巾
也
去
年
御・μ
水
ノ

水
不
米
御
不

審
ヲ
仕
候
処

三宮初
大
釆
院
般
五
師
役
者
寄
合
中

院
展ノ
泉
水

新口-一
水
ヲ
取
中
候
事
ヲ
タ
ク
ミ

彼

11 

水
御
供
所へ
沢
山-一
泣
シ
其
水
ノ
し
た
‘ふ
り
を
中

院
Haへ
可
流
談
合ニ
テ
五
郎
学三
m
彼
分
水
ノ
所

へ
山
木
ヲ
切
先
ヲ
築一
来
院
駁へ
は
水
不
参
様ニ

仕
間
御
門
跡へ
御
返
尤
定
申
者
有
之
紋
(
中
的〉

御
娯
家
方
各
々
御一
所ニ
一被
成
候
予
nu一
衆
院

殿
内氷
水
ノ
事ハ
機A
之
子
細
に
て
禁
袈
/
旧
記-一

モ
在
之
御
成
水ヲ
金
総
池
ト

サス
此
池
ノ

初
リ
ハ

一
糸
院

御字ユ
始
テ
御
走
リ

水
弥
之
チ
細
有
之
水

之
名ハ

制怜
水
ト

小
也

と
あ
る ・
勝
以
時
代の
池
-M叫
ん
話
室
町
時
代
忠
阿
弥
の
作
隆

治
跡
が 、
附
和一二
十
八
年
作の
発
射
訓
点
と 、
こ
れ
ら
山一

釆
院
関係
文
の
に
よ
っ
て
切
る
み
に
山
た・』
と
は
ま
ζ
と
に

関

係
お
に
と
っ
て

汗ば
し
いこ
と
で
あ
る ・(

点制

‘14 
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奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

要

項

一
、

調
査
研
究
概
況

A

総
合
研
究

l

平
波
宮
跡
発
旧制
淵
五

本
年
度
は
第お
!

日記
次
の
6
凹
に
わ
た
っ
て
訓
貨
を
お匂」

な
っ
た .
〈
本
文
訂
兵
以
下
参
照)

2

凶
大
寺
調
査

前
年
度
に
ひ
き
絞
き
従
米
の
川
伐
の
成
mA
を
ぷ
備
に、
淑

巧
研
究
と
の
閉山必
に
お
い
て 、
絵
画
部
川
で
は
絵
仏
舗
の
研

究 、

彫
刻
部
門
で
は
内
大
寺
愛
染
川山
五
品開
を
め
ぐ
っ
て
山内
門

の
励
向
を
検
討 、
工
芸
部
門
で
は
恨
羽AH
利
貯
の
性
怖
に
つ

い
て
研
究
を
す
す
め
た ・
な
お 、
両
大
守
木
寺
桜
に
も
とづ

い
て、

口山
道
凶作
土
存、

州
防
川
分
守、

政
前
大
山川
おけ
ん守、

肥

前
東
妙
寺 、
屯
凶
寺 、

.ゎ
応
院 、
志
布
志
宝
満
寺
な
ど
地
方

ぷ
守
を
湖
上旬し
た .

B

各
個
研
究

l
美
術
工
芸
研
究
宅

-

美
術
工
芸
作
品
の
伝
統
的
系
訴
の
研
究

工
芸
作
品
の
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
が 、

各
分
野
に
わ
た

っ
て
伝
統
的
系
却
が
た
ど
れ
る
も
の
は 、

ぷ
材
で
あ
り 、

妓

術
で
あ
り
立
匠
で
あ
る ・
前
年よ
り
引
い飢
き
立
匠
の
簡
に
お

い
て
ζ
れ
を
刊州
上位
し
資
料
を
あ
つ
め
て
い
る ・

2

仏
像
納
入
文HU
の
洲
士官
研
究

本
年
度
は
問
山
東
H川
院
阿
似
附山
川
米
像 、
広
れ川
緋
三小守山城

阿
弥
陥
如
米
像 、
東
京
以
-M部
地
川州

事凶
像 、
袋
内氏
小
宮
北吋
文

殊
菩
薩
像 、
笠
山
竹
林
寺
地
政

税同磯
山市
な
ど
に
つ
い
て
調
伐

を
行
い 、
ま
た
収
集
資
料
の
桃
川
と
倹
刈
を
し
た ・
(
本
文

ん山川
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

ロ
瓦
参
照)

3

古川・
艮
係
彫
刻
の
研
究

併
wm
造
ぬ
史
研
究
の一
部
と
し
て
奈・
民
館
彫
刻
の
形
成
と

伝
流
に
つ
い
て
調
技
研
究
す
る
も
の
で 、

本
年
度
は
主
と
し

て
雌
似
ぷ
鎌
倉
初
頭
の
造
像
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と

も
に、
中
世
に
お
け
る
前
仰
の
仏
師 、
帆刊に
段
段 、
川同
問匹 、

山附
円
等
に
閲
す
る
資
料 ，魁
集
を
行
っ
た ・

4

そ
の
他
の
川
公

修
験
問聞
は臥
の

活保
を
め
ぐ
っ
て
大
和
大
山市
山
守
ほ
か
怯
応

布、
桜
木

坊
の
ほ
か、

山内取・
ニ
仏
守、

的
伴
大
山
hJ、

鰐
淵

土サ
等
の
諸
似
に
つ
い
て
訓
抗
し
た ・

5

上
代
絵
闘
の
研
究

ひ
き
つ

HA
き
裳
椛
俗
図
の
川
泌
を
小
心
に、

妓
法
と
岡
師

に
つ
い
て
文
献
資
料
の
終
備
を
す
す
め 、

栄
山
寺
八
仏門
主 .

元
山内
よ寸
前同
楽
坊
な
ど
に
つ
い
て
川
上れ
を
お
こ
な
っ
た ・

6

南
町叩
仏
教
絵
画
の
研
究

中
世
南
郎
絵
仏
怖
の
動
向
を
中
心
に 、

南
町仰
系
仏
画
の
諸

相
を
研
究
す
る
も
の
で 、
四
天
王
寺 、
恨
津美
術
館
な
ど
の

化
銘
作
品
に
つ
い
て
資
料
を
般
的
し、
山内
悩
守
以
F
m
寺
の

刊州
士れ
を
お匂」
な
っ
た .

庇
史
研

究京

-

倍
加
従
寺
経
山内

+u文HU
M州
代

附
和
お
年
度
以
降
の
訓
官官
の
縦
続
で 、

トナギ
皮
は
巨
と
し

て
川
寺
出脚
本
HK
必
が
併
進
さ
れ
た
経
山内
側刷
を
訓
任
し
た ・
幾

つ
か
の
後日川
が
見
ら
れ
た
が 、
そ
の
小
の一
点
を
巡
ん
で
本

文
小
に

川削げ
た ・
(
本
文
四一八
参
照〉

2

西
大
寺
経
山内
古
文
件
訓
読

附
和幻
年度
以
降
の
淵
伐の
縦
統で 、
本
年
度
は
主
とし

て
丙
室
訟
の
型
教
を
訓
在
し
た
が 、

そ
の
小
か
ら
若
干
の
中

世
文
川
も
発
見
さ
れ
た .

川

建
造
物
研
究
室

1

建
造
物
調
査

山
知
従
よ寸
刷出
後

薬
師
寺 ぃ米
絡
な
ど
の一
泌
尖
測
を
と
も

な
う
調
資
を
お
こ
な
っ
た 。

2

h沢
氏
市
内
古
民
家
等
雄
策
の
訓
丘

京
良
市
教
脊
袋

ハH会
の
依
航
に
よ
り、

市
内十u
民・
家
の
補

足
刊州
代、

公
山氏
少
年
川
務
所
(
明
治
法
築)

叫日ず
の
訓
伐
を
お

'」
な
っ
た .

3

山人
跡
公
闘
の
研
究

巾人
跡
MJ
の
m凶
作
お
よ
び
公
同
化
し
て寸前
川
す
る
こ
と
に
凶

し、
法
悦
而、
応
川

而の戸向
者
の
資
料
収
集
と 、
枚
方
市
行

済寺
公
同
そ
の
他
に
つ
き 、

実
地
の
公

同化
計
州
の
指
泊仰
を

お
よ
な
っ
た ・

4

JT
城
目的
建
物
的以
元

ぷ寸川

平
成昨日山
朱
徳
川
内
裏
正
殿・

内
災
州
立
住
岡
廊
等
に
つ

き 、

資
料
収
集
・

棋
型
設
計
お
よ
び
製
作
指
却
に
あ
た
っ

た @
(
本
文
泊
五
参
照)

5

小
田捌
述
州
関
係
法
跡
の
湖
上位

附
和
mu
年
度
に
行
っ
た
小
川州
泌
州

凶係
資
料
の
収
集
に
よ

っ
て 、
山
地
州
作
事
関
係
の
指
凶
の
大
半
を
閲
読
ま
た
は
飯
製

す
る
こ
と
が
で
き
た ・

そ
こ
で
附
和
必
年
度
は
指
凶
に
示
さ

れ
た
池
山市
地
物
と
治
跡
と
を
照
合
す
る
こ
と
に
努
め
た ・
そ

の
結
決 、
小
刷
新
幼
い民
政
跡 、

伊出
御
茶
足
跡
市中
を
砿
認
す

る
ニ
と
が
で
き
た ・
そ
れ
ら
成
京
は
学
級
第
十
八
附
「
小
川州

述
州の
作
事」
に
収
め
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い .

文
部
砂利
科
学
研
究
伐
に
よ
る
研
究

IV 
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奈
良
国
立
文
化
財
研

究所
年
報

化f
J
に
関
す
る
必
礎
的
研
究

結
本

次
郎

記
紀
系
議
の
科
検
討
か
ら 、
一

大
孫
降
臨
神
話
の
隼
人
伝
承

と 、
大
伴・
尾
張・
猿
女
名
氏
の
関
係
を
考
察
し 、

ま
た

『
延
喜
式』
に
い
う
五
畿
内
弁
び
に
近
江

汁
波
等
の
悠・
人

定
者
砲
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て 、
服
一M
mA
践
の
被
支
配

的
実
態
を
考
究
し
た ・

古
代
に
お
け
る
瓦
陶
兼
業
定
跡
の
研
究

桃
山

治一

古
代
に
お
け
る
瓦
仁
と
陶
に
の

閃係
を
泊
求
し 、
あ
わ
せ

て
瓦
と
土
捺
の
縦
年
の
相
互
倹
統
を
行
う
た
め 、
疋
陶
昨品
業

常…
跡
に
つ
い
て
の
資
料
の
収
集
と 、
」
以町仰
市
川附
校
疋
陶
派
業

wn…
跡
川
土H川
の
や ♂
聞は
を
行
っ
た ・

七・
八
世
紀
の
鉄
鴨川
の
生
沌
巳
つ
い
て

木
村

荻
双

日
本
に
お
け
る
主
要
な
砂
鉄
沌
地
で
あ
る
小
問
山
脈
ぞ
い

の
地
域
に
お
け
る
占
代
製
鉄
治
跡
の
分
布
調
作
を
お'』
な
っ

た ・
と
く
に 、
一二
次
余
地
に
お
い
て
追
跡
川
辺
地
以
で
ほ
岩

を
録
集
し 、
現
在
分
析
中
で
あ
る ・

銅
鐸
の
研
究

佐
原
真

銅
鐸
の
型
式
学
的
研
究
の
法

健資
料
を
収
集
し
た ・
研
究

成
来
の一
部
は
『
日
本
の
考
古
学
問』
弥
生
時
代
に
発
炎
し

た
取引
物
裂
の
研
究

守
山

公
夫

名
物
斜
の
資
料
必
的引
の
た
め 、
前
川
好
総
会 、
h次

点
同
立

山内
物
館 、
依

凶作尖
術
館 、
勝
m
美
術
館
に
叩賦
さ
れ
て
い
る
名

物
製
の一
郎
を
旅
彬
し
た ・
名
物
裂
と
深
い

凶係
を
も
つ
ぶ

道
関
係
の
よ
献
を
唱
写
し
て
資
料
の
必
必
と
訓
点以
に
あ
た
っ

た .近
畿
に
お
け
る
近
位
社
寺
池
祭
の
様
式
的
研
究

-hu個、
A9
・J什

1(. 

近
世
の
寺
院
建
築
泣
椛
を
奈・以
市
お
よ
び
京
術
市
南
部
を

中
心
に
調
恋
し 、
年
代
別
の
残
存
状
況 、
治
情
の
特
徴
な
ど

に
つ
い
て 、
資
料
を
集
柴
し
た ・
ま
た
東
京
大
学
所
践
の
平

内
文HO
な
ど 、
医
家

関係
の
資
料
を
後
写
し 、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
た .

C
調
査
指
導

大
阪
府
行
済
寺
跡
の
発
似
訓
在

昭
和
刊
年
5
1
8
月

山川
教
委
主
他 ・
寺
跡
の
公
川間
化
に
必
MM
な
資
料
を
仰向
る
た

め 、
て
必
宝
章 、
山
小
琢
ほ
か
所円
以
多
数
の
指
四時
の
も
と

に
発
削慨
を
行
い 、
附
和
七
年
の
訓
伐
結
果
を
補
足
し
た .

兵
山
県
伊
丹
廃
寺
跡
の
発
州
訓
どれ

附
和
ω
年
8
バ

伊
丹
市
教
委
主
他 .
日川
ル
悌
三
郎
氏
但
山1 ・
沢
村
仁 、
牛

川N門
学
が
測
祉
に
つ
い
て
出M
m
し
た ・

大
阪
市
難
波
宮
跡
の
発
似

調火

昭
和
的叩
年
9
l
m
刀

難
波
宮
枇
顕
彰
会
主
催 ・
大
阪
府
第
二
蛇
紋
学
闘
建
設
地

の
緊
急
湖
上位 ・
沢
付
仁
等
が
指
消印
し 、
天
武
朝
以
前
の
川別

立
院
治
跡
と
虫
武
初
回
第一
註
を
発
見
し
た .

長
野
県
大
村
廃
寺
の
淵
資

昭
和
ω
年
ロ
月

県

教委
主
催 ・
新
産
業
町州
市
建
設
に
と
も
な
う
分
布
調
査

の一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
試
似
を
償
問
義
章
が
指
導
し 、

健
石
の
存
在
を
孫
泌
し
た ・

鳥
取
県
大
寺
廃
寺
の
発
似
調
査

昭
和
訓
年
2
1
3
n

川川

教委
主
催 .
浅
野
山
氏
担
当 .
道
路
鉱
仰
に
と
も
た
う

緊
急
調
弦 .
鈴
木
光
等
が
指
羽
し 、
燃
と
そ
のい闘
力
に
以 1

る
笠
跡
を
検
出
し
た .

京
町仰
市
内川
羽
雄
官
跡
の
発
剣
淵
伐

附
和
日引
年
2
刀

山川
教
委
巨
山山 ・
附
利
m品

格川胤
以
米
の
継
続
川州
査
で
杉
山
日

一一 .
が
指
羽
し 、
今

年度
は
小
口
阪
が
山
た ・

兵
山
県
凶
能
似
生
hい入
泣
跡
の
克
刷刑

判州11
附
和
川
年・
2
川
以
降

村
川
行
弘
氏
位
当 ・

備
山
法一 、
問
中

尼
崎
市
主
似 ・

琢 、

佐
原
町ハ
ほ
か
平
城
-V凸
跡
発
倒
閣
公
部
HH
多
数
が
出

必
し 、
地一
冗
の
研
究
者
に
よ
っ
て
す
で
に
発
旧制
さ
れ
て
い

た
第
四
区
の
住
居
跡 、
埋
葬
の
実
測
と 、
あ
ら
た
に
設
定

し
た
第
五
区
の
分
別
的
な
発
同協
調
査会一
指

導援
助
し
た ・

D

研
究
発
表

昭
和
ω
年
5
月
辺
日
〈
於
木
所〉

名
物
裂
と
そ
の
背
対
に
つ
い
て

守
印
公
夫

大
化
務
葬
制
に
つ
い
て
の一
考
祭

倣
山
浩一

宗
良
市
街
の
変
逝
に
つ
い
て

で
脱
去
な

昭
和
必
年
日
月
6
H
〈
於
ヂ
域
住出
発
制
調
従
事
務
所)

干
城
富
山
七
の
木
附
に
つ
い
て

償
問
妬
引六

千
波
符
跡
m
n
・
お-
U
次
発
制
調
伐
に
つ
い
て

℃
楽
怒
川胤

依
原

武

昭
和
川引
年
3
月
1
H
〈
於
平
城
宮
発
捌
刊州
代
事
務
所)

平
城
宮
跡
m
mぷ
次
発
出制
刊州
点刊
に
つ
い
て

河
原
純
之
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2 3 E 
昭
和
ω
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究

策の近AIt 物42Y1 I 鐸銅の
に七 跡のT代片 隼人 | 
つ -

車R
党

エ い八 研ヲEにぉ
μに関Z5究; E究卑題露の 究研て紀l!t 研究 けの る

鉄1rt� 瓦陶
.. lJ! の

生産 7咋Et 

" 1 " 1 ρ " 1 " 1 各研究{阿種類

j i l l i |日 l i 担当研
者究

i l i l i l i l i l i 付金交

二 、
組

織

A 

文
化
財
保
護
法

抜
帯平(削m…
←計十11附Mn=一ln)



第
二
十
条

委

員会
の
附
属
機
関
と
し
て-
X
化
財
専
門
事骨
議

会 、
国
立
博
物
館 、
及
び
国
立
文
化
財
研
究
所
を
位
く 。

第
二
十
三
条

国
立
文
化
財
研
究
所
は 、
文
化
財
に
関
す
る

調
査
研
究 、
資
料の
作
成
及
び
そ
の
公
表
を
行
な
う 。

2

国
立
文
化
財
研
究
所
の
名
体
及
び
位
位
は
左
の
通
り
と

す
る @

3
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
は
支
所
を
位
く
こ
と
が
で

き
る .

4
国
立
文
化
財
研
究
所
及
び
そ
の
支
所
の
内
部
組
織
は 、

委

員会
規
則
で
定
め
る 。

B

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
組
織
規
程

『、
附
和
二
十
七
年
三
月
二
」l
五
日

ノ

f
文
化
財
保
護
蚤
日
会
則
則
第
五
り
」

名

科
、

JY\ IU 
位

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

東
町11

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

Y
1
7

 

1A・トHV4n

j
z

 

v
印

叫u汁
附
和
二
九
年
六
月
二
九
H
文
化
財
保
護
安
μ
会
組
制
第一
ロ
改一
止

問
和
二
九
年
九
月一
五
日

ν

第
二
日
改
正

昭
和
三
六
年
九
月一
五
日

ゲ

第
三
HV
改
正

昭
和
三
八
年
凶
月一
O
口

の

第
四
号
改
五

附
和
三
九
年
三
月一
二
日

e

第一
号
改
五

附
和
凶
O
年
三
月
三
一
日

n

第
二
号
改
圧

(
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
組
織)

第一
条
奈・民
国
立
文
化
財
研
究
所
の
所
以
事
務
を
分
診
さ

せ
る
た
め 、
庶
務
課 、
次
の
三
室
及
び
平
城
宮
跡
発
射
調

査
部
を
位
く ・

美
術
工
芸
研
究
室

建
造
物
研
究
室

舵
史
研
究室

2
平
城
宮
跡
発
抑
淵
査
部に 、
そ
の
所
卒
事，M
を
分
説
さ

せ
る
た
め 、
次
の
六
室
を
位
く 。

第一
刻
究
室

第
二
制
査
室

第
三
訓
査
室

第
四
調
査
室

保
存
整
理
主

史
料
調
査
室

(
庶
務
課の
所
掌
事
務〉

第
二
条
庶
務
課
に
お
い
て
は
次の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る 。

一

別
に
文
化
財
保
護
委

員会
か
ら
委
任
を
受
け
た
範
閉

奈
良
国
立
文
化
財
研
究所
要
項

、

研

究

成

果

刊

行

物

奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

学

報

年附
和
問 一
年
度

附
和
初
年
度

寸3
nu
--

ミ
ドι

叫阿川ポル日1qaム川「刊"。

附
和
MM
年
度

昭
和お
年
度

ヲ
H
4
4
E

仙川名小qδhM1げι

附
和
お
年
度

昭
和
初
年
度

問
和
幻
年
度

η口-nHQU
じaM十え

げH4ホqqδノaHμuv

昭
和
的判
年
度

1113 11沼 If(l l協
和 和 和 ;f;ti

2 2
年 年

度 度 度

年

度

第
一
川

第

二

川

第

三

山

第

四

附

第

五

山

第

六

m

m

七

附

第

八

附

w'J
Sし
川げリ

札 口珂
JJ''

什けい

第

十

附

m
十
一

山山

第
十
二
附

第
十
三
附

第
十
凶
m

m
十
五
附

第
十
六
附

γ
:

二
日

h
a
」l
J‘
MH

ャ ・2a，、・I

白川 ・41j
m川

名

称

仏
師
巡
刷出の
研
究

修
学
院
総
省の
彼
際
的
研
究

文
化
史
論
波

奈
良
時
代的
研の
研
究

飛
鳥
寺発
御
利
査
報
告

中
世
出
悶
文
化
史

剛門前
寺食
立
発
川刑
制
官日
報
告

文
化
史
論
鴨川

川
原
止寸
先
制
訓
昨日
級
品位

平
川県J 山山
跡
l・

伝
飛
鳥
阪
山道
官
跡
発
川刑
判
査
報
告

院
家
建
築の
研
究

巧
ぽ
安
阿
弥
随
仏
快
刷出

円叫
肌胆
造
系
健闘の
立
地
的
考
祭

「
レ
lλ」
と
「
金
山山
舎
利
然」
に
関
す
る
研
究

平
城
川出品
川捌
淵
資
報
告
H

-u
街
地
域の
調
従
l

一千
以
旬
発
制
調
究
報
告
聞

ー
内
裏
地
域の
初
先
l

平
滅
的川出品
川制
調
究
報
告
W

ー
官
街
地
域の
訓
読2
1

小郷
巡
刈の
作
事

奈

良

国

立

文

化

財

研

究

所

史

料

名

称

度

tn 自� �� tt1 
119 三 二 ­
nu nn IIfI 1111 

間
無
阿
弥
陥
仏
作
者
集
復
製

西
大
寺
相則
前叶伝
記
集
成

仁
和
寺
史
料
品寸
誌
編一

俊
来
初
扱
源史
料
集
成

担

当

者

小
林
附

森

泌

小
林
剛・
絞
“組・
杉
山
日=一
川
中一
郎・
川
中
捻

浅
野
山川・
鈴
木
京
古

浅
野
山・
杉
山
信
三・
坪
井
山川
足・
鈴
木
村山itu

綴

泌

坪
引内
山削
足・
鈴
木
嘉
吉

小
林
剛・

山寸前
公
失・
浜
凶
降・
杉
山
二
郎

杉
山・
同庁
引・
鈴
木・
凶
中〈
除)・
工
藤-
山
中(
琢)

影
山・
坪
引・
鈴
木・
工
藤
間
中(
琢)-
m
川
れ
本

杉
山
日
三

小
林
剛

有料

泌

守
川
公
夫

坪
列・
鈴
木(
務〉・
川
中〈
陰)・
工
品加・
川
中〈
琢)

問
山・
狩
野・
河
原

根
本・
郎町
打-
m
中(
除)・
工
勝
以
付・
川
中(
即時)

阿
川・
狩
野・
河
原・
山
本

同植
木・
野
引内・
川
中(
総)・
工
必
沢
村
凶
中(
琢)

問
問・
狩
野・
河
原

森

年品担

当

者

小 IIJ 小 l司
林 中 林 沢
剛 稔 剛 担

狩
好
久
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奈
良
国
立
文
化
財
研

究助
年
報

に
お
け
る
職
員
の
人
併
に
関
す
る
こ
と .

二

公文
丹
の
後
受
及
び
公
印
の
管
守
そ
の
他
庶
務
に
関

す
る
こ
と .

三

経
波
及
び
収
入
の
予
算 、
決
算
そ
の
他
会
計
に
関
す

る
こ
と .

四

行
政
財
産
及
び
物
品
の
管
理
に
閲
す
る
こ
と .

五

職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と ・

六

前
名
号
に
削削
げ
る
も
の
の
ほ
か 、
他
の
所
必
に
以
し

な
い
事
務
を
処
理
す
る
こ
と .

(
美
術
工
芸
研
究
室
の
所
常
事
務)

第
三
糸

美
術
工
芸
研
究
室
に
お
い
て
は 、
絵
阿
彫
刻 、
工

芸
品 、
RM
跡
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
及
び
工

官官
技
術
に
関
す
る
調
弦
研
究
遊
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及

び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る ・

〈
建
造
物
研
究
室
の
所
常
事
務〉

第
四
条

建
造
物
研
究
室
に
お
い
て
は 、
建
造
物
に
関
す
る

制州
在
研
究
並
び
に
そ
の
結
栄
の
普
及
及
び
活
用
に
関
す
る

事
務
を
つ
か
さ
ど
る .

(
腿
史
研

究室
の
所
訟
が
務〉

m
五
糸

川出
火
研
究
室
に
お
い
て
は 、
考十日
及
び
史
跡
に
閃

す
る

訓代
研
究
並
び
に
そ
の
給
米
の
持
及
及
び
活
用
に
関

す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る .

〈
平
城
宮
跡
発
畑
調
先
部
の
六
室
の
所
常
事
務)

第
六
条

第一
調
資
室 、
第
二
制
究
室 、
第
三
調
究
室
及
び

第
四
調
査
室
に
お
い
て
は 、
所
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
分
担
し
て 、
平
成
宮
跡
の
発
釧
及
び
調
盆
研
究
並
び
に

そ
の
結
栄
の
普
及
及
び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る .
2

保
存
整
剛叫
ん主
に
お
い
て
は 、
予
防城
宮
跡
の
泣
印刷
及
び
泣

物
の
保
存
盤
理
及
び
刊州
任
研
究
波
び
に
そ
の
結
来
の
衿
及

及
び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る ・

3

史
料
調
査
室
に
お
い
て
は 、
千
以
宮
跡
に
閲
す
る
史
料

の
収
集
及
び
調
査
研
究
波
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活

用
に
関
す
る
事
，初
を
つ
か
さ
ど
る .

(
所
長〉

第
七
条

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
所
長
を
位
く ・

2

所
長
は 、
所，M
を
総
理
す
る 。

ι1

12
 

昨円

mw

こ
の
規
則
は 、
昭
和
四
十
住・
四
月一
か
ら
施
行
す
る ・

itぷs 所属

主二 主 主 話ゆ 番担I'JI 品 豊 富 E 官 官 主 E 盤 1 重 量 告 if 官 界 常 事 氏 四、

三子 子絃 綴子 子う JJEE 然jj' 辿夫 三他 元i車 光治 JH4t1 払幻; 央迎 布政1 郎次 扶桑 2尚E Zm当1l 2治海 布1111I f弘t 締l 名 職

í� fh 預l ヲ手1指了 部 官 員技 技
日 n 'F.i" rg' 官J l 長 ; ; i i 事i 1 M 

町和t 
1"1 職 41 

Qt 11 � n 長 長 !J' 
11 t信 i国 庶 M 同 会 写 同 I転自 竺 同 トI 平i 会 l筏 i闘 写 会 l伝 子i 現月{E I!! 

lÎí 1'-1 fh ，:1 京 航 ，�I' 1主 :rL ，11- f.íí 当

訓T苅t!l 発跡術1 平城'g' き究REITE史t ii 包主主1m1芸EfJf工符2 1課T� 1 ，届e一

藤 首 官 長 Z 2 耳 目 甲 車 車 前 官 長 海 軍 持IFl Z Z 号ï! 毒 車千事提 E 氏

i.::i 三信 義円 将 和之E 栄常 久 1弘立 琢 危 符士 主Z主Z 仁 1JEZ 王立 E男 議 'tl. 犬公 のよ 子ì-I' 孝m治i 子妙名同 文 研 同 嗣 同 M 凶 同 開 同 j，� In1 1111 文 腕 M 同 文 附 M Ff(ll 同 銭E ( 非2V 
F
鋤va : 

市1 'Jì; 部 品YE fHl 官技 J支 校
官 事民S存

'(f 見者事ド W 
|対"n M 常9盟1l :l 同

験
8 2 ) 8 8 8 8 8 8 芸 8 8 8 8 2 〉 支 '-' '-' '-' 
i跡歯立 王1! 仏1ft. 同 問 考 lIt I，íj 考 IUi :ill 略面冶 l司 法 ?辺倒 美市 彫 絵 工 同 1"1 護平務 寝平安 政室fi 担

築 史 jlì' 火 1片 史 祭 築 工 3縄 問 ;.f; ， 
tzr x - 当

48 





ド与九

ANNUAL BULLETIN 
OF 

NARA NATIONAL RESEARCH INSTITUTE 
OF CULTURAL. PROPERTIES 

1 9 6 6 
CONTENTS Page TEXT 

Various forms in Esoteric Buddhist "Kekkai" 
(Simãban品a 結界) and the Site of monastery … … ・ … … … … 1

Investigation by an X -ray of "Chikõ-mat;1c;lala-zu，" 
a painting on board kept in Gangõji monastery Gokurakubδ … 8 

A Standing K号itigarbha Bodhisattva kept in old 
Kasayama Chikurinji monastery … … … … … … … … … . . . ・ H ・ . ， … 12

Investigation of Art objects in Maizuru district of Kyõto 
Prefecture (second series) … … … … . . . ・ H ・ . . … … … … … … … … … 16

On "Ta-pan-jo・po・mi-to-ching" Vol. 600ed kept in 
Kasugawakamiya-jinja shrine. . . … … … … … … … … … … … … … … 19 

Restoration model of the Nara Imperial Palace's 
architecture in Sujakumon and Dairiseiden. . . … … … … … … … …23 

Wooden writing tablets unearthed in the Site of the 
Nara Palace in 1 965 … … … … … … ， . . . . . ・ H ・ . . … … … … … … … …27

A brief report on the excavation and exploration in tbe 
Nara Palace for the year 1965 … … … … … … … … … … ・ ・ ・ … ・ . . …31

Collection of modem ages manuscript concerning 
old Ichijõin mon酪tery' " … . . . ・ H ・ . . … … … . . ， ・ H ・ . . … … … … … … …41

Organization and Activities of the Institute … … … ・ ・ ・ … … … ・ ・ ・ … 45

PLATES 

An X-ray photograph of "Chikõ・mat)çala-zu"， a painting on board. 
Restoration model of the Nara Imperial Palace's Sujakumon ancl 

Dairiseiden. 
The excavation and exploration in the site of the Nara Palace. 
Relies unearthed in the site of the Nara Palace. 
A Standingstatue of K号itgarbha Bodhisattva (地裁菩薩) from 

Chikurinji monastery. 

Published by 

Nara National Research Institute of Cultural Properties 

Nara， 1966 


	AN00181387_1966_hyoushi
	AN00181387_1966_画像
	AN00181387_1966_mokuji
	AN00181387_1966_1_7
	AN00181387_1966_8_11
	AN00181387_1966_12_15
	AN00181387_1966_16_18
	AN00181387_1966_19_22
	AN00181387_1966_23_26
	AN00181387_1966_27_30
	AN00181387_1966_31_40
	AN00181387_1966_41_44
	AN00181387_1966_45_49
	AN00181387_1966_urahyoushi



